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    　真夜中、少女は濡ぬれたアスファルトを踏ふんだ。


    「冷たい……遠くない冬を感じさせる温度」


    　制服姿の少女は誰かにとても親切といえる。


    　寝静まった街の、それも大通りの真ん中を疾しつ走そうしながら、親切だ。


    「濡れた髪や制服が身体からだにまとわりつきますが、走らなければ……」


    　靴くつ音おとはしない。


    　交差点の水みず溜たまりを踏むその足下、裸足はだしである。


    「風？　まるで何かを予兆するかのように、頭上の信号機が点滅を……っ！」


    　赤信号がざわめく街路樹を照らし出した。


    　唐突に、少女はふり返る。


    「私が踏んでしまったのは真夜中……水溜まりに映る街並みが揺らめいている。束つかの間ま、眠りについていた街を起こしてしまった。水面の波紋が収まらない……来る。いつまでも波紋を投げかけるのは、彼方かなたの闇やみより来る追手。水面の波紋が次第に強く……近い？」


    　少女は身構える。


    　歩道橋の下をくぐって現れる何かに、「無念……」と呟つぶやいた。


    「逃げ切れませんね。真夜中の大通りに響ひびくはずのない音……まさか、蹄てい鉄てつの音？　歩道橋をくぐった、あれは……栃とち鹿か毛げの軍馬っ。跨またがった騎き馬ば兵へいの手には槍やり……速い！」


    　少女は「あっ」と悲鳴を上げ半回転する。


    「交こう錯さくした瞬しゆん間かんの火花で目が……鉄の焼ける匂におい……敵はどこへ？」


    　青に変わった歩行者信号機の下へ、少女は視線を投げた。


    「もう戦えないはず……そう、眠っているがいい。馬のあなた、なんて哀かなしげないななきを上げるの？　自分を操っていた主あるじが落馬したからってそんなに暴れては……さぁ……おいで、大丈夫。馬のあなたには何もしません。ほら、短剣は腰に戻します。大きな瞳ひとみ、怯おびえてる？　ごめんなさい。私がこんな銀色の仮面を被かぶっているから、怖いのですね。でもこの仮面が攻こう撃げきを受け止めてくれなければ、交錯の瞬間に反撃できませんでした」


    　少女は微笑ほほえみかけたが、中央分ぶん離り帯たいの街路樹を見上げて、息を呑のむ。


    「私が油断する瞬間を狙ねらって……もう一騎？　反対車線から街路樹を飛び越えて来るとは！」


    　少女は悲鳴を上げ仰あお向むけに倒れた。


    　胸を押さえ、呻うめく。


    「あぁ……仮面が、空へ舞い上がっている」


    　少女は雲に隠れた月に向かって手を伸ばした。


    



    　一部始終である。


    　歩道橋の上の少年は、一部始終を目撃していた。
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    　もう限界だ、歩けない。


    　肩にかけていたスポーツバッグを欄らん干かんの上に置く。


    　秋っぽい風が歩道橋を殴なぐりつけた。


    　冷たい季節が近い。


    　バッグに下げた名札、「木き村むらカント」を指でなぞってみる。絶対に消えないように大きく書いた名前だ。絶対に絶対、バッグをなくさないように油性マジックで書いた。


    「さよなら、ここでお別れだ……」


    　バッグもバッグの中身も、俺にはもう無用の物。


    　持てあましてる感情とかそういうのも全部、バッグの中に詰め込んだ。


    　捨てれば楽になる。


    　それなのに躊躇ためらうの、何度目だろうか。


    「ごめんな……ごめん、さよならだ！」


    　目を閉じてバッグを投げた。


    　自分で捨てたくせに、「やっぱりやだ」って悔くいる俺がいる。


    　欄干から飛び出して回収しようとする俺がいる。


    　真夜中の国道を疾しつ走そうする、誰かがいる！


    「ぇ……え？　やっ、危なくね？　危ない！」


    　ゴッ、って鈍い音がした。


    　俺の手元から描かれた放物線、その終着点は少女の顔面だった。


    「壮絶……ＫＯ……っておい！」


    　慌あわてて歩道橋から降りたものの、謝るべき相手の顔はバッグの下にある。


    　美少女だったら重罪、最悪、死刑かもしれない。


    　や、非美少女でも同罪か。


    　黄色のリボンに紺色のスカート、腰に巻いた白のカーディガン。確か楠くすのき女学院の制服だ。しかし、どういうわけか靴くつを履はいていない。アスファルトの上を激走していたにしては綺き麗れいな足の裏だ。けれど右の踵かかとで何か踏ふんだか、けっこうな出血が見られる。


    　真夜中の国道を制服姿で裸足はだしダッシュ？


    「ありえなくね？　つーか、誰も見てないし今なら逃げられるかもしれな……」


    　ぴくり、小さな親指が動いた。


    　顔面に乗っかったバッグを押しのけた少女に、俺は頭を抱えた。


    「ど、どうしよ、俺どうしよっ。おまえ、眉まゆが取れて鼻が潰つぶれちゃってんぞ！」


    　少女の意外と平気そうな「？」顔に俺も「？」だ。


    「や、もしかして元々そういう顔か……あ……助かった」


    　眉無し鼻ぺちゃ少女なら罪悪感なしセーフだ。


    「おまえなぁ、裸足はだしで国道激走とかありえーだろ、しかもこんな時間に……ん？」


    「む、むね……」


    「なんだ？　胸を打ったのか？」


    「無念ですが……しかしっ」


    　胸ぐらを摑つかまれる。


    「リストバンドの人、早くこの場を離れないと死んじゃいますよ！」


    　かなり打ち所が悪かったか。


    　とりあえず俺はリストバンドで冷や汗を拭ぬぐってみる。


    「よし、一回落ち着こうぜ。おまえ何から逃げてんの？　つーかおまえ震ふるえてね？」


    「わ、私をををを追って二に騎きののの騎馬兵ががが……」


    「震えすぎだろ、病院、や、救急車か？」


    　何だコイツ、かなりの窮状ピンチじゃね？


    　さらに事態は悪化の一いつ途とにあるのか、眉まゆ無なし女はその顔を手探りし始める。


    「仮面、仮面がないっ！」


    「仮面っておまえ何者……あ、仮面ってもしかして化粧メイクのことか？」


    　眉無し女の髪や服はびしょ濡ぬれだ。


    　黒髪は頰ほおに貼はり付いている。


    　水色。


    　意外と可愛らしいパステルカラーのブラジャーが透けて見える。


    　さっきまでの雨に降られ化粧も落ちてしまったというなら、ただのずぶ濡れ仲間だ。


    「お互い災難だったよな、さっきの通り雨……おい？」


    　少女は俺とバッグとを見比べている。


    　俺に向けられた視線、それは断定の眼光だった。


    「泥棒の方、仮面を返してください」


    「俺に仮面とか盗む動機なくね？　用途なくね？」


    　とりあえず、バッグを顔面にぶち当てたことは謝っておく。


    「悪かったな、それと、ばいばい」


    「待って、そのバッグには迂う闊かつに触れてはいけません」


    　少女は震える手で俺の手首を摑んだ。


    　バッグの側そばにしゃがみこみ、おもむろにファスナーに指をかける。


    「何で俺のバッグを断りもなしに開けようとする？」


    「危険な罠わなかもしれないじゃないですか。ここは、私に任せてください」


    　罠、って何スか？


    「ぶつけたことは謝ったんだからもう勘かん弁べんして……おい……手を離せ、離せってば！」


    　バッグはパンパンだった。


    　だからちょっと開くと溢あふれ出た、希望とか夢とかそういうの、そういうのの残ざん骸がいっていうか燃えカスっていうか、高校の部活ジャージ、それと履はき潰つぶしかけのバッシュ、あとそれから、子供の頃から使っているバスケットボール。


    　歩道の縁石に当たって止まる。


    　この子の「罠わなかも」っていう忠告を守ればよかった。


    　確かにそれはある意味で罠、触れると勝手に口が滑すべり出した。


    「小二でバスケの真ま似ね事ごとを始めた。けど俺ずっとチビでさ、小中とずっと補欠だった。高校に入ってもやっぱ補欠でさ。けど……けどこの夏、ようやくレギュラーが見えたんだ」


    　求められてもいない言い訳をする。


    　俺から俺へ。


    　もうバスケは諦あきらめなきゃ、だってもうできないじゃん。


    「このボールが俺にバスケを教えてくれた。おかげで初めて摑つかんだスタメンでの練習試合、上う手まく行けばレギュラー入りだったんだ。高校に入ってからは、すべて順調だったのに……」


    「すべて順調じゃなくないですか？」


    　少女は俺の頭の天てつ辺ぺんをじっと見つめていた。


    「一点、順調じゃなくないですか？　ちなみに私、百六十センチありますよ？」


    　一センチ負けてた。


    「せ、成長以外は順調だったんだ、高校に入ってからは。ようやく……ようやく努力が報むくわれた矢先にケガを……左の膝ひざを……って暗ぇな、暗ぇし最低だ。最低の何かだな、俺は」


    「顔を上げてくださいよ、ウツムくん」


    「変なあだ名つけようとするな、俺の名前は木き村むらカントだ！」


    　少女はまた一つぶるると震ふるえた。


    「木村くくくんは膝を、どうしちゃったんですか？」


    　俺の膝よりおまえの震えは大丈夫かよ。


    「や、その……試合の前から違和感はあった。膝が絡まるんだ、って伝わんないよな。プレー中に突然、膝がロックされたみたいに動かなくなる。無理やり動かすと超痛ぇし……」


    　不意に、唇くちびるに指が押し当てられた。


    「私の名前は曲まがり矢やサンノ、今はあまり時間がありません」


    「おまえ俺の膝について質問したよな？　おい、こっち向けよ。会話しようぜ、会話！」


    　曲矢は静まり返った大通りに視線を配る。


    「木村くん、聞こえませんか？」


    　去り行く季節を惜しむように吹く風が、歩道の空き缶を玩もてあそんでいた。


    「何が聞こえるんだ？　むしろ風流じゃねーか。車もぜんぜん走ってないし……」


    「南、南から来ますね」


    「は？　おまえ耳いいんだな、車が来るのか？」


    　曲まがり矢やはしゃがみこみ、アスファルトに耳を寄せた。


    　や、パンツ見えちゃうよ？


    「蹄てい鉄てつの音が近づいています」


    「蹄鉄……えっ、馬なの？　馬が来んの？　ここ国道っ、何その豊かな想像力！」


    「さっきの二に騎きでしょうか？　応援を呼ばれたんですかね？」


    「俺はさっきの二騎とやらを見てねーけど？　おい？」


    　曲矢は頰ほおを伝う雫しずくもそのままに、目を伏せ数をそらんじた。


    「数は七、八騎……いいえ、十五騎！」


    「倍近い誤差あったな、おい」


    　曲矢は北、新にい見み駅ビルの方向を見つめる。


    「今度は何を言い出すつもりだ。グランドニューホテルは城か？　落城の危機か？」


    「え？　ホテルがどうかしましたか？」


    　こいつむかつく。


    「よし、曲矢。おまえは、真夜中に、裸足はだしで、騎馬兵から逃げてた、って言うんだな？」


    「街は数千の騎馬兵に包囲されています。誰に頼たのまれたわけではないですが、見過ごすことはできません。心配しなくても木き村むらくんを巻き込みませんよ、個人的な戦いですから」


    「個人的？　数千の騎馬兵はもう事件だ、や、そりゃもう戦争……」


    　ばかばかしい。


    　空想少女に付き合う気はなかった、なかったけれどもその時、俺の袖そでを引く曲矢の手はひどく震ふるえていた。震える手で必死に、腰の辺りを手探りする。


    　そして俺に何か手渡すんだ。


    「木村くん、これを使ってください」


    　おままごとでよくやった「雰ふん囲い気き」の授受である。


    「何？　これ何ごっこ？」


    「自分の身は自分で守ってください、その短剣で」


    「どの短剣？　や、もしかして俺……おまえに誘さそわれてんの？」


    　曲矢はマンホールの上で身を屈かがめると、別の「雰囲気」を持ち上げる。


    「もう一本の短剣はご覧の通りですから……えへへ」


    　俺は曲矢から目を逸そらした。


    　小さい頃、母親に「見ちゃいけません」って教えられた種類の方で間違いない。


    「俺そろそろ行くよ。もう終電ないから歩かなきゃだし……」


    「はい、私も一時的に戦いを中断しますね」


    「や、俺に構わず、どうぞ。どうぞ、おまえはおまえで続けてくれ」


    「鍛たん錬れんも一時的に中止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止……」


    　この震ふるえ尋常じゃない。


    　曲まがり矢やには見えてはいけないものが見えている。


    　そして言動が謎なぞで唐突、おもむろに制服の裾すそをめくった。予想したのはいかにも少女らしい若じやつ干かんの幼児体型だったが、夜の闇やみに際きわだつ白い肌、引き締しまった腰はくびれている。


    　だが何よりもその──。


    　テレビ通販でお馴な染じみの腹筋強化器具（アブトロ○ック）に「えぇっ？」だ。


    「これ、オフのスイッチ壊こわれてるんですよー」


    「知らねーし、つーかさっきから震えてた原因はそれか！」


    　曲矢は「しっ」と薄うすい唇くちびるに指をあてた。


    　曲矢は、街を取り囲む数千の（エア）騎き馬ば兵へいと戦う少女だった。（エア）仮面で素顔を隠し（エア）短剣を携たずさえ、なぜか腹筋強化器具を装備し、そしていつの間にか。


    　本当にいつの間にか、俺のバッシュを履はいていた。


    「さ、こっちへ木き村むらくん。安全な場所へ案内しますから」


    「ちょっ、待てコラァ！」


    　俺は、曲矢サンノと出会ってしまった。


    



    　　　　　　　◇


    



    　新にい見み駅北、旧市街──。


    　再開発をひっそりと待つひなびた地域だ。


    　あまりいい噂うわさは聞かない。


    　駅の北口は大手予備校やシティホテルの看板で明るいが、ひとつ路地を入ると雰ふん囲い気きが変わる。車一台通るのがやっとの細い路地だ。昔ながらの商店が軒と軒を突き合わせているものの、そのほとんどが何年も開けられていないシャッター街である。


    　埃ほこりっぽい路地を右に左に連れ回された。


    　前触れもなく視界が開ける。


    　眩まばゆい光を背に曲矢が、「ようこそ、ピサへ」とふり返る。


    　ドキリとした。


    　逆光を前にしても俺の身体からだは反応し、右手が馴染み深い革の感触を捕まえる。


    「わーっ、ナイスキャッチ」


    「曲矢、そいつ誰？」


    　廃ビルの谷底に、小さなバスケットコートがあった。


    　曲まがり矢やと同じ楠くすのき女学院の少女もいれば新にい見み東高、新見中央高の制服のやつもいる。


    　バスケットコートの隣となりではフットサルの試合中だ。


    　それらを見物しながら駄だ弁べってる連中も多い。


    「皆さん紹介しますね、彼はウツムくんと言いま……」


    「木き村むらカントだ」


    　投光器の光が眩まぶしい。


    　付近に街灯がない分、でたらめな明るさを感じる。


    「曲矢、ここはいったい……」


    「傾いた様子がピサの斜塔を連想させるからピサ、って皆は呼んでいますね」


    　広場を見おろす八階建てのビルは確かに、十度ばかり傾いていた。


    「元は予備校だったと聞いています」


    　予備校跡地に夜な夜な集まる近きん隣りんの高校生、ね。


    「高校生って以外に共通点のない連中がただ何となく集まってる……的な？」


    「何だか、意地悪な含みを感じるの気のせいですか？」


    　馴なれ合あいも時にはいいけど、挫ざ折せつしたての俺にはお似合い過ぎだ。


    「木村くん、皆と一いつ緒しよにバスケしたらどうですか？」


    「絶対に嫌いやだ。もうバスケは……お遊びのバスケなんて一生やらねーよ」
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    「だったら何しに来たんですか？」


    「おまえに無理やり連れて来られたんだよっ。いいからバッシュ返せ！」


    「あ、そうでした」


    　曲まがり矢やは腰巻きの白カーデを解ほどいて羽は織おる。


    「しかし私が助けなければ、木き村むらくんは騎き馬ば兵へいに踏ふみ潰つぶされて圧死でしたよ、圧死」


    「あ、そ、バッシュ」


    「偶たま々たま、私が居合わせてよかったですね」


    　靴くつ紐ひもを結び直して微笑ほほえむ。


    　返す気ないのはともかく同じ靴のサイズとは、俺の劣等感を刺激してくれる。


    「ちょっときついですね。よければもうワンサイズ上の……」


    「もういい、リーダーに会わせろ」


    　おまえじゃ話にならないから上のヤツ呼んで来い、って流れである。


    「いるんだろ、ピサのリーダー的なヤツ」


    「交換条件ですね？」


    「ぇ……え？　何と何の交換？」


    「会わせてもいいですけど、靴のことはもう言いっこなしでお願いできますか？」


    　もはや返す言葉もなく、俺は手元のバスケットボールを返却した。


    　曲矢の頰ほおを掠かすめたチェストパスが、バスケ少年の手元に渡る。


    　びびった曲矢は素早くバッシュを脱いだ。


    「木村くん、エレベーターは壊こわれているのでこちらへ」


    「片方だけ渡されても……おい、曲矢、待てよ」


    　ピサの内部は幾いくつもの裸電球で照らされていた。


    　ある者たちは暗がりで談笑し、ある者たちは何をするでもなくぼーっとしている。


    　六階、六○一教室に扉はない。


    　曲矢は廊下から「正マサ義ヨシ」と声をかける。


    「正義、お客さんですよ」


    　六○一教室は堆うずたかく積まれた本に占領されていた。


    　本の塔に見え隠れして、安あん楽らく椅い子すが揺れている。控えめなイエローのカラーシャツ、大だい算さん大付属の制服だ。少し冷たい感じがする。


    　いかにも知的っぽいメガネに、肘ひじ掛かけにもたれて頁ページをめくる態度。


    　すかした野郎だ。


    「おい、聞こえないのかよ」


    「あと十秒、待ってくれないか」


    　十秒だ？


    「木き村むらくん、私は自分の部屋へ戻りますね」


    「自分の部屋……っておまえ、ここに住んでるのか？」


    　曲まがり矢やは「はい」と答えた。


    「私、部屋で着替えてまた戦いへ赴おもむきますけど……けどぉ？」


    「何その期待に満ちた目。俺、行かないよ？　俺はエア騎き兵へいと戦ったりしないけど？」


    「ならせめて靴くつくらい貸してくださいよ」


    　言われるままにバッシュを渡してから思った。


    　また盗とられたっ。


    「おいおい……おい、軽く一分は経たっただろっ」


    　彼は、新しい本を読み始めていた。


    「正まさ義よしとか言ったか。俺のことを背丈で判断した上での狼ろう藉ぜきだ、そーだろ、表へ出……」


    「曲矢の方が僕よりピサに長くいる」


    「何……何が長いの？」


    「本来、僕はサブリーダーというか……ま、それはいいね。初めまして、三み田た村むら正義だ」


    　本を閉じ、大だい算さん大付属の三年生だと付け加える。


    　髪の毛がさらさらでいかにも好青年っぽいが、この爽さわやかさは逆に怖い。


    　薄うす暗ぐらく埃ほこりっぽい空間にはそぐわない。


    「きみのその制服、上じよう下げ坂ざか高校だよね？」


    「うん、上下坂高校一年Ｄ組の木村カントだ」


    「それはいいね、大歓迎だ。市外からのお客様は初めてだ」


    「あ、そ……で、ここ何なの？」


    　階下からはしゃぐ声が聞こえている。


    　時刻は深夜零時を回っているというのに、即席コートのバスケットではしゃいでいた。


    　廊下の奥では参考書を開いている少女がいる。


    「何なの？　居場所のない連中が寄り添って傷舐なめ合うとか、笑えなくない？」


    「まぁまぁ、こんな時間に出会ったのも何かの縁じゃないか」


    「俺は曲矢に無理やり連れてこられただけだっ」


    「夜の街で出会った者なら、誰でも連れて来ていい決まりなんだ。夜の街を彷徨うろつく者っていうのは、バランスを崩して傾いている人間の証拠。寄りかかり合って何が悪い？」


    　正義はメガネを外した。


    「傾いた人間は、同じ角度の傾きを知る人間にしか受け入れられない」


    　メガネをしていた方がマシだった。


    　切れ長の眼で見つめられると見み透すかされる気がして、丁てい寧ねいな調子も乱暴に聞こえる。


    「違う傾きの人間と居たってさ、木村くん。木村くんの傾きは永遠に直らないよ」


    「なんだよ、それ……」


    　同類みたいに扱われるほど墜おちてない。


    「俺は帰……っ」


    　そう思った瞬しゆん間かん、心臓の小部屋のどれかに鍵かぎがかけられた。


    　もちろん俺の心臓は教科書に載ってる通りの心臓なんだろうけど、本当は他にも秘密の小部屋があって、そして妖よう精せいだか悪あく魔まだかが勝手に住み着いていて、機会があるごとに俺の感情を操作する、そんな気がしてる。ケガで部活を辞めたせいか俺、不安定だ。


    　不安定？


    　正まさ義よしの言葉を借りれば「傾いてる」ってことか？


    　妖精が「そうだ」と叫ぶように心臓の小部屋をノックする？


    　違う、妖精なんていない、俺は傾いてない。


    「お茶でもいかが？」


    　窓の側そばにいた人物に、俺はハッと息を呑のむ。


    　窓から入る冷たい風が、大だい算さん大付属のチェック柄のスカートを揺らしていた。


    　正義は少女を「愛あい」と呼ぶ。


    「愛、お客さんがいらしているのにさっきから何をぼんやりしている？」


    「お兄ちゃん、【×××】。お願い許してよぉ」


    　耳鳴り？　いま、聞きとれないコトバがあった。


    「木き村むらくん、妹の愛だ」


    　正義の妹の愛ちゃんはほとんど正義のコピー。


    　長身の正義とサイズこそ違うけど、髪型を除けば仕草も雰ふん囲い気きも瓜うり二ふたつと言える。


    「初めまして……て、あれ？　木村くん？　どうしちゃったの？　どこか痛い痛い？」


    「や……ちょっと耳が……」


    　耳鳴りじゃない。


    「ここ何年か調子よかったのに……今度は何だろうな……」


    　俺には聞こえない音がある。


    　しかもそれは一定ではなくて、何年かに一度変わる。ときどきかかる病気みたいなものだ。


    「耳鳴りじゃないけど、ま、耳鳴りみたいなもんだよ。平気だ、平気……」


    　バスケをしていた頃の×××聞こえない音はどういうわけか【カント】だった。


    　自分の名前、それとドイツの哲学者の名前だったか。


    　両親は俺を「カン」と省略するし、親しい友達は「木村」と呼ぶ。だから、ほとんど苦労はなかった。ただ「カント」が聞こえなくなっただけでぜんぜん困らなかった。


    　今度の音は、さっきの三み田た村むら妹の表情や前後の文脈から察するに「ごめん」とか「許して」の類たぐいだろうか。だとしたら今度は頻ひん繁ぱんに耳にしそうだ。


    　自分が口にする「×××」では判断が難しいし、放っておくに限る。


    「木き村むらくん、顔色悪いよ？　本当に大丈夫？」


    　原因不明、前触れもなく、痛みもなく、痒かゆみもなく。


    　実際、耳鳴りより影えい響きようは少ない。


    「大したことじゃない。前のシーズンは小学六年の時でさ。その時で慣れてる」


    「それは怖い怖いでしょう？」


    「怖い怖い……？」


    「なんだか苦しそうな表情で、耳を押さえてた。怖い怖い、みたいに……」


    　愛あいちゃんは正まさ義よしとお揃そろいのメガネをかけている。


    　けれど正義のような不気味さはなく、笑うと目め尻じりは下がって、エクボがとても愛らしい。


    「愛、木村くんを驚おどろかせてはいけないじゃないか」


    「お兄ちゃんが部屋を片付けないから木村くん、わたしと怖い怖いを見間違えたんだよ」


    　愛ちゃんはハーブティの入ったカップをくれた。


    　カップを抱くように包むその薄うすい胸が印象に残る。ハーブティの味も香りも、まったくしなかった。むしろ逆に喉のどが渇かわいたような気がして、調子が優すぐれない。


    　部屋の片付けを巡って小こ競ぜり合いする兄妹に言った。


    「俺、帰るよ」


    「またいつでも気軽に来るといい。愛、木村くんを駅まで送ってあげなさい」


    「や、俺は……」


    　正義は安あん楽らく椅い子すに肘ひじをついて微笑ほほえむ。


    「ピサには僕みたいな傾いた者が集まっているが、悪い者はいないよ」


    　その横顔はやっぱり何となく「悪者」的に見えた。


    



    



    　　　　　　　◇


    



    　五百ミリのペットボトルの烏龍ウーロン茶ちやを一気に飲み干した。


    「あー、なんか疲れた」


    　考えてみたらバッグの捨て場所を捜して、三時間以上も街をうろついていた。


    「あんな貴族っぽい飲み物、逆に喉渇くっての……」


    「ハーブティは庶民の宝だよぉ」


    「そうなの？」


    「噓うそ、知らなーい」


    　愛ちゃんは小さく欠伸あくびして、照れくさそうに小走りになった。


    　ケータイの時計を見ると、深夜一時を回っている。こんな時間なのに、ふり返ればピサの方角だけ煌こう々こうと光に溢あふれていた。傾いた建物、無目的な少年少女に、どこからか持ち込まれた投光器、無数の裸電球──絵本みたいというか、童謡を思い出した。


    　真夜中、「玩具おもちやの箱から飛び出して……」ってやつ。


    「ちゃちゃちゃ、って補導されたりしないの？」


    「補導が怖い怖いで、不良部はできなくない？」


    　後ろ手にピース、愛あいちゃんは駅ビルへ続く階段を数えながら上る。


    「木き村むらくん、出さない方が負けだかんね」


    「はい？　何のこと？」


    「チ、ョ、コ、レ、ー、ト。はい、じゃんけんっ」


    　俺は思わずグー、愛ちゃんはまたチョキを出した。


    「あーん、負けたぁ」


    　重いはずのバッグが、何だか軽く感じられる。


    「や、バッシュ盗とられたからか……」


    「木村くん、早く早く」


    「必ず取り返すからな……行くぞっ。グ、リ、コ、ー、ゲ、ン」


    「普通グーはグリコだよぉ」
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    　俺はさらに「パイナップル風味のプロテイン」で愛あいちゃんを引き離しにかかる。


    　しかし愛ちゃんの逆ぎやく襲しゆうに遭あった。


    「チョ、っぴり甘あま酸ずっぱい気分の時に食べるチョコレートはどうして苦いの？」


    「愛ちゃん、文章になってる」


    　愛ちゃんは照れ笑いを浮かべ、跳ねるように階段を駆け上がる。


    　それにしても短いスカートだ。


    「あっ、見てた」


    「見てないっ、見てない見てない、絶対に見てない！」


    「必死さが逆に怪しい……あ……そうだ、ひとつ質問いい？」


    　終電のとっくに終わっている駅で、愛ちゃんは何だか恥じらい始める。


    「木き村むらくんの上じよう下げ坂ざか高校でも、制服スカートの理想ってやっぱ七センチ？」


    「制服スカートの理想？　膝ひざ上うえ何センチとかってこと？」


    　愛ちゃんはゆったりめの紺こんニットの裾すそを摘つまむ。


    　ニットの下から出ているスカートの幅を指で測って見せた。


    「この長さの理想は七センチなんだってさ、クラスの子が話してた」


    「それでスカートそんなに短くしてるのか？」


    「なっちゃうんだよ、あっ、また覗のぞいた」


    「や、今のは愛ちゃんが……」


    　ひょっとするとこのドキドキは恋だろうか。


    　跳ねるように階段を上がる愛ちゃん、首の横で一つにまとめた髪が揺れる。「上品ワンサイド」と少しこだわりがあるらしく、結び目に別の毛束を巻きつけて隠してあるらしい。


    　愛らしいエクボを出し惜しみしない一方で、肝かん心じんの本音は隠されている気がした。


    　もっと愛ちゃんのことを知りたいと思った。


    　ケガしたり部活を辞めたりで超オチてた俺には、とてもいい夜だった。


    「ダメっ、来てはいけません！」


    　広場から迫真の声が聞こえて来るまでは、いい夜だった。


    「巽たつみ、来ちゃダメですってば！」


    　曲まがり矢やオンステージ。


    　俺はずっとバスケ部だったのであーいう「一人舞台」は見慣れている。


    「宣言通りに見えない敵との戦せん闘とう再開か……愛ちゃん、曲矢は演劇部なんだろ？」


    「ううん、帰宅部だよ」


    「そうか、それはもったいない」


    　俺はシャドーとエアの違いについて考察する。


    　シャドーボクシング、シャドーピッチング、いずれもイメージトレーニングである。シャドーはあくまでも反はん撃げきして来ない。ボクサーも投手も、シャドー相手にＫＯされることは絶対にないのだ。鏡の前で黙もく々もくと、そして淡々とやるものである。


    　しかし、エアはシャドーと違って反撃した。


    「く、囲まれてしまいましたか……」


    「お、曲まがり矢やのやつ何かに囲まれておろおろし始めたぞ？」


    　曲矢は見えないエア騎き兵へいにいたぶられ、それでも倒れまいと重心を低くして耐える。


    　だが、背後から肩を切られ蹲うずくまる。


    「切られたっ、切られました……うぅ……」


    　親切な解説付きだ。


    「わー、サンノちゃん今日も動きキレキレだぁ」


    「あれ毎日やってんだ、へー」


    　何か目がかすむ、っていうか目が変だ。


    「木き村むらくん？　どうかした？」


    「や、ちょっと目が……ゴミが入ったかもしれない」


    　擦こすっても擦っても、何かおかしい。


    　突然、曲矢がバランスを崩すが、それはたぶんエア騎兵に右の太ふと股ももでも串くし刺ざしにされたんだろう。派手によろける。曲矢は踏ふん張ろうとするが、バランスを保てない。


    　何とか体勢を立て直した、その瞬しゆん間かん、曲矢は謎なぞの美少年に抱き止められた。


    　彼のブーツを履はいた脚は長く、九頭身近いモデル体型である。


    「愛あいちゃん……愛ちゃん、愛ちゃん？」


    　愛ちゃんはしゃがみこんで靴くつ紐ひもを結んでいた。


    「木村くん、十秒だけ待って、靴紐が……」


    「や、何か……ものすごいイケメンがどこからともなく現れたよ？」


    　曲矢と美少年、北口広場は二人の舞台となる。


    　美少年の銀色の長髪が風になびいた。


    「腰まである銀髪男子……ありえなくね？」


    　そしてその敵（エア）を睨にらむ横顔はニヒル過ぎだ。


    　驚きよう愕がくここに極まる。


    　美少年は曲矢を抱いた上で優雅な剣さばき（エア）を披ひ露ろうした。


    「い、イケメンがエアと戦ってる！」


    　曲矢のエア戦せん闘とうは滑こつ稽けいだったが、彼のはなんだか絵になっていた。


    「愛ちゃん、曲矢の世界に付き合ってるあの奇特なイケメンは誰？　何者？」


    　愛ちゃんはまだ「んー？」と靴紐を結べずにいる。


    　むしろこんがらがっている。意外と不器用だ。そういえばあまり覚えてないが、あのハーブティはちょっと苦かったような気がする。愛あいちゃんは靴くつ紐ひもを固結びしていた。


    「む、難しいよ靴紐……木き村むらくん、イケメンがどうかした？」


    「うん、超イケメン。年は俺たちと同じくらいだと思うけど……」


    「あぁ、巽たつみだよそれ、巽幸ゆき雄お」


    　巽はともかく幸雄とは意外と普通の名前だ。


    「サンノちゃんの【エア彼氏】だよ」


    「なーんだ、エア騎き兵へいとエア武器で戦うエア仮面少女の、エア彼氏か……エア彼氏ね」


    　納得、けど曲まがり矢やがあれで超のつく面食いとは片腹痛い。


    　さすがイケメン、なかなかの動きだ。


    　強豪校のセンターで通用する長身だが、まるで踊るように優雅なフットワークである。


    「ないないない、代表クラスの身体能力じゃん、エア彼氏とはいえ……エア彼氏？」


    　俺は目を擦こすりまくった。


    　エア騎兵はすべて撃げき退たいしたのか、曲矢は安あん堵どの表情を浮かべ巽の腕から抜け出る。


    「巽……来ちゃダメ、って言ったじゃないですか」


    「ごめん曲矢、だけど覚えてないかい？　幼い頃、おれたちは約束した」


    「約束……ですか？」


    「きみの近くできみを思い続ける……あの約束が、優先だ」


    　この際、自らの妄もう想そうに赤面する曲矢はさておく。


    　曲矢なんだからエア彼氏と交際しててもいーや、興味ない、それはいい。


    「木村くん、どうしたの？」


    「や、その……あれ……変だな……えっと……愛ちゃん、どうしてかな？」


    「木村くん、また怖い怖い？　大丈夫？」


    　大丈夫なもんか。


    「俺やばいっ、はっきりくっきり見えてる！」


    　曲矢のエア彼氏がこの目にしっかりと見えている。


    「曲矢、傷は平気か？」


    「巽、心配しないでください。こんな傷、何てことないですよ」


    　そりゃエア傷だから痛くも痒かゆくもねーのは当然だろ？


    「こんな傷……うっ」


    　えぇぇぇっ、倒れた！


    　や、エア傷で倒れる曲矢よりも、問題はそれを介抱しようとするエア彼氏だ。


    「いやいやいや、そもそもそものお話だ！」


    「そも、一つ多くないですか？」


    　エアって何？


    　エア彼氏と交際ってどういうこと？


    「愛あいちゃん、愛ちゃん……愛ちゃん？」


    「むー？」


    「靴くつ紐ひも、まだ結べないの？」


    　それと愛ちゃん。


    　エアって見えちゃってもいいモノなの？
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    　エアが見えちゃってもいいのか？


    　放課後、ざわつく教室で俺はケータイの開閉を繰くり返していた。


    　こんな時に相談できる相手は多くない。もし俺がまだバスケ部を辞めていなかったら速攻でチームメイトに相談するが、今は部室にも体育館にも近づきたくない。


    　昔のチームメイトはどうだ？


    　や、ケガのことで変に気き遣づかわれても虚むなしいだけだ。


    「やっぱアイツしかいないか……」


    　何も「エアが見えた」ことに関する医学的アドバイスを求めてはいない。


    　話を聞いてくれるだけでいい。


    『や……きもち悪いんだけど。あたしこれから部活だから電話切っていい？』


    　即答、強烈に突き放された。


    　関せき杏あん子こと俺は、かつて糸電話で繫つながっていた仲である。


    「杏子、ガキの頃、お互いの家の窓と窓とで糸電話したこと忘れたか？」


    『今度は昔話？　何、カント死ぬの？』


    「死ぬかっ。いいか、杏子。俺たちみたいな関係を、世間ではお幼なじみって言うんだ」


    『何におって付けて大切にしようとしてんの？　ホントにきもち悪いんだけどっ』


    　もう少し優しくしてください。


    　何て言うのはかっこ悪いから遠回しに文句を言いつつ、廊下をぶらつく。


    　保健室前で肩を叩たたかれた。


    「木き村むら、部活辞めたってホントか？」


    「斉さい藤とうさん……」


    　斉藤キャプテン、いや夏に引退したから元キャプテンか。


    　何だか保健室前が似合う人だ。故障がちながら「ゴール下の大仏」の異名で呼ばれた斉藤キャプテン、この人をドリブルで抜くことはやり残したことの一つだ。


    「木村、自じ慢まんじゃないけどケガのことなら相談に乗れるぞ？」


    「や、俺の膝ひざはもう……」


    　最近はよく、可お笑かしくないのに笑う。


    　元キャプテンは仏顔のまま「そうか」と肩をすくめた。


    「しかし最後の試合は惜しかったよな。木村の膝がまともならレギュラーとは言わないまでもベンチには間に合っていた。いや何よりもあの、【灰鷹スパルビエロ】さえ入部していれば……」


    「また灰鷹スパルビエロッスか。入部どころか入学すらしてないじゃないッスか」


    　灰鷹スパルビエロは四年前に県内のバスケ界を騒さわがせた謎なぞの賭かけバスケットマンだ。


    　彗すい星せいのように現れ、彗星のように去って行った灰鷹スパルビエロ。その被害にあった者の内の、多くないが少なくもない数の人間が、上じよう下げ坂ざか高バスケ部には揃そろっていた。


    　俺は二万八千円も巻き上げられている。


    　灰鷹スパルビエロ事件被害者の会的なノリが、我が部のモチベーションの一つだったことは事実だ。


    「灰鷹スパルビエロなんかいなくても斉さい藤とうさんは、県ベスト８じゃないッスか」


    「それより……その……木き村むら、余計なお世話だろうが次の目標を探さなきゃダメだぞ」


    　余計なお世話を通り越してうざい。


    　こっちで了解してること改めて言われると、何でこんなにいらつくんだろうか。


    「電話、邪じや魔ましたな」


    「や、別に……」


    　ところで俺はまだ、杏あん子こにバスケ部を辞めたことを言っていない。


    　六月に傷いためた膝ひざのことも話してない。


    「斉藤さん、こういう時って昔からのツレにどう伝えればいいんスかね？」


    　元キャプテンは逡しゆん巡じゆんし、俺の手からケータイを奪った。


    「オレから話してやるよ」


    「あ、ちょっ……」


    　まずい。


    　今年のチームは上じよう下げ坂ざか高バスケ部史上最強の呼び声が高かった。


    　大仏様を中心に、二年生の「上下坂三羽がらす」が揃そろっていた。揃ってはいたが三羽がらすはまーそこそこの選手たちで、エースが凄すごかった。俺の上下坂高校進学の理由でもある二年生エース、長は谷せ部べさん。長谷部さんは中学時代から全国的な選手だった。長谷部さんの地元公立高校進学はちょっとした事件で、名もない公立高校のバスケ部は変身した。俺の膝など半年でぶっ壊こわれるほどの練習量、そしてチームはベスト８進出の大だい躍やく進しんである。


    　一方、その躍進は残念な代だい償しように支えられていた。


    　バスケ部史上初のレギュラー全員彼女ナシ。


    　そういった事情が過か酷こくな練習量に拍車をかける負の連れん鎖さにより、二十人いた同期は入部後三日で二人になった。大仏様はマネージャー相手に緊きん張ちようして喋しやべれないほど、女子に弱い。


    「あー、もしもし？」


    　案の定、元キャプテンは硬直フリーズし「木村……」って俺に助けを求める。


    　部活辞めて女と電話かよ、的な流れは辛つらい。


    　妹ってことにでもするか。


    「木村……電話、切れてるぞ」


    「え？　あ、ホントだ。俺ぜんぜん心配されてねーな……」


    　杏子、結果オーライだ。


    　だけど俺はもう、おまえが遅刻しかけてても駅まで自転車に乗っけてやらない。


    「木村……その……膝のことは残念だったが、あんな風にちゃらちゃらするなよ」


    「あんな風……ぬぁ！」


    　俺は思わず廊下の手すりに身を隠した。


    　校門といえば「待ち伏せ」の代名詞、他校の女子生徒が踵かかとを鳴らせば無関係の男子だってドキドキするもの。しかし曲まがり矢やサンノは例外中の例外だ。


    　一人だけど独りぼっちじゃない。


    　傍かたわらに寄り添うエア彼氏を見上げては、微笑ほほえんでいる。


    「ちゅ、注目の的になっているっ」


    　他校の眉まゆ無なし少女が、エアと談笑しながら待ち伏せしているのだ。


    「イタすぎる……っていうか俺にはやっぱ見える、見えちゃってるよ、エア彼氏！」


    　巽たつみは黒のコートを着て、ジーンズの裾すそはブーツインだ。


    　これでもかとばかりのイケメン巽だが、下校する生徒たちにその姿は見えていない。


    「木村、あの女の子の持ってるバッグ……あれおまえのバッグに似てないか？」


    　昨夜、俺は駅前にバッグを放置して帰った。


    　愛あいちゃんとの別れ際ぎわ、ついにバッグを捨て、帰ったのである。


    「曲矢のやつ、何で拾ってくれちゃってんの？」


    　バッグはもういらなかったけど、曲矢の足下のバッシュは俺を走らせる。


    　走ってる？


    　膝ひざをケガする前と比べれば徒歩並みの速度だ。


    　ちょっと力を入れただけで疼うずく。


    　どうせ走れないならいっそ、歩けないくらいぶっ壊こわれれば──。


    「木き村むら、走るな！」


    　ドキリとした。


    　元キャプテンの仏顔が、ビハインドで迎えた第四クォーターみたいに強こわ張ばっている。


    「木村、神様は残してくれたんじゃないか？」


    「は？　何をッスか？」


    「何って……おまえの膝……次の目標ができた時、どこへも行けなくなるぞ？」


    　引退後も保健室通いする斉さい藤とうさんの金言だ。


    　何となく理解はできる。


    「ありがたいッス、けど……うぜーよ」


    　言っちゃって、走って逃げたいのに、歩いて逃げる。


    　情けなくて泣けた。


    



    　　　　　　　◇


    



    　巽たつみは脚が長いので歩幅がでかい。


    　曲まがり矢やは自分の鞄かばんを右手に持ち、俺のバッグを左肩にかけている。


    「巽、コートの袖そでのとこ何かついてますよ？」


    　遠えん慮りよがちながら巽の袖を引くことに成功。


    　曲矢は二度、巽の袖を引こうとして躊躇ためらっている。直前、わざわざ自分の鞄まで肩に担かつぎ直し、両手をフリーにした。左手をポケットに入れたのはさりげなさのアピールか。


    「あ、ごめん曲矢。おれ、歩くの早かった？」


    「いえ、巽のコートに糸くずがついてただけですよ」


    　ちょっとだけ曲矢がいじらしく思えた。


    　しかしそれはまったくの不覚だと、すれ違った学童に教えられる。


    「お姉ちゃん、何してるの？　横断歩道はすばやく渡らないとダメなんだよ？」


    「彼のコートに糸くずがついてたんですよ」


    「お兄ちゃんの……コート？」


    　実際、巽なんて居ないのだ。


    　だからって学童、きょとんとした顔で俺のカーディガンを見るんじゃありません。


    「お兄ちゃんたち何ごっこしてるの？」


    「たちで一ひと括くくりにすんな。いいから家帰ってドリルやれ。あーなっちまうぞ」


    　ちょっとチャレンジ。


    　一般的な目線というか、本来見えないはずである巽の存在を無視してみる。


    「巽、早く早く、信号が赤になっちゃいますよ？」


    　曲矢は横断歩道の真ん中で何だか赤面し、空気に向かって何やら謝罪している。


    「あっ、すみません……私、思わず巽の手を……でもこういうの、幼稚園以来ですね」


    　クラクション鳴らされてるのにおかまいなしだ。


    「ちょっと、木き村むらくん何するんですか」


    「学童に変なトラウマつけちゃまずい、恥じらってないで早く渡れ」


    　俺（と巽）は赤面する曲矢を引っ張って横断歩道を渡る。


    　ようやく上じよう下げ坂ざか高校近くのファミレスに到着だ。


    「曲矢、バッグを届けてもらった礼に何か奢おごる、ってわけじゃないからな」


    「なら、どうしてファミレスに入るんですか？」


    　バッシュ返せ、空想少女め。


    　それと、どうして俺におまえのエア彼氏が見えるのか教えてください。


    「知って得はしなさそうだけどな……」


    　扉を開けると女性店員に「何名ですか？」と訊たずねられた。


    「三人ですね」


    　きょとんとする店員、俺は「後で一人」的に指を立てておく。


    　四人掛けのテーブルに案内される。


    「部活辞めたのに俺はいったい、何で疲れてんだか……」


    　窓の向こうに上じよう下げ坂ざか高校が見える。


    　上下坂町は郊外のベッドタウンだ。現代的なニュータウン開発を先取りしてしまったというか、古くからの街なので、狭い土地に乱らん杭ぐい歯ばのごとく建物がひしめいている。


    　窮きゆう屈くつな街並みは、日が傾くと影ばかり目立った。


    「それにしても名前通りに坂の多い町ですね。歩き疲れましたよ」


    　椅い子す、って俺は思った。


    　おそらくエア彼氏は椅子を引くこともできない、どうするだろうか。


    「木き村むらくんは地元ですか？」


    「あぁ……曲まがり矢やはピサ住まいか。電車で三十分くらいかかっただろう？」


    　エア彼氏は無言のまま迷いなく奥の固定式ソファに腰かけた。


    　なかなかボロを出さない。


    　曲矢は巽たつみの隣となりにバッグと鞄かばんを置くと、俺と並んで可動式の椅子に座った。


    「電車賃、二人で千円近くもかかりました」


    「確か一人四百三十円……え？」
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    　エア彼氏の切符まで買っちゃったの？


    「徹てつ底ていしてんだな……ある意味すげーよ」


    「何がですか？」


    　曲まがり矢やはメニューをぱらぱらめくると、呼び鈴のボタンを押した。


    「私は季節限定のパフェを、巽たつみは？」


    　曲矢による正面の空席への言葉のパスに、店員はもちろんついてけない。


    　あれ？


    　ちょっとタイム、ターイム！


    「もしかして今の俺と曲矢の並びってさ……ひょっとして、ひょっとしない？」


    　四人掛けの座席に肩を並べてる。


    　正面は空席（とエア彼氏）これはいわゆる、


    「カップル並びだ！」


    「木き村むらくんは何にしますか？　私と同じでいいですか？」


    「や、やだよ一いつ緒しよとか絶対……てか……曲矢、向こうに座れば？」


    「私ここがいいんですっ」


    　どうしよう何かこだわってる。


    「曲矢、おまえもしかして巽の隣となりに座るの照れくさい……のか？」


    「べ、別にそういうわけじゃないですよっ」


    　図星らしく、曲矢は店員を追い払おうと三本指を立てる。


    「あと、ドリンクバーを三つお願いしますね」


    　どうしよぉ。


    　カップル並びで赤面している風の曲矢に、店員と俺の混乱はピークだ。


    「曲矢、よし、いっそ四つ頼たのんじゃおうぜ？」


    「木村くんって頭、よくない人なんですか？　三つでちょうどいいじゃないですか？」


    　ちょうどよくねーんだなぁ、算数だと。


    「あのな、曲矢。この場合、人数分だと……そうだ、人数分でお願いします！」


    　俺、賢い人かもしれない。


    　それにしても曲矢サンノは、疲れる。


    　嬉き々きとして飲み物を取りに向かう華きや奢しやな背を、俺（と巽）は無言で見つめた。


    「…………」


    「……」


    「……木村くんは、おれのこと見えてるんだよね？」


    　エアに話しかけられたっ。


    　俺には巽が見えるし、その声は聞こえもするけれど、シカトする。


    　これが正しい反応のはずだ。


    「私、オレンジジュースを取ってきましたよ」


    「お、曲まがり矢や悪い……な？　あれ、俺のは？」


    　曲矢とエア彼氏の分だった。


    　当然と言えば当然だが、巽たつみは飲もうとしない。


    「曲矢……おれが甘いの苦手なの、知ってるだろ？　っていうか俺の話聞いてる？」


    「巽は野菜ぎらいですから、こういう時にビタミンとか取らないとダメですよ？」


    　店内には上じよう下げ坂ざかの生徒たちが十人前後、クラスメイトの顔もある。


    　この人（たち）と一いつ緒しよにいるところを見られるのは辛つらい。


    　この人と一緒は超恥ずかしい。


    「木き村むらくん、巽が言うこと聞いてくれません。どうしてですかね？」


    　エアだからじゃね？


    　曲矢と俺には、見えちゃいけない人が見えてるんじゃね？


    「俺……店中で笑われてるよな？　俺だったら笑うもん、笑われてるよな？」


    　このデートはやばい。


    　名門女子校の眉まゆ無なしお嬢じよう様さまを相手に、木村って名前なのに「巽」と呼ばれ、彼女は彼氏にオレンジジュースを飲ませたいのか飲ませたくないのか、ちょっと変わったデートだ。


    　恐る恐る周囲に目を配ってみる。


    　なんだ皆こっちを見ていない、助かった。


    「って既すでに見て見ぬふりに切り替わって……ま……曲矢、もうよせよ」


    　曲矢はきょとんと首を傾かしげた。


    「エア彼氏とか……エア騎き馬ば兵へいとかエア戦せん闘とうとか。実際には居もしないモノを空想するのは自由だ。でもその自由はおまえの頭の中だけで楽しんでくれよ、困るから」


    　曲矢は二度、瞬まばたきした。


    「木村くん、エアとか意味わかんないですけど、もしかして……空想癖へきとかあります？」


    「こっちの台詞せりふだ、それは！」


    　空想少女にいらつく。


    　だけど、他人の妄もう想そうが見えたりしている自分にもっといらいらする。


    「曲矢、とぼければとぼける分だけ苦しくなるぞ？」


    「私はとぼけてなんてないですよ」


    「じゃあ聞く。聞くから答えろ。まずそのエア彼氏だ。おまえの彼氏は、学校鞄かばんを持ってるおまえが、俺のバッグを重たそうに担かついでるのに、何で手を貸さなかった？」


    　エアだから、バッグを持てないからだ。


    「昨夜もそうだ。裸足はだしでアスファルトの上を走って、ケガまでしてんのに、彼氏はどこでぽかーんと見てやがった？　そんな彼氏が世界中のどこに……」


    「彼氏じゃないですよ」


    　曲まがり矢やは深く俯うつむいてしまう。


    　泣くのは勘かん弁べん、それはルール違反だ。


    「私と巽たつみは彼氏とか彼女とかじゃなくて、ただの従姉弟いとこ同士ですっ」


    「な…………」


    　何その設定！


    「おまえ……エア彼氏との微妙な距きよ離り感かんを楽しむのはいいけど、その照れ隠し迷惑だぞ」


    「彼氏とか、そんな……そんなこと言われたら意識しちゃうじゃないですか」


    「や、意識する対象を明確にしろ。目的語、誰をってちゃんと言わないとおまえ……」


    「おまえ、って言わないでください」


    　こいつ。


    「それと木き村むらくん、指を差さないでください」


    　論点をすり替えようと必死だ。


    「ところで、パフェはまだですかね？」


    　堂々ととぼけさせはしない、絶対。


    「従姉弟だとしても、手ぶらなんだし、バッグくらい持ってくれるんじゃね？」


    「あ、ケータイが……メールかな？」


    　エア彼氏はエアらしく黙だまっている。


    「曲矢、ちゃんと答えろよ。何で彼氏に鞄かばんを持ってもらわなかったんだ？」


    　店内は水を打ったように静まり返っていた。


    　店内の客、店員まで聞き入っている。


    「鍛たん錬れんのために決まってるじゃないですか」


    「た……え、何に決まってんの？」


    「鍛錬のためですよ。巽は鞄を持ってくれようとしましたが、私は断りました」


    「そういえば腹筋も鍛きたえてたっけな」


    　曲矢はブラウスの裾すそをめくってみせる。


    「防戦一方ですが、一晩ずつ、敵との差が埋まっている、その手て応ごたえはありますね」


    「曲矢は、そうか、エア騎き馬ば団だんと戦ってんだっけ？」


    「繫つながりましたか？」


    「エア戦いのための、エア鍛錬だから、自分で鞄を持ってたわけかぁ、ってエアとエアが繫がってたまるか！　架空のできごとを架空の前提で説明しようとするな！」


    　店員がお待ちかねのパフェを持って来た。


    　曲矢はそれを無理やり口に放り込むなり自分の鞄を肩にかける。


    　神速だった。


    「私はバッグを届けにきただけなのでもう帰りますね、ごちそうさまでした」


    「おい、逃げんのか？」


    「あ、またケータイが鳴って……もしもし？」


    　おいおい、エア着信かよ。


    　まーいいや、もういいや、どーでもいいや、いいんだけど、曲まがり矢や。


    「木き村むらくん、いやな思いをさせたなら謝るよ」


    　エア彼氏、忘れてね？


    「木村くん、よかったら少しおれと話さないか？」


    　巽たつみの髪を搔かき上げる仕草、脚を組み替える様は優雅だ。


    　同級生という設定にはムリがあるというか、もはや神秘的ですらある。


    　それは抑制。


    　周囲の世界に何らかの影えい響きようを与えられないエアとしての自覚なのか、「実在しないエアである」という綻ほころびが生じないように、巽の言動は抑制されている。


    　テーブル上のグラスに触れないどころか、うっかり揺らすミスすらしない。


    　俺のバッグにはけして触れなかった。


    　その存在感、いや存在しない感は何だか、あまりに優しい。


    「戸惑うのは当然だ。他人との妄もう想そうの共有、いや他人の妄想に干渉されているんだから」


    　声こわ音ねは心地よいバリトン、隙すきがなさすぎだ。


    「木村くんは正まさ義よし……あ、曲矢の住んでいるピサのサブリーダーの三み田た村むら正義は知ってる？」


    「知ってるよ、うん、知ってる」


    　返事をする。


    　急に怖くなった、三田村正義は実在だろうか？


    　店内にいる連中はどうだ？


    　俺は？


    　頭の中がむずむずする。


    「木村くんも正義も、曲矢も普通の人間だよ」


    「う……見み透すかすのか？」


    「木村くんはわかりやすい」


    　それは瞬まばたきの刹せつ那なに起こった。


    　正面にいた長身[image: ]そう軀くの少年は忽こつ然ぜんと姿を消し、すぐ右みぎ隣どなりにイケメン現る。


    「瞬しゆん間かん……移動？」


    「こんなこと、普通の人間にはできないだろう？」


    　どうでもいいけど、店内の雰ふん囲い気きが生温かくなっている。


    　あの男の子、彼女に置き去りにされた挙げ句にエアと話してる、的な、同情。


    　厨ちゆう房ぼうとレジのひそひそ店員、しょうがないだろう。


    　エアが俺に話しかけて来るんだよ！


    「木き村むらくん、正まさ義よしはね。エアについて『共感覚』で説明した」


    「共感……何？」


    「共感覚は、ある刺激に対し通常の感覚だけでなく、異なる種類の感覚を生じさせる特殊な知覚現象のことだよ。例えば音に色を感じたり、形に味を感じたりする」


    「絶対音感……とかとは違うのか？」


    「色しき聴ちようと呼ばれる知覚がある。さっき言った音や音楽を耳にすると色を感じる現象だ。絶対音感を持つ人間でくくると、色聴を感じる人間の割合が高くなる」


    「その程度の説明で、エアが説明できるつもりか？」


    　巽たつみは高い鼻を擦こすった。


    「曲まがり矢やがおれを呼ぶ声、あるいはその仕草が、木村くんの感覚器に働きかけている」


    「曲矢の独り演技、パフォーマンスが……？」


    「木村くんの五感に影えい響きようし、通常の感覚だけでなく異なる種類の感覚を生じさせている。木村くんは曲矢の声を、見ているんだよ。曲矢が呼んだおれと、こうして話してる」


    「曲矢が……魔ま女じよって可能性は？」


    　巽は小さく笑って肩をすくめる。


    「それを言うなら木村くんにも魔法使いの才能があるってことだよ」


    「いらね、いらねーよ。エアが見える特殊能力なんて俺いらねっ」


    　共感覚なんて知らない。


    　音に色なんて感じたことないし、形に味がしてたまるか。


    「あ……けど前に練習で疲れて倒れた時、ボールが唐から揚あげに見えたことがある」


    「それはただの錯さつ覚かく。あのね、共感覚は赤ちゃんなら誰でも持ってると言われている。成長と共に感覚器は分化していくんだね、目や耳や鼻へ。その分化が何らかの原因で分化しきらない場合、音に色が見えたりする奇跡が起こるんだ」


    「奇跡だ？　エア彼氏が見えることを、奇跡って言っちゃうか？」


    　誰かが写メを撮っている。


    　あまり話したことのないクラスの女子が俺のこと写メっていた。「ファミレスで彼女にフラれ何か独りでぶつぶつ言ってる木村」の姿が連絡網もうで回されんとしている。または「バスケ挫ざ折せつして何かやばい木村の応援サイト」立ち上げのお報しらせかもしれない。


    　個人的には後者の方が切なくて嫌いやだ。


    「要は……曲矢の特殊な魔術にちょっと感化しただけってことか？」


    「才能あるよ、木村くんには」


    「あってたまるか」


    　俺はバッグを回収し、伝票を手にレジへ。


    「あ、そうだバッシュのことは……」


    　ゾッとした。


    　俺たちのいたテーブルにはもう誰もいない。これが、一般的な人たちが見ている景色なわけだ。その何もない空席に向かって、俺は話していたわけだ。


    　これはやばい。


    　エアが見えるなんて普通じゃない。


    　これっきり永遠におさらばだ、さらば曲まがり矢やのエア彼氏。
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    「ほんとにごめん、木き村むらくん」


    「や、まぁ……」


    　店を出たら、イケメンがおろおろしていた。


    「帰り道がわからないんだ。上じよう下げ坂ざか町に来る時は曲矢に付いて来たから……」


    　エアは微妙な部分でリアルだった。


    「巽たつみ、ほらよ、新にい見み駅までの切符」


    「悪いんだけど……改札まで付いて来て、切符を通してくれないかな？」


    　巽はエアだから物体を持つことはできない。


    「まさかおまえ、新見駅まで付いて来いとか言うんじゃないだろうな？」


    「まさかっ、向こうについたら、仕方がないから何とか改札を通らない方法を考えるよ」


    「この改札も通ればいいじゃねーか、エアだから反応しねーだろ？」


    「それはダメだ」


    　そういえばファミレスから出る時、こいつは他の客が出る隙すきに紛まぎれたそうだ。


    　扉や改札のルールを守ってこその、エアらしい。


    「木村くん、無賃乗車はいけない」


    「エアのくせに面倒なやつだな……瞬しゆん間かん移動して改札抜けるなりピサまで帰るなりすれば？」


    「それはできない。さっき見せた瞬間移動の有効範囲はせいぜい三メートルだ。エアだからできる技というよりは、おれが鍛たん錬れんで身につけた戦せん闘とう技術の一種でしかない」


    「戦闘技術ぅ？」


    「だから電車を使うなり歩くなりしないと、おれは新見市内まで戻れない。無賃乗車もしない」


    　手のかかるペットよろしく。


    　遠くの山で置き去りにしたらこいつ、二度と戻って来れなさそうだ。


    「曲まがり矢やっておまえのこと……自分の妄もう想そうだって疑わないのか？」


    「おれは曲矢にとって現実なんだよ、たぶん……」


    「巽たつみが生きてるルールは曲矢の現実のルールに即してる。そりゃ疑いようもねーわな」


    　曲矢にとってこいつは扉や改札と同じだ。


    　法律と同じで現実なんだ。


    　ちょっと同情。


    　改札に切符を通し見送ってやろうってのに、巽は改札をくぐらない。


    「巽、早く来い。電車に乗るまで見ててやるよ」


    「ダメだよ、木き村むらくん。見送るためには見送り用の切符を買わないといけない」


    「四百三十円の切符がここにあるだろう」


    「それはおれのための切符じゃないか」


    　このエア超面倒くせー。


    　俺は訝いぶかしげにこっちを見ている駅員に言った。


    「あの、俺この切符で見送りしていいッスか？」


    　巽の姿が見えていない駅員は、「誰の？」って顔で頷うなずく。


    　不思議なことに、俺は逆にちょっとノッて来た。


    「こいつの見送りッス、俺の友達。友達の切符もコレでいいッスか？」


    　あ、ちきしょうシカトか。


    「木村くん……」


    「なんだよ、駅員がいいって言ってんだからいいんだよ」


    「悪いけれど、おれたちまだ会ったばかりだから友達にはなってないよ」


    　エアに突き放された俺をちら見して行く隣となりの高校の連中が、ひそひそ言っている。


    「でも木村くん、ありがとう」


    「でもの意味がわからん」


    「時々、いるんだよ。木村くんみたいにおれのことが見える人……だからおれは無賃乗車なんて絶対にできない。もし無賃乗車して、さっきの駅員がおれのことが見えたとして、おれを捕まえて警察に引き渡そうとした時……警察に変な顔されたら可か哀わい想そうだろ？」


    　巽がやな野郎だったらと思う。


    　そうだったらエアなんて余裕でシカトしてやれた。


    「ま……巽、何ていうかその……気楽に行こうぜ、ってえぇぇっ！」


    　巽の背中を叩たたいた。


    　この手に、確かな感触があって、巽は階段から真っ逆さまに落ちて行く。


    　心臓の秘密の小部屋が床上浸水している。


    　俺は（エア）殺人者になるのか？


    「た、巽たつみっ？」


    　巽のコートの裾すそが翻ひるがえる。


    　空中で反転し、階段に手をついてさらに反転、見事な着地だ。


    「巽すげー、アクション映画みたいだったぞ！」


    「こ、殺す気？」


    「や、悪ぃ悪ぃ……」


    　俺は巽を追いかけ、ちょっとドキドキしながら手を差し出す。


    　巽が俺の手を摑つかんだ。


    「握力、強ぇな……つか、痛いんだけど？」


    「さっきのお返しだよ」


    　エアには実体がある。


    　変な言い方だけど、エアが見える人間にとってエアは存在するも同然だ。


    「巽、この感触、この確かな痛みは……どう説明するつもりだ？」


    「正まさ義よしが言うには共感覚的な……」


    「またそれかっ」


    　曲まがり矢やのパフォーマンスによって、俺は触覚まで感じているというのか。


    「木き村むらくんは、想像妊にん娠しんって知ってる？」


    「なんだそりゃ？」


    「実際には妊娠してないのに、つわりや、月経の停止、さらには腹部の膨ぼう隆りゆうといった妊娠時の徴ちよう候こうが現れる現象だ。木村くん風に言えばエア妊娠かな？」


    「実際には妊娠してないのにお腹なかが大きくなる？　ありえなくね？」


    「あるんだ。そしてそれらの徴候は、妊娠でないことが判明すると消失する」


    「つまりなんだ？　人間の身体からだって何なんだ？」


    「つまりおれが本気を出せば、握手したこの木村くんの手の骨は……砕ける」


    　うおぉ、何であれエアなんかに負けたくねぇ！


    「や、やってみろ負けねーぞ！」


    「く……殴なぐれば傷つくし、最悪、死に至る場合も……無用な争いは悲しみを生むだけだ」


    　勝負は引き分けに終わったが、俺は大事なモノをなくした。


    　気づけばホーム中の視線を独り占めだ。


    「やば……三羽がらすだ」


    　辺りはすっかり暗くなっている。


    　ちょうど部活終わりの時間らしく、向かいのホームに上じよう下げ坂ざか高校男子バスケットボール部の二年生がいた。揃そろって百八十センチ近い長身の三羽がらすである。校内だろうとどこだろうと、近くても遠くても俺をからかってくれた先輩たちが──。


    「俺、他人のふりされてんだけど……や、確かにもう部活は辞めたけどさ」


    　構内にいる普通の公立高校の運動部員たちに、今の俺はどう映ったのか。


    「あの子、何で一人で顔赤くしてるの？」


    「何か妊にん娠しんがどうの、とか言ってなかった？」


    　驚おどろいたのは、巽たつみまで他人のふりを始めたことである。


    　彼女が彼女ならエア彼氏もエア彼氏、折良く入って来る電車のタイミングを呪のろった。


    「それじゃ木き村むらくん、お金は次に会った時に返すからね」


    「もう会うことはねーよ」


    「ちゃんと返すね、四百円」


    「四百三十円だっ」


    　やばい、ついうっかりまたエアにツッコミ入れてしまった。


    　電車の扉は閉まる。


    　しかし、そいつの口は開いていた。


    「カント、今、誰と話してたの？」


    　恐らく未いまだに化粧をしたことは一度もなく、髪型は保育園の頃からポニーテール。


    　侍というよりはゴロツキという角度で背負った竹刀しない袋ぶくろ、認めたくないが幼なじみだ。


    　関せき杏あん子こ、超乱暴で狼ろう藉ぜき者ものな女子高生である。


    「カント、何であんたがこんな時間に駅にいんの？」


    「うるせーな、俺にも色々とエアエアがあんだよ」


    「エアエア？」


    「そんなことより杏子、一ついいか？」


    「な、何よ」


    　電車が発車する。


    「おまえが寄りかかってる竹刀の作用点、俺の足の上なの、わざとだろ？」


    　俺の周りの女子は人のスニーカーを何だと思ってるのか。


    「カントが回送電車の見送りなんてしてるからよ」


    「えっ、回送？　俺、回送電車の見送りしちゃってた？」


    　巽はエアだから駅員のチェックに漏もれていた。


    「真顔の駅員が必死のイケメンをシカトしている……」


    「カント？　何なの？　放課後の電話といい何か変……もしかしてあたしのこと……」


    「や、杏子はまったく関係ねーしむしろ超うぜー」


    「あたし剣道やっててよかった」


    「冗談、冗談だ……十年も一いつ緒しよにいりゃ、考えも悩みもだいたい想像つくくせにっ」


    「悩み？　はは、あたし悩みなんてないけど？」


    　さりげなく襟えり元もとを正して胸元を隠した。


    　目ぇ逸そらすなよ、貧乳娘。


    「カントさぁ、高校入ってから変だよ？」


    「人の心配してる場合かよ、剣道ばっかやってると武士になっちまうぞ？」


    「なるわけないじゃん」


    「だいたいヘアスタイルが歴史の資料集に載ってる宮みや本もと武蔵むさしと一いつ緒しよってどうよ？」


    「あ、気づいた？」


    　なぜ笑う。


    　笑うと八や重え歯ばが目立って、ますます野武士っぽい。ツッコミたいけれど、これ以上言えば刺される。どうしてか伸ばしてる右の小指の爪つめでぶすりとやられる。


    「髪型、さすがにあたしも十六とかだからぁ、ちょっと変えてみたんだぁ」


    「え……どこを？」


    「だからほら、できるだけ高い位置で結ぶのがポイント。結んだ後で左右にこうして分けてるの。外向きに跳ねてるの超可か愛わいくない？」


    「超可愛くない」


    　爪で刺された、首を。


    　蹲うずくまったら目の前にスカート、脚、脚は細すぎず太すぎずで好感が持てる。第四クォーター終了まで瞬しゆん発ぱつ力りよくを保てそうだ。愛あいちゃんと同じ大だい算さん大付属の紺こんニット、ニットにほとんど隠れたスカートは、愛ちゃんに言われてみればの話、確かに七センチ前後に見える。


    「そうだ杏あん子こ、大算大の一年の三み田た村むら愛って子知ってる？」


    「誰それ、知らないけど……うちの学校の子？」


    　曲まがり矢やに会ってから散々だけど、愛ちゃんは可愛かった。


    「俺、部活も辞めたし、彼女とか作ってみっかなぁ……」


    「あー、カント部活辞めちゃったんだ」


    　杏子は驚おどろくでもなかった。


    　向かいのホームの三羽がらすが、今度は何だか揉もめている。


    　杏子がいるからだろうか。


    　斉さい藤とうさん以上に奥手な三羽がらすには貴重なチャンスだ。


    　じゃんけんの結果フォワードの佐さ々さ木きさんが「木き村むら」って声をかけて来るが時既すでに遅し、向かいのホームに電車が到着する、ってアナウンスが流れた。


    「杏子……俺が部活辞めたこと驚かないのか？」


    「何であたしが驚かないといけないの？」


    「や、だって俺がバスケを……ずっとやってたのに、急に……」


    　竹刀しない袋ぶくろで軽く、頭を小突かれた。


    「膝ひざ、だいぶ悪くなってたんでしょ？」


    「何だよ、試合に出たいからチームメイトにも隠してたのに……」


    「左ひだり膝ひざ十じゆう字じ[image: ]じん帯たい損傷、普通なら歩けないくらい痛いよね」


    「なんでそこまで知って……」


    　母親ルートからの機密漏ろう洩えいに違いない。


    　杏あん子こ宅は、我が家の日照権を侵害する向かいのでかいマンションの十二階だ。


    　日常にただいまの気分、考えてみたら部活のない週末なんて小学校低学年以来初めてだ。


    　明日、どうやって過ごせばいいのか見当もつかない。


    「杏子、映画でも観みに行かないか？」


    「は……は？　何急に、どうしたの？」


    「や、明日土曜じゃん」


    「あたし……あたしは、明日も普通に部活だ」


    「なんだよ、デートとか何か高校生っぽくね？　今の内に練習しとこーぜ？」


    「練習……あー、練習っ」


    　何で杏子が怒るのか、俺にはぜんぜんわからなかった。


    　また首を刺された。


    「カント、あたし一回しか言わないよ？」


    　涙声？


    「しっかりしてっ」


    　杏子が泣いたのは過去に一度だけ、きっと気のせいだ。


    　泣きたいのは俺だったりする、だったりするだけだけど。
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    　曲まがり矢やはメガトリプルバーガーを齧かじる前にひとつ、深く息を吸い込んだ。


    「俺、何で曲矢とデートしてんの……？」


    　土曜日。


    　あてどなく新にい見み市内の繁はん華か街がいをぶらついていると、肩を叩たたかれた。


    　ふり返れば曲矢と、エアがいた。


    「木き村むらくん、昨日はありがとうね」


    　曲矢とエア彼氏は、他者の付けいる隙すきのないベストカップルである。


    「曲矢、そんなに大きいの食べきれる？」


    「食べきれない時は、昔みたいに、あなたが食べてくださいよ」


    　あなた。


    　隣となりのテーブルの大学生（浪人生かも）たちは俺をじろりと睨にらむ。違うんですよ。あなたって俺じゃなくて俺の目の前の空席に座ってる空気くんのことなんですよ。


    「空気くん、四百三十円は？」


    「しかし秋晴れだねー」


    　エアにシカトされた。


    　曲まがり矢やはというと、食事を終え鏡で何か確認している。


    「おい、眉まゆならねーだろ」


    「え……もぉ、変なこと言わないでください。ちゃんとあるじゃないですか」


    「え？　えっ？　眉毛なくね？　ぜんぜんなくね？」


    「また描き忘れたかと思って焦あせったじゃないですか」


    　この子、エアメイクしてる！


    「曲矢……この感情、尊敬かな？　同情に似てんだけど……おまえのことすげーと思うよ」


    「それより木き村むらくん、どうして新しい靴くつを買わなかったんですか？」


    　一時間前、俺は曲矢に誘さそわれた。


    「ばったりですねー。そうだ。貰もらった靴のお礼に、私が新しいの選んであげますよ」


    　なし崩し的にバッシュを奪おうとする魂こん胆たんはさておき、俺たちは靴屋に行った。


    　久しぶりに心が躍おどった。


    　あれも欲しい、これも欲しい、でも一番欲しい靴は置いてなかった。


    　もう一度走れるようになる靴を探してるんだけど──。


    「俺が欲しい靴は、まだ入荷してなかったんだよ」


    「そうですか。あ、これからどうしますか？　男の子はやっぱりゲームセンターとか行ったりするんですか？　巽たつみはそういうところに行かないから私、一度……」


    「俺はいい、おまえらデート中だろ？」


    　巽の存在を認めちゃってる俺が、ちょっと嫌いやだ。


    　ただ、エアという点を除けば巽はどこまでもいいやつなのだ。


    「おれ、せっかくだから三人で何かしたいな。昨日のお礼もしたいし……」


    「巽、木村くん嫌がってますよ。だから二人で映画を観みませんか？」


    　映画、映画はいいね。


    「曲矢、今、映画って何やってるの？」


    「あれ？　木村くんまだいたんですか？」


    　こいつ実は俺のこと邪じや魔まだと思ってやがったか。


    　まぁいい、俺もデートだ。


    「心配しなくても俺はすぐに行くよ、これからツレと映画観に行くんだ」


    「なんだか、気が重そうですね？」


    　杏あん子こが今朝になって急にメールを寄よ越こした。


    『三時以降ならいいけど？』


    『おいおいおい、部活なんじゃねーの？』


    『今日、練習試合。勝ったら先輩にたこ焼き奢おごってもらうんだ。その後ならいいよ』


    　なるほど「剣道[image: ]たこ焼き[image: ]俺」らしい。


    　そんな俺も「愛あいちゃん[image: ]エアの世界[image: ]杏子」と大だい算さん大付属繫つながりで愛ちゃん狙ねらいだ。


    　お互い様か。


    「これは映画のパンフレットじゃないよ、曲まがり矢や？」


    　巽たつみがテーブル上のチラシを見て言った。


    「来秋公開予定の映画の、主人公の恋人役のオーディションって書いてある」


    「あ……私ってば超うっかりですね」


    　確信犯だ。


    　エア彼氏相手に「突っ込み易やすい隙すき」をアピールとはね。


    「俺にも見せろよ、映画『エア彼女』オーディション……？」


    　なんてタイムリーな。


    　や、もし曲矢に会ってなかったらスルーしていたし、そもそも膝ひざを壊こわしてなかったら今頃コートにいたわけで、そういうのもタイムリーというのか。


    　驚おどろくべきは曲矢の他人顔である。


    「えーと、『少年は自らの空想上の彼女と出会い、そして別れ行くのか……』って何ですか。架空の恋人との恋愛なんて切なくも痛々しいですね。笑っちゃいますよ」


    「曲矢が言っちゃう？　笑っちゃいますよ、まで言っちゃうの？」


    「しかし……架空の恋人のオーディションというのはちょっと、面白いですね」


    「エアの？　エア彼女のオーディションなのか？」


    　俺は曲矢からチラシを奪った。


    　確かに、映画のヒロインであるエア彼女の公募である。


    　全国七会場で一次選考が行われ、来春に東京で最終審査が行われるスケジュールだ。


    　架空の彼女の公募？


    　魅み力りよく的てきなキャラクターの設定の募集、役者というよりむしろ作家の公募か。


    「木き村むらくん出てみれば？」


    「巽、変なこと言わないでくれよ」


    「暇そうだし、エアの才能ありそうだし、いいんじゃない？」


    「映画もエアの才能もぜんぜんピンと来ねーよ」


    「そういえば正まさ義よしは役者志望だ。知らないなら教えなきゃ、優勝賞金五百万円だもんね」


    「五百万？」


    　今、俺の財布には二千円しか入っていない。


    　目の前のこいつらのせいだ。


    「巽たつみ、ポテト追加して来てもいいですかね？」


    「それは木き村むらくんに聞いてみないとね」


    　頻ひん発ぱつする寸すん借しやく詐さ欺ぎの被害に喘あえぐ今の俺に、五百万という数字はあまりに大きい。


    「五百万はすげーなぁ、一生遊んで暮らせるんじゃねーか？」


    「木村くんは価値観がチープでいいですね。ところでポテト追加していいですか？」


    「チープ呼ばわりした上でたかるかよ？」


    「ポテトくらいいいじゃないですか。五百万円を手にする予定のくせにっ」


    「なんでそうなる」


    　言いつつちょっと考えてみる。


    　何の元手もなしに、空想だけで五百万円なんてぼろい話だ。


    「木村くん」


    　巽は長い髪を優雅に梳すいてみせる。


    「いかなることを成すにも最低五年はかかる、ってある偉人が言った」


    「あ？　どの偉人の言葉だ？」


    　ポテトを追加して来た曲まがり矢やが、俺に俺の財布を渡して言った。


    「私の経験則が言わせた言葉ですよ、中学最後の試合で悟りました」


    「曲矢、おまえスリ部でキャプテンやってた？　ある意味すげーよ、偉人だよ！」


    「私、中一からラクロス部でした。中学最後の試合、一点差のピンチで迎えた最後のチャンスに私、重圧からシュートを外してしまったんですね。キーパーに完全に読まれました」


    「五秒返してくんない？　おまえ、三年しかやってなくね？」


    「一人立ち尽くすコートの上で、あと一年あればと、巽が声をかけてくれました」


    「だからおまえの計算力どうなってんの？」


    「いずれにせよ、昨日今日始めたばかりの木村くんにはムリってことですね」


    「曲矢、俺さ、ムリだって言われると逆に燃えるタイプなんだよね」


    「ダメですよ、そういう根拠のない自信」


    「ダメ、って言われるとなおのこと燃えんだ」


    「そんなに言うならひとつお訊たずねしますけど……」


    　曲矢が腕組みする。


    　焦あせった。


    　全然関係ないし意味もまったくないけど、こいつ実は隠れ巨乳かもしれない。


    「木村くんって何なんですか？」


    「存在からお訊ねするかね」


    「真夜中の私に絡からんで来るし、デートの邪じや魔まするし、じろじろ胸を見てくるし……」


    　面倒くさいからどれも否定しない。


    「木き村むらくんは何ができる人なんですか？　何が得意な人なんですか？」


    　まずバスケだ。


    　でもバスケって言えないとなると、言葉が続かなかった。


    「俺は……俺はその……」


    「バスケットボールは得意なんですよね？　バッグに入ってますよね？」


    　ところで俺はいつになったらこのバッグを捨てられるのか。


    　次へ進まなくちゃ、次へ。


    「俺は……エアだって見えるし、エア彼女オーディションもそこそこやれる気がする」


    　曲まがり矢やにもできるのだから俺にできないはずがない。


    　曲矢は塩のついた指をぺろっと舐なめた。


    「ムリですよ、木村くんにはできません」


    「何でだよ？」


    「バッグ、捨てようとしてたじゃないですか。何だって投げ出したら終わりですよ。何であれ投げ出せるような人は、何を始めてもまた投げ出すに決まってますね」


    「好きで投げ出したわけじゃない！」


    　昼下がりの穏おだやかな時間帯だ。


    　俺の声は明らかに場違いで、一方、曲矢の声は淡々としていた。


    「巽たつみ、バスケットボールしたことありますか？」


    　曲矢は白カーデを脱いで立ち上がると、腰に巻きつける。


    「そんなに言うなら勝負ですよ、木村くん」


    「勝負だぁ？」


    「私が思うに、木村くんは何をしたって巽には敵かなわないです」


    「そりゃおまえの産み出した理想のエア彼氏……っ」


    　こいつまさかっ。


    「巽はぁ、何だってできるんですからっ」


    　こいつまさか、俺のこと当て馬にする気じゃね？


    　自分の（エア）彼氏をより完かん璧ぺきにするために、出会った男の唯一得意なバスケで勝負を挑み、「やっぱ巽サイコー」的な一いつ瞬しゆんを見ようしている、そんな目だ。


    　巻き込み型の自己満足、タチが悪すぎる。


    「木村くんは膝ひざ、かなり悪いんでしたよねぇ？」


    　それも、俺の膝の不調を知った上でだ。


    　こいつは自己満足にどん欲な獣けものだ。　


    　絶対許せねー。
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    　午後三時、新にい見み駅南口広場の一角にあるバスケットコート。


    　コートで遊んでいた小中学生たちは初めこそ、「なんだよ、テメーどこ中だよ」って絡からんで来たけど、俺のドリブルを見ただけでコートを譲ゆずってくれた。


    　コートの法律は単純である。


    　レッグスルーができないヤツより、できるヤツの方が偉い。


    　そしてドリブルの安定度を一目で見抜けないような素人しろうとに、コートへ入る資格はない。


    「木き村むらくん、三本勝負ですからね」


    　頭に血が上っていた。


    　巽たつみはエアだからドリブルはおろか、ボールに触れることもできない。


    「巽、おまえリングの下に立ったな？」


    　こいつは冒ぼう瀆とくした。


    　こんなばかげたバスケは、灰鷹スパルビエロに絡まれた賭かけバスケ以来だ。


    　だから手加減はしない。


    　チェンジオブペース、ダックイン、と見せかけてジャンプシュート。


    「まともに勝負すると思ったか……っ」


    　百九十センチ近い長身の上に、巽は腕も長い。


    　手を伸ばすだけで二メートル五十センチの壁が出現する。


    「それにこの絶妙の距きよ離り感かん、タイミング……まさか……」


    　巽が飛ぶと壁の高さは三メートルに迫る。


    　思わずバランスを崩しながら無理やり打ったシュートは、リングに嫌きらわれた。


    「巽、おまえ……」


    「小学生の頃、背が高いってだけでバスケ部に入れられたんだ」


    　コート脇わきの少年が「フォームきれいだな」って俺にボールをパスしてくれる。


    　そうだここは聖域なんだ。


    　ジャンプシュートは選手のレベルが如によ実じつに表われる。


    　それをちゃんと理解できる少年たちの前で、負けるわけにはいかない。


    「木村くん、上う手まいもんだね」


    「巽……」


    「少し羨うらやましくさえ思うよ。おれはほら、嫌いや々いややってたし、すぐ辞めちゃったし……」


    　巽、それ以上言えば、曲矢の空想した細かな設定なのだとしても許さない。


    「バスケなんてぜんぜん面白くないのに、すごいね」


    「泣かすっ」


    　肩を当てながらファール気味にドライブをかける。


    　こいつエアのくせに何てプレッシャーしてやが──ぐぁ、膝ひざがっ。


    　ぜんぜん力が入らない。


    　身体からだがゴールから離れて行く。


    　や、このまま外に流れてから、ここで、膝さえもてば！


    　踏ふん張って反転、「バックロール！」と少年たちが歓声を上げる。


    　痛みで視界がかすんでるけど、右脚で飛ぶ。


    「木き村むらくん、速いね」


    　巽たつみはでかいくせに、俺の動きについて来た。


    　シュートを打てないまま着地、ガクンと、左膝が折れる。


    「木村くん、トゥラァベリンですね」


    「曲まがり矢や、発音いらつくっ。ト・ラ・ベ・リ・ン・グだっ」


    　曲矢は転々としたボールを拾い、俺に返した。


    「これで二本失敗、後がなくなりましたね？」


    　俺はカーデのボタンを外し、袖そでから腕を抜く。


    「カント、カント！」


    　聞き覚えのある声、杏あん子こだ。


    　ケータイはコート脇わきのバッグの中、すっかり杏子との約束を忘れていた。


    「何やってんの、カントっ」


    「うるせーな、ちょっと待ってろ」


    「ぜんぜん動けてないし、膝、痛いんでしょ？　そんなことしたら……」


    「黙だまってろ」


    　俺はリストバンドで汗を拭ぬぐった。


    　少年たちが「かっこいい、あはは」って無邪気に笑ってやがる。


    「小学校で嫌いや々いやバスケやってた程度の野郎に負けるわけにはいかないんだ、俺は」


    　格の違いを見せてやる。


    　俺はゆっくりとドリブルし、まるで素人しろうとみたいにリングだけを見つめた。


    「あ……何か、フェイク入れた方に突っ込むぞ？」


    「膝のせいなのか？」


    　少年たちの熱い視線を感じる。


    　立ちはだかるイケメンディフェンスの威圧感など、怖くない。


    　エアだろうと現実だろうと、抜けば一いつ緒しよだ。


    　空中で身体からだを捻ひねる俺を、少年たちの歓声が後押しする。


    「ダブルクラッチ！」


    「けど、ボードの裏だ。角度がない！」


    　リングが見えない。


    　観衆も勝負所と悟ったらしく、写メ（あるいは携帯ムービー）の撮影音が聞こえた。


    　ここ、ここで打てば入る。


    「く……さすがだ、木き村むらくん」


    　着地の瞬しゆん間かん、体中に激痛が走るが、俺は自分の左胸を拳こぶしでノックした。


    「これくらい、右脚一本で充分なんだよ！」


    　ボールがネットを擦こする。


    　その音は、秋の空を馳はせる風の歌に聞こえた。


    　曲まがり矢やが「むぅ……」と呻うめいている。


    「巽たつみ、試合には負けましたけど勝負には勝ってましたよ」


    　負け犬め、吠ほえるがいい。


    　コートに注がれる視線、そしてざわめきは全部、俺のものだ。


    　俺はカーデを拾って羽は織おる。


    「杏あん子こ、見たかよ」


    「や、ごめんなさい。悪いけどあたしに話しかけないでください」


    「え、丁寧語？」


    　杏子はくるりと踵きびすを返した。


    「カント、今日は早く家に帰ってゆーちゅーぶとかにこ動チェックした方がいいよ」


    「ぇ……え？」
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    　午後七時、俺は自分の部屋でネットをチェックした。


    「へぇ……」


    　エアギターは聞いたことがある。


    　音源に合わせ実在しないギターを弾くふりをするパフォーマンス、かと思っていたが何気にその起源はエルヴィス・プレスリー辺りまで掘り下げられ（諸説あるらしい）、ただ雰ふん囲い気きを楽しむという趣しゆ味みの枠を越え、各国に協会まであって本格的だ。


    　しかも世界大会とかやってる。


    　エア業界の躍やく進しんは目覚ましいというか。


    　クラシックの指揮者版エアコンダクターが存在し、この世界大会は東京で行われていた。


    「え……エアセックス？」


    　性行為のパントマイム、と説明がある。


    「いったい……」


    　さらに派生したエアデート選手権の存在を知った頃である。


    　俺は、画像投稿サイトで「エアバスケ少年現る」の新着情報を見つけた。


    　場所や観客の顔はモザイク処理で隠してあるが、何となく見慣れた風景だ。


    　そのバスケ少年の動きは調子の悪い時の俺に似ていた。


    　それにしてもエアだ、エアバスケだ。


    　エア一対一ワン・オン・ワン、少年は架空のディフェンスと戦っている。


    「外に流れてバックロール、お、なんだ？　なんでシュート打たないんだ？」


    　このエアバスケ少年、何だか他人の気がしない。


    　夢中になっていた。


    　呼び鈴りんが聞こえたような、聞こえなかったような気がした。


    　俺は部屋を出て階段を下り、玄関の扉を開ける。


    　杏あん子こが扉の隙すき間まから入って来た。


    「カント、ネット見た？」


    「なんだ杏子かよ。ネットなら今見てるとこだ」


    　勝手知ったる俺の家、杏子は階段を上がって俺の部屋へ。


    「杏子、俺、エアのこと調べてたんだけどさ。なかなか奥が深そうだ。映画『エア彼女』のヒロイン役のオーディションがあるんだけどさ、俺、それ出てみようかと思うんだ。何てったって賞金でかいし、オーディションって言ってもエア彼女の設定考ればいいわけだ。そこで俺はピンと来たよ。今ピンと来た。昔、一いつ緒しよに金曜ロードショー観みたことあったろ。あの設定を参考にエア彼女を作ればオーディション合格も夢じゃ……」


    「いーじゃん、目指しなよ」


    　意外にも肯定、でもその目は死んでいた。


    「そっちの世界でなら好きなだけカントの才能を生かせると思うよ？」


    「だろ？　俺ピンと来ちゃったんだよね。エア彼女の設定ならあの映画が参考になる。っていうか避さけては通れないと思うんだ。無論、本家越えを狙ねらわないとな」


    「そういうのいけないんじゃないの、パクリとか……」


    「パクリじゃねーよ。オマージュだよオマージュ、やっぱすげーモノはすげーじゃん。すげーものには巻かれろっつーか、一度は挑まねばっつーか……」


    「あの映画のタイトル、何だったっけ？」


    「タイトルは確か……あ……」


    　あ、ど忘れだ。


    　俺と杏あん子こは「あ……」「あー」と天てん井じようを見上げて記き憶おくの引き出しをひっくり返す。


    「あ、『アンブレイカブル』……」


    「あーそれだ、杏子。『アンブレイカブル』だった！」


    「や、じゃなくてあたし『あ』行から順に羅ら列れつしようとしてるだけなんだけど……」


    「もう思い出したよ、そうだそうだ、『アンブレイカブル』だ」


    　主人公の設定が何て言うか、エア的だったから参考になる。


    　エアをやるなら避さけられないテーマだ。


    「よーし、まずはあの映画のＤＶＤを駅前のレンタル屋で……ん？　杏子、どうした？」


    「カント……もしかしてもう手遅れの状態になってない？」


    　杏子は今にも泣き出しそうな顔を隠し、俺の部屋へ飛び込んだ。


    「お……おい、どうした？」


    　杏子は俺のベッドに突っ伏し、枕まくらに顔を埋うずめている。


    『小学校で嫌いや々いやバスケやってた程度の野郎に、負けるわけにはいかないんだ』


    　デスクトップのスピーカーから俺の声がした。


    　動画のエアバスケ少年は、ばっ、とカーデを脱ぎ去る。そしてゴールへ向かって一直線、細かいフェイクを入れながら、相手の方へ（相手がいればの話だが）飛ぶ。


    　ダブルクラッチ。


    　虚こ空くうへ向かって指を突き出す少年の台詞せりふが、俺の口とシンクロする。


    『これくらい、右脚一本で充分なんだよ！』


    「あ、俺だっ」


    「あ、じゃなくない？　何もない空間に向かって何カッコつけて台詞吐はいてんの？」


    　巽たつみ（エア）との戦いはケータイで撮影され、ネットにアップされていた。


    「あのざわめきは……そうか……失笑だったのか」


    　これはどうみても、華か麗れいなプレーで観衆の笑顔を独り占めしていたのとは違う。


    「笑われてたんだな、俺……」


    「カント……コメント、見てみなよ」


    「や、見ないよ。ほとぼりが冷めた頃に、超暇ひまでやることなかったらまぁ……」


    「いいから見なさい！」


    　秋の夜長に、マウスをクリックする音が静かに響ひびいた。


    　ちょっと心配になる。


    　夜間にスーパーでパートしてる母親、そして遅くまで働いている父親のことが。


    「………………………」


    　俺は、エア業界に鮮烈なデビューを果たしていた。


    　ネット上で「この子は誰？」って話題の中心になっている。


    「独[image: ]性、あるいは才能を越えた何かを彼は持ってる……俺、大絶賛されてるしっ」


    「何うっかり伝説誕生させてんのよ、バカァ！」


    　ゾクリとした。


    「やばい、超鳥肌立って来た」


    「何で興こう奮ふんしてんの？　最近おかしいと思ってたけど、まさかこんな、こんなぁ……」


    　俺は杏あん子こを泣かしてしまった。


    　こんなこと小学二年の大おお喧げん嘩か以来である。


    　俺はおろおろとベッドサイドに膝ひざをつき、声をかけるでもなく、待った。


    　涙目で睨にらまれる。


    「あの女、誰？」


    「あの女？　あぁ……曲まがり矢やサンノ。楠くすのき女学院の一年、偶然出会ったんだ」


    「エアを通じて引かれ合ってる関係を、偶然とは言わないの！」


    　何で怒られるのか、ぜんぜん理解できない。


    「杏子よーく聞いてくれよ。びっくりするだろうけど、曲矢はな、彼氏持ちだ」


    「彼氏ぃ？」


    「ほら、俺のワンオンワンの相手……あ……エアは映像に映ってないっ」


    　杏子の尖とがった爪つめで瞼まぶたを刺される。


    「さ、刺したなっ、眼球狙ねらったな！」


    「どの目が眉まゆ無なし女の彼氏を見てるって？　てかその目であたしのこと見んな！」


    「杏子、おまえそれ悪い癖くせだぞ」


    　昔からこうだ。


    「おまえ何もかも強すぎるんだよ、先入観とかも最強クラスだ」


    「いいよ、強くても。エアとかやっている人に間違っても負けたくないもん！」


    「勝ち負けじゃないだろう。確かに、エアが見えちゃったり本気で信じちゃってる人間はちょっと変わってる。でもな、その目で見もせずに決めつけるのはよくねーよ」


    「だからぁ、どうやってエアを見んのよっ」


    　杏子は枕まくらに顔を埋うずめてしまった。


    　自分に理解できないモノは絶対に受け入れない。その頑かたくなさは武士道に通じるのかもしれないが、俺にはよくわからない。俺にわからないように、杏子は俺のバスケだってちっとも理解しようとしなかった。何度誘さそっても観戦すら拒こばんでいる。


    　俺たちは所しよ詮せんただの幼なじみなのだ。


    　ただの幼なじみの杏子が、ふと、窓辺に置かれた紙コップに目を向ける。


    「あ……カント、まだあの糸電話あるんだね」


    　十年前のおもちゃだ。


    　さすがに糸はもう、窓の向こうに見える杏あん子この部屋とは繫つながっていない。


    「あたしよく覚えてる。二人して風か邪ぜひいた時、カントのお母さんパートでいなくて、カントはあたしの家で寝込んでた。寝てなきゃならないのに、二人で教育テレビの工作を見たんだ。カントすぐ影えい響きようされちゃって、糸電話しよう、って言い出した……カントの悪いところはね、すぐ周りに流されちゃうとこなの。バスケを始めたきっかけもそうじゃなかった？　のめり込んだきっかけも、どーせ何かに影響されたんでしょ？」


    「どーでもいいけど、おまえシャツの胸元……」


    　ベッドでごろごろするから着崩れしていた。


    　幼なじみとはいえ恐ろしい。


    　見え隠れするブラ紐ひもを俺が、この俺がこの手で襟えりを正して直してしまった。


    「あ、ありがと」


    　杏子も杏子で超自然だった。


    「や、別に……あれ？」


    「や……や、じゃないよ、じゃない。びっくりした。変態、ばか、他人だったら犯罪！」


    　かつてない気まずい沈ちん黙もくがやって来た。


    「か……カントはどうしてバスケ始めたんだっけか？」


    「覚えてないし……てかおまえ話題の戻し方が下へ手たすぎるぞ」
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    　バスケにのめり込んだ原因なら、はっきりしている。


    「灰鷹スパルビエロ……」


    　県内でバスケットを齧かじったことのある者で、その名を知らない者はいない。


    　四年前、俺がまだ小学校でミニバスケをやっていた頃だ。市内のストリートで賭かけバスケをふっかけては、腕うで自じ慢まんたちの鼻っ柱を折りまくった人物は、灰鷹スパルビエロと呼ばれていた。


    　灰鷹スパルビエロへの復讐リベンジは、俺のやり残したことの一つだ。


    　当時、灰鷹スパルビエロは俺と同じ小学生だった。


    「二万八千円も取られて、文字通りに地べたを舐なめさせられたよ。だから俺は……」


    　俺は復讐リベンジを誓った。


    　ところが、中学バスケで待てど暮らせど灰鷹スパルビエロは二度と現れなかった。


    　忽こつ然ぜんと消えたのだ、ストリートからも。


    「お、杏あん子こどうした？　帰るのか？」


    　杏子は俺の部屋から出て階段に差し掛かっていた。


    「待てよ杏子、ここから話、盛り上がるんだぞ？」


    「もうその話、二万八千回聞いた」


    「二万八千は俺が灰鷹スパルビエロに巻き上げられた額だっ」


    　俺は杏子を追いかけて、エアのことを話した。


    「俺もう少しエアのこと知りたい。明日の晩、曲まがり矢やを訪ねようと思うんだ」


    「何であたしに言うの？」


    　たぶん引き留めたかったんだ。


    　もう少し話したい、というか、まだ帰したくなかった、というのとも少し違って、昔はお互いのことをもっと身近に感じられていた気がして、なんとなく寂しく感じた。


    「カントなんてさ……勝手に闇やみの世界へ引きずり込まれちゃえばいいんだ」


    　ぽつりと呟つぶやく。


    「木ぼく刀とう、取ってくる」


    「は……はぁ？」


    「明日、眉まゆ無なし女にあたしがはっきり言ってあげる。エアなんて、エアだもん！」


    　杏子は階段を駆け下りた。


    　ちょうど父親が帰宅、俺が階段を駆け下りると目を丸くしていた。


    「カン、どうしたんだ？」


    「や、その……杏子が……」


    　父親は怪け訝げんそうに俺の顔を窺うかがって来る。


    　どう伝えればいいのかわからないけど、たぶん今の「木刀、取ってくる」発言は──。


    「どうも俺のこと、放っておけないらしい」


    　ほんとにあいつは超可か愛わいくないというか。


    「木ぼく刀とうとか、怖ぇし……」


    「カン、もう遅いから寝なさい」


    　父親は肩をすくめてリビングへ消えた。


    



    　　　　　　　◇


    



    　日曜日午後八時のピサは、閑かん散さんとしていた。


    　初めて訪れた時に圧倒された眩まぶしい光は、一度で慣れてしまった。慣れてしまうと所しよ詮せんは剝むき出しの裸電球や投光器。照らされる廃ビルは傾いて、寂しい風景である。


    　杏あん子こは木刀の素振りに余念がない。


    「カント、もう遅いし、ボス倒してさっさと帰ろう」


    「あのなぁ、杏子の部活が終わるのが遅ぇからこんな時間になっちまったんじゃねーか」


    「話に聞いてたより静かなんだね」


    「シカトかよ……っていうか、誰もいねーな」


    　日曜日の夜は誰にとっても憂ゆう鬱うつなのかもしれない。


    　曲まがり矢やは七階に住んでいると聞いたが、ラッキー、電灯はついていない。


    　教室の明かりは三み田た村むら正まさ義よしのいた六○一だけだ。あいつなら話せそうだ。


    「その正義って人の妹、あたしと同じ大だい算さん大付属って言った？」


    「あぁ、上品ワンサイドの女の子だ」


    「何それ……てかそんな子、学年にいたかなぁ」


    「髪の毛を横で一つにくくっててさ、毛束で結び目を隠しててキュートだ」


    「カント、あたしの髪見て何て言ったっけ？」


    「歴史の資料集の宮みや本もと武蔵むさしと一いつ緒しよ……うぐっ」


    　シャツの上から胸を刺された。


    「杏子、おまえ何で右の小指の爪つめ伸ばしてんだっけ？」


    　俺のこと刺すためなのか。


    「お呪まじない、願い事が叶かなうんだってさ」


    「おいおいおい、年頃の女の子みたいなこと言うなよ」


    「カント、ほっぺた虫がついてる」


    　年頃の女の子に頰ほおをえぐられた。


    「本当は、小さい頃から竹刀しないの握りが左右でバランス悪いの。道場の先生の教え、こうしてると右手に力入らない。爪が割れるのは力みの証拠、負ける時はいつも割れちゃうね」


    「ただの癖くせの矯きよう正せいじゃねーか」


    「最初は願いが叶かなうお呪まじないだからやってごらん、って教えられてね」


    「願いは強くなることか……叶ったわけだ。てか叶いすぎだろ」


    「うるさい、さっさと案内！」


    　それからは黙もく々もくと階段を上る。


    　六階廊下に到着、「愛あい……」三み田た村むら正まさ義よしの声が聞こえた。


    「お兄ちゃん……ダメ……」


    　何だか、ドキドキして来た。


    「止まれ、杏あん子こ」


    　俺の心臓の秘密の小部屋は、実は六つくらいあるみたいに大おお騒さわぎしている。


    　大事な局面のフリースローの時より緊きん張ちようした。


    　足音を殺し、息を潜ひそめる。


    「お兄ちゃん、誰か来たらどうするの？」


    　何だか切ない愛ちゃんの吐と息いきに、思わず唾つばを飲み込んだ。


    「愛、大丈夫だよ。日曜日だから皆もう帰ってる時間だ」


    「だけど、今日はダメ……」


    「静かに、もし誰かいたら聞かれちゃうよ？」


    「ずるいよ、お兄ちゃん……」
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    　なんてこったラブシーンだ。


    　しかも二人は兄妹、六○一教室は禁断の領域と化している。


    　安あん楽らく椅い子すに深々と座った正まさ義よしの膝ひざの上に、愛あいちゃんが跨またがっている。正義の右手は愛ちゃんのブラウスの下に滑すべりこみ、控えめな胸をまさぐっていた。けどそれよりも、愛ちゃんの左肩から背中へ流れた髪の毛ごと、背中をそっと撫なでている左手の方が──。


    「杏あん子こ、杏子……エロチシズムだぜ」


    「カント、何言ってんの？」


    「杏子、おまえも見てみろよ。こんなのなかなか見られないぜ？」


    「だから、ぜ、って何が？」


    　杏子は俺の下にしゃがみ、首を伸ばして室内を覗のぞいた。


    　生まれて来る時代と性別を間違えた「宮みや本もと武蔵むさしの生まれ代わり」みたいな杏子だが、多感なお年頃である。耳まで赤くなって目を逸そらすがいい。


    　目を逸らしたな、超からかってやる。


    「杏子ぉ、この程度で何赤くなって……なってねぇっ。なってねぇな、何で？」


    　やっぱり女の子って俺たちより進んでいるのか。


    　杏子を押しのけ再確認した俺は、「な……」赤面どころじゃない。


    「ちょっとカント、何で急に前まえ屈かがみになってんの？　顔近いんだけど？」


    「だっておまえ、愛ちゃんブラウス脱がされかけて……なんてこった、ブラジャー絶対ぇ白って予想したの誰だよ。それに肌白いから黒もありだ、って俺は言ったぜ？」


    「カント……」


    「それにそれに、うは、ほら意外と胸あんじゃん。誰だよ控え目って決めつけたやつ」


    「もうやだ……もうムリ、あたし幼なじみ辞めたい！」


    「ばか、でかい声出すなよ」


    　まずい、気づかれた。


    　愛ちゃんは慌あわててはだけたブラウスで胸元を隠し、こっちを見る。


    「杏子、何やってくれてんだっ」


    「カント、よく見なさい」


    　頭を両手で摑つかまれる。


    　ぐいっ、と六○一教室内に突っ込まれた。愛ちゃんはこっちを気にしているが、正義くんは気づくどころか、いよいよスイッチが入った感じだ。


    「すげーな、正義くん」


    「は？　何興奮してんの？」


    「つーか押すな、せっかくバレてないのに……押すなってば！」


    「いいからよく見てよ」


    　正まさ義よしくんの舌が愛あいちゃんの首筋を這はった。


    　正義くんに導かれ、愛ちゃんは上から下へ、正義くんが馬乗りに転じる。


    「俺……も、もうダメだ」


    　杏あん子この薄うすい唇くちびるとか、大きめの耳とか。


    　いつもはそんなの何とも思わないのに、愛いとしく感じている俺がいた。


    「杏子、俺たち付き合おうか？」


    「はぁ？」


    「俺はもうバスケできないし、愛ちゃんは正義くんとあーだし、何か流れ的にさ？」


    　迫った分、カウンター気味に「死ね」って放たれた膝ひざ蹴げりが股こ間かんに入った。


    「カント、死んでないでよく見てみなさいよ」


    「おまえ……さっき死ねって言ったじゃねーか。死なないけどね、俺はまだ死っ……」


    　杏子は俺のネクタイを摑つかむと、再び室内に頭を押し込んだ。


    「カントあっちに行きかけてるから教えてあげるけど、部屋の中には一人しかいない」


    「一人？　何言ってんだよ、正義くんと、愛ちゃ……」


    　ん？


    　あ……あぁぁぁぁぁ！


    　つまりそれはおよそ二十四時間前に俺が憧あこがれを抱いだいた、あの。


    「エアセックスってことか！」


    「何でもいいけど先輩一人であれ何してんの？　何でくねくねしてんの？」


    　正義くんは、自ら空想で産み出したエア彼女（妹の愛）と何かを育はぐくんでいた。


    　育むべき愛は？


    「愛なんていないんだよ、カント」


    　でも正義くんの下で、上気した頰ほおで小さく儚はかない声で呟つぶやいてるよ？


    「お兄ちゃん、やっぱりわたし……×××……」


    　申し訳なさそうな表情で俺の聞こえない音が呟かれた。


    　俺は頭を抱かかえる。


    　渦巻く混乱、でもその混乱の中でも確かな思いがあった。


    　俺は愛ちゃんのことを、曲まがり矢やのエア彼氏である巽たつみよりも先にこの目で見ていた。


    　話もしたし、貴族的なお茶までごちそうしてもらった。


    「あれはエアティだった、ってことか……」


    　俺は知らないうちにパフォーマンスしちゃってたわけだ。


    　ごっこ遊びみたく。


    　架空の少女に架空のティーカップを薦すすめられ、架空のお茶を飲んでいた。


    「しかも俺はその後エアに駅まで送ってもらってる！」


    「カントあれ何？　空気に向かって手と舌で……あーいうことするの？　したいわけ？」


    　どうやら杏あん子こには、正まさ義よしくんの独り演技にしか見えていない。


    　愛あいちゃんはエア、実在しない？


    「俺には見えている……見えていた」


    　エアすげー。


    　エア彼女サイコー、俺も欲しい。


    「カント、もういいよ。帰ろうよ」


    「杏子は一人で帰れ、俺は俺の道を行く」


    「俺の道？　え？　何それ、何のこと？」


    　俺はバッグからチラシを取り出した。


    　くしゃくしゃになった『エア彼女』オーディションのチラシである。


    「ちょ、カント……どこ行くの？」


    「師匠の部屋だ」


    「シショオ、って……え？　いたっけ？　カント何か修行してたっけ？」


    　武む者しや震ぶるいしていた。


    　裸電球は六階までで途切れている。七階へと続く階段は完全に闇やみ、冷たい壁を伝って一段一段、階段を上った。一歩一歩、近づくにつれて傾きを感じる。


    　かつて正義くんは言った。


    『傾いた人間は、同じ角度の傾きを知る人間にしか受け入れられない』


    　曲まがり矢やと俺の傾きが同じとは思えない。


    　曲矢は俺の傾きなど越えた遥はるか先にいる。俺よりもずっと、ずっと傾いている。


    「俺を呼んでいる。曲矢が俺を……呼んでいる」


    「何言ってんの？　カントぉ、おーい、そっち明かりないから危なくない？」


    　俺は大きな扉を前に、ひとつ深呼吸してノブに手をかける。


    　ノブは少し錆さび付いていた。


    　七○一教室の床、天てん井じよう、花か瓶びん、カウチ、カウチに肘ひじを突いた曲矢が居る。


    　まるで暗闇に浮かんでいるみたいだ。


    　その部屋の何もかもが傾いて、頰ほお杖づえをついた曲矢の顎あごだけが真まっ直すぐ俺を向いている。


    「曲矢、いや、師匠っ」


    「木き村むらくん？　どうしました？」


    「俺にエアを教えてくれ、俺はエア彼女が欲しいんだっ」


    　曲矢はゆっくりと瞬まばたきした。


    　そしてやはりゆっくりと、真っ直ぐに、俺に向かって右手を差し出した。


    「本気なんですね、目を見ればわかりますよ……木村」


    　呼び捨てにされた瞬しゆん間かん、どういうわけかゾクゾクした。


    　曲まがり矢やの黒い瞳ひとみに、俺は吸い込まれて行く。


    　闇やみへ。


    　曲矢のいる世界へ。


    「曲矢、俺のこの命はエア彼女を作るためにあったんだ」


    　元キャプテンの言った「次の目標」の意味が今ならわかる。


    「左ひだり膝ひざが壊こわれたんじゃなくて、神様は、右膝を残してくれたんだ」


    「行くと言うのですね、木き村むら」


    　そっと手にした曲矢の手は、どうしてか小さく震ふるえていた。


    「では参りましょうか、木村の行きたい場所へ……」


    　冷たい手だった。


    　俺の体温で溶けてしまいそうだった。
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    「秋晴れってやつだなぁ」


    　衣ころも替えで気分も一新、思い切り伸びをする。


    「木き村むら」


    　ブラウスのボタンを留めながら曲まがり矢やが現れた。


    　曲矢は俺にピサでの合宿生活を命じ、正まさ義よしくんは六○二教室を仮かり宿やどとして与えてくれたのである。何でもピサは、正義くんの祖父の持ちビルらしい。


    　少々騒さわごうが補導されないわけだ。


    「何だよ曲矢、まだ着替え終わらないのか？　置いてくぞ？」


    「あとお化粧だけですから、少しだけ待ってください」


    「早くしろ」


    「ほんとにすぐ終わりますよ。ほんの小一時間で終わりますから」


    「どこがすぐだ！」


    　曲矢は本当に小一時間後に再登場した。


    「木村、私ファンデーションちょっと濃すぎますかね？」


    「や……別に、いいんじゃね？」


    　一時間前とどこがどう違うのか。


    　エア化粧の必要性は甚はなはだ謎なぞだ。


    　曲矢はエア化粧をしないで巽たつみに会うことは絶対にないらしい。


    「しかし俺はなーんで、巽や愛あいちゃんのことは見えるのにエア化粧は見えないんだ？」


    「眉まゆペンのせいだよ」


    　曲矢の七○一教室の隣となり、七○二教室には壁がなく、天てん井じようも半ば崩れている。


    　全身に朝日を浴びるイケメン巽は、どこまでも爽さわやかだ。


    「突とつ如じよ、どこからともなく騎き馬ば兵へいが現れたのはほんの一週間ほど前からなんだ。突然の戦いの中、曲矢は眉ペンをなくしてしまった。だからおれがプレゼントしたんだ」


    「眉ペンを？　もしかして巽、肌をぽんぽんやるコットンとかも贈ったか？」


    「うん、つまり化粧品は本物だけどそれを肌に運ぶ化粧道具はおれが贈ったエアなんだ」


    「おまえ悪意はないんだろうけどそれ、相当いけないことだぞ」


    　おかげでエアメイキャップアーティストな曲矢と俺は、登校すべくピサから駅へ。


    　旧市街を抜けると、急に空が広くなって眩まぶしい。


    「うーんっ、秋って気持ちいい季節ですね」


    「曲矢は（エア）香水も巽にもらったんだよな、使ってる？　（エア）蓋ふた、開けるの？」


    「え？　まず香水の瓶びんを引き出しから取り出しますけど？」


    　すげー。


    　北口広場を抜け階段を上る。俺は上じよう下げ坂ざか駅まで電車で三十分強。曲矢は南口広場へ出て路面電車に乗って、新にい見み南区にある楠くすのき女学院まで十五分程度だそうだ。


    　俺は四百三十円で切符を買った。


    「曲まがり矢や……俺はエア彼女を作るために、まず何をすればいい？」


    「第一段階のことですか？」


    「段階制なのかっ」


    「木き村むらはどうすればいいと思いますか？」


    　時刻は七時三十分、次の次の電車でも間に合いそうだ。


    「まずはそうだなぁ、やっぱイメージかな。名前とか容姿とか……設定……を決める？」


    「じゃあ決めちゃいましょうか」


    　曲矢は両手に息を吹きかける。


    　さほど冷え込んではいないが、吐と息いきはきらきら光る朝日に霞かすんだ。


    「木村はバスケ部でしたっけ？」


    「元バスケ部だ」


    「じゃあやっぱりバスケ部繫つながりの彼女じゃないですかね？」


    　曲矢は高くない鼻を擦こする。


    「そうだ、同じ体育館で練習してた女子バスケ部に……気になる子がいたでしょう？」


    　曲矢は平凡な公立高校の体育館事情をわかっていない。


    　男女のバスケ部が一いつ緒しよに練習できるなんて夢みたいな環境だ。バスケ部の他にバレー部や卓球部、時に剣道部まで武道場から追い出されてやって来る。それらで平等にローテーションだ。


    　さらに、バスケは野外でできなくもない。


    　ゆえに男子部と女子部は屋内外で振り分けられ、お隣となりで練習なんてほぼなかった。


    「女子バスケ部とはむしろ、体育館を巡る争いで対立していたような……」


    「木村、やる気ありますか？」


    「あるよ、ある」


    「じゃあ、ちゃんとイメージしてくださいよ」


    　曲矢が目を閉じたので、俺も目を閉じてみる。


    　まだ寝ぼけている感じのある曲矢の声は、少し鼻にかかって幼く聞こえた。


    「入学当初から気になってたあの子、あの子は女子部のレギュラー、上級生かな？」


    「お、先輩か……」


    「球磨みがきばかりの木村にとって彼女は眺めるだけの高たか嶺ねの花。そんなある日、そう、あれは雨降りの練習後、木村は体育館脇わきで雨に濡ぬれるワンちゃんを見つけました」


    「先輩と急接近するきっかけだな？　そうなんだろう？」


    　何か見えて来るぜ、寒くて震ふるえてる子犬の姿が──。


    「木村は抱き上げました、その、セントバーナードを……」


    「セントバーナ……でかくね？　セントバーナードって子犬でも重たくね？」


    「重さは七〇キロ、ちょっとした筋トレにいい感じでした」


    「成犬っ、それ筋トレってレベルなのか？　や、何でそんなの体育館脇わきにいたの？」


    「セントバーナードで筋トレしてる木き村むらのこと見てたんですよ、バスケ子先輩は」


    　タイム、タイムアウトを要求する。


    「曲まがり矢や、悪わりぃけど肝かん心じんなエア彼女の名前がよく聞こえなかった」


    「だからバスケ子先輩にとってはぁ、木村はセントバーナードで筋トレするマジメな部員程度の印象でしかなかったんですけどぉ、バスケ子先輩がある練習中にケガをしました。木村のせいですよ。でもバスケ子先輩は木村を責めませんでした。バスケ子先輩はぁ……」


    「待て待て待て、名前名前、名前が絶対的におかしい」


    　セントバーナードのくだり辺りから違和感はあった。


    「曲矢、いくら何でもバスケ子先輩って名前はないよ。安易だ、安易すぎる」


    「木村、人は名前や外見じゃないですよ」


    「名前や外見以外でどうイメージすんの？　エアだろ？」


    「第一の課題、それにはまず幼なじみ離れを目指してください」


    「急になんだ、俺が杏あん子こにおんぶに抱っこみたいな言い方はやめてくれっ」


    「じゃ聞きますけど杏子さんに相談とか、してませんか？」

  


  [image: ]


  
    「う、した……そうだ。エア彼女の設定、『アンブレイカブル』を参考に……つかその元ネタだとかそうではないとか言われてる航空機事故の映画を元にしてだな……」


    「彼女が不死身とかそんな設定、不可能でしょう？」


    　あれ？　あの映画の主人公って不死身なんていう設定だったか？


    「木き村むら、他のことなんて考えちゃダメですよ。自分の彼女のことなんですから、一日中、寝ても覚めてもバスケ子先輩のことを考えてください。まずは、幼なじみ離れですね」


    　曲まがり矢やは「では行ってらっしゃい」って行ってしまった。


    　俺のエア彼女の名前はバスケ子、上級生だからバスケ子先輩というらしい。


    



    　　　　　　　◇


    



    　とりあえず、先輩の学年を決めてみた。


    「バスケ子先輩は二年生だ」


    　放課後、新にい見み駅で曲矢と一いつ緒しよになった。


    「それだけですか？　学年しか知らないんですか？」


    　知らない、っておまえ。


    　それだけ決めるのに俺は昼休憩も返上している。


    「や……だっておまえ、名前だけでどうイメージしろって言うんだ？」


    「バスケ子先輩のクラスは何組ですか？」


    「Ｄ……は俺とかぶるからな、Ｂ組……やっぱＣ組がいいな、何となく」


    「どうしてＣ組なんですかね？」


    「どうして？　そんなの教員が決めたクラス分けじゃね？」


    「文系理系、どっちですか？」


    「Ｃ組は理系って斉さい藤とうさんが言ってたような……あっ、三羽がらすの一人がＣ組かも！」


    「変更はなしですよ？」


    　思ったよりエアは難しい。


    　並木道の落ち葉を踏ふむ曲矢の口調は、不思議と楽しげだ。


    「髪の毛は長いですか？　短いですか？」


    「長い……いやショート、ショートボブっていうの？　パッツンってなってるやつ？」


    「木村、ぜんぜんイメージできてないじゃないですか」


    　ため息をつかれた。


    　俺なりに授業中もいろいろ考えたが、成果は零ゼロに等しい。


    「木村、バスケ子先輩のスタイルはどうですか？」


    「おっぱい？　あるよ。でも細いね。脚も細い……お、今のスムーズじゃね？」


    　曲まがり矢やは大通りの手前で足を止めた。


    　ない眉まゆの間に皺しわを寄せる。


    「それは木き村むらの理想じゃないですか。しかも大ざっぱすぎますよ」


    　曲矢はもうひとつため息をつく。


    　そして表通りに負けないくらい広い通りを指し示した。


    「木村、彼女と二人で通りを渡って路地に入り、ピサまで戻ってください」


    「彼女と……えっ、バスケ子先輩と二人で？　彼女がいる体ていで演技しろ、ってことか？」


    「ちゃんと、彼女が転んだり交通事故に遭あわないように気をつけてください」


    「や、でもおま……」


    「彼氏なんだから、ちゃんとしてください」


    　いきなりだ。


    　いきなり課題のレベルがググーンって跳ね上がった。


    



    　　　　　　　◇


    



    「せ、先輩……？」


    　信号機の下で、俺は先輩をふり返る。


    「今日その……ツレに紹介すっからさ、一いつ緒しよにピサまで来てくんない？」


    　先輩は黙だまっている。


    　並んで信号待ちをしたって、先輩とはまだちゃんと付き合ってるのかどうかよくわからないし、俺には彼氏としての自信なんてなくて、先輩とどう接したらいいかわからない。


    　気まずい沈ちん黙もくが続く。


    　こういう時、気の利きいた会話ができればいいんだろうけど、俺はバスケしか知らない。


    「そ、そうだ先輩。先輩ってレイアップ上う手まいッスよね」


    　ダメだ、くじけそうだ。


    「お、俺……苦手なんスよ。身長だってほら、高くないし……」


    　哀かなしくて涙が出そうだ。


    　先輩なんていねぇし、やってて虚むなしいとはこのことだ。


    　いや負けるもんか！


    「お……俺にレイアップ教えてくださいっ」


    「んだよテメー、置いてくる、知らねーのかよ？」


    「わぁっ、ガキ？」


    　ランドセルの小学生が一人、二人、三人、いっぱい、集団下校の波に呑のまれた。


    「リングに置いてくりゃいいんだよ。つか何一人でぶつぶつ言ってんの？」


    「あ、こいつボール持ってんぜ？」


    「貸せよ、バッグから出せよ、レイアップ教えて欲しいんだろ？」


    　やめてください。


    　俺は小学生にさんざんいじられた挙げ句、「チビ」って言われた。


    「くそぉ、テメーらの方がチビのくせに！」


    「カント、何してんの？」


    「痛っ」


    　いつから見ていたのか、杏あん子こに首筋を刺された。


    　相変わらず爪つめは鋭く、今日は視線もまた一段と刺とげ々とげしい。


    「杏子……あのな、これは違うんだよ。俺はまだ本気出してないだけだ」


    「それよりまず謝らなくていいのぉ？」


    　今日の杏子は竹刀しないを担かついでいない。


    　まだ五時前、いつもならばりばり練習している時間のはずだ。


    「昨夜あの廃ビルに置き去りにされた人、はいっ、それあたし」


    「置き去り？　してない、そんなことしてない！」


    「カント、七階に上がった後どこに行ったの？　あたし十時まで待ってたんだよ？」


    「歯は磨みがきとか着替えとか買いに行ったけど、ちゃんとピサに戻ったよ」


    「あたしはあそこに竹刀と木ぼく刀とう忘れたから取りに……は？　はぁぁぁ？」


    　失言だった。


    　曲まがり矢やに師事しピサでの合宿を命じられたこと、さらに今朝からバスケ子先輩と交際中であること、そのバスケ子先輩をピサへ連れて行くという課題の最中ということ。


    　全部吐はかされた。


    　その場で正座させられて、である。


    「も……もう立っていいっすか？」


    「何で立っていいと思うの？」


    　怖っ、愉快以外の理由で笑ってる。


    「や、ごめんなさい、言ってみただけ、足が痛ぇ……てか膝ひざが……」


    「膝のせいにするんだ？」


    「しない、するわけない。まだあと四時間はいける」


    「石の上にも三年、なら地球の上だと何年かな？　ね、計算終わるまでそうしてて？」


    　杏子は青信号を睨にらみ、大おお股またでピサへと歩き出した。


    「お、おい杏子、何する気だ？」


    「あの眉まゆ無なし女に文句言ってやる。何で合宿する意味あんの？　一つ屋根の下で寝る？　それどういう修行なの？　必要？」


    「お……おい、何に怒ってんだ？」


    「カントによっ」


    　杏あん子こは横断歩道の半ばで足を止める。


    　俺は杏子を追いかけようとしたけれど、忘れ物を探していた。


    「カント……何してんの？」


    「や、ガキどもがバスケ子先輩突き飛ばしてさ、引っぱり起こさないといけない」


    「先輩……ってエアのこと？」


    　この辺でいいか？


    　俺はバスケ子先輩の手（空気）を摑つかみ、引き起こした。


    「カント、何で低い位置で手を振ってんの？」


    「だってさぁ、先輩の制服が汚れてっから埃ほこり払わないと……さ、さっと」


    「その動き、あたしが遭あった痴ち漢かんに似てるんだけど……」


    「ば、ばか変なこと言うなよ！」


    　あ、先輩のこと突き飛ばしちまった。


    「バスケ子先輩、ごめんね。あの宮みや本もと武蔵むさし子こが変なこと言うからさ……」


    「何、何なの？　誰に話しかけてんの？　あたしに嫌きらわれたいわけ？」


    　まだ赤信号まで余裕あるのに、杏子は猛ダッシュで逃げ出した。


    　いくら何でもドン引きが過ぎる。


    「先輩……俺たちは次の青信号でゆっくり渡ろうね？」


    　うーん。


    　当たり前だけど実感ない、っていうかバスケ子先輩なんてどこにもいないと思う。


    「カントのぉ、バカぁぁぁ！」


    　遠くで杏子が叫んでいる。


    　ごもっともだ。


    



    　　　　　　　◇


    



    　ピサ七○一教室。


    　俺はやっぱり、普通の人間なのかもしれなかった。


    「カント……」


    「……言うな、杏子」


    　傾いた部屋で、曲まがり矢やが空気と話している。


    「こんな天気のいい日は、公園でのんびり過ごすとかナイスですね」


    　曲矢は無人のカウチに向かって指を立てている。


    　腰に手をあて、一いつ生しよう懸けん命めいに誘さそっていた。


    「巽たつみ、早くしないとお日様が沈んじゃいますよ。秋の日はつるべ落とし、あっという間に真っ暗になっちゃうんですからね。夜になれば私たちは敵と戦わなければなりません。こういう時にのんびりしておくことも、戦いにおいては重要なんですっ」


    　ようやく俺と杏あん子こに気がついてくれた。


    　曲まがり矢やは何やら照れ笑いを浮かべ、エアを指し示す。


    「木き村むら、今日の巽って雰ふん囲い気きが違うと思いませんか？」


    「違うっていうか、その……」


    　見えません。


    　隣となりにいる杏子の啞あ然ぜんとした様子に同感、何だって言うんだ？


    「巽、何で返事しないんですか……木村からも巽に何か言ってやってくれません？」


    「あ、あぁ……」


    　杏子が俺の様子を窺うかがっている。


    　そんなあからさまに「変なことしないでよ」的な目で見られても困る。


    　今日は俺にも巽が見えないんだから何もできない。


    　今朝までの俺にとって巽の存在は現実と変わらないというか、「自称エア」という点を除けばほとんど普通の人間と変わらなかったのだ、と気づかされる。


    　居なくなると普通に寂しい。


    「巽、姿を現してくれ……つーか……まだ金返してもらってねーじゃん」


    　カウチを蹴けってみる。


    　居ない、まるで無人のカウチを蹴っている感触だ。


    「おい、巽。出て来てさっさと金返せよ！」


    　金なんかどうでもいい。


    　出会ったばかりなのに、この惜別感は何だ。


    「巽、巽ぃ、まだ会ったばかりじゃねーか。いったいどこに消えちまったんだよ、巽っ」


    　杏子は俺の母親に電話しようとしていた。


    　それは別にいいんだけど、曲矢が杏子の二倍くらい「この人、変」的な顔でいる。


    「曲矢……え……おまえの方が変だよ？　そうだよね？」


    「お金なら返すよ」


    　廊下からイケメン現る。


    「ちゃんと返すよ、四百円」


    「四百三十円だ！」


    　ハッとした。


    「曲矢、おまえわざと何もない空間に向かって話してたな……どうしてだ？」


    「木き村むらが本物なのかどうか、試したんですよ」


    　曲まがり矢やの表情が一変した。


    「確信しました。木村は紛まぎれもない、エアリアルです」


    「え……エアリアル？」


    　曲矢は予備校の名残なごりである黒板に、【aerial】と書く。


    　俺の知っているその言葉は、ジャンプ台から飛び出して空中演技を競うスポーツだ。


    「曲矢、それは……」


    「フリースタイル・スキーの一種目ですよ」


    「あ、そ……お、それは？」


    　曲矢はさらに【air real】と書く。


    「日本語だと同音になるので混同されがちですね。こちらのエアリアルには協会もあります。世界十二か国に存在していますね。遡さかのぼること十字軍時代まで、それらしき存在をほのめかす文献があるという噂うわさを、何度か耳にしたことがあります」


    「十字軍時代以来の、エアリアル協会……？」


    「エア彼氏やエア彼女、あるいはエアペットなどを召還する存在、それが……」


    　airエア realリアル。


    　先輩エアリアルである曲矢が手を差し出してくれた。


    　だけど俺は素直に喜べない。


    　十字軍時代にまで遡るという歴史、そして各国に存在するエアリアル協会──ただエアが見えるだけの俺が口にするほど、軽々しいものではないと感じた。


    「俺が、エアリアル……」


    　巽たつみが肩を叩たたいてくれる。


    　曲矢に視線を戻すと、曲矢は穏おだやかに微笑ほほえんでくれていた。


    　俺は曲矢の手を取る。


    　握り合う俺たちの手に、巽の手が添えられ、俺たちは互いに微笑みあった。


    「何それ……」


    　仲間はずれにされた杏あん子こが頰ほおを膨ふくらませる。


    　俺は穏やかな微笑みのもと、「来いよ」って手を差しのべた。


    「やだやだやだ、絶対ムリ近寄んないで。何でエアリアルとか普通に受け入れてんの？」


    　かつてないくらい拒絶されてしまった。


    　杏子は俺と曲矢（と巽）の手を無理やり解ほどくと、曲矢に詰め寄る。


    「あんた、登場から強烈すぎじゃない？」


    「えぇっ？　私が？　私ですか？」


    「何そのミスコンで優勝した瞬しゆん間かんみたいな『まさか顔』、超白しら々じらしいんだけど！」


    　杏あん子こは、無人のカウチを指差した。


    「彼氏と公園に行くなら行けば？」


    「や、杏子そこじゃなくて巽たつみはここだ」


    　俺は巽の肩に手を乗せた。


    　背が高いからあまり並びたくはないが、そこはイケメン、悪い気はしない。


    「杏子、巽幸ゆき雄おだ」


    「……………ちょっと、カント完全に壊こわれちゃったじゃない！」


    　杏子は曲まがり矢やの低い鼻を人差し指で押した。


    「黙だまって聞いてれば何？　エアリアル？　各国に協会があるって言った？」


    「えぇ、世界十二か国に……」


    「そんなのエア業界ならある意味で常識なんじゃないの。エアギターなりエアコンダクターなり、皆でやれば怖くない的な発想？　そういうの、どうなの？」


    　曲矢は俯うつむいてしまった。


    　曲矢にとってエア彼氏、ひいてはエアという世界は現実以上の聖域である。


    　俺にとってのバスケ、あるいはそれ以上かもしれない。


    「杏子さん……確かに、あなたが言いたいことはよくわかりますよ」


    「はっ、どうだか？」


    「現実から目を逸そらしてエア彼氏とかエア彼女と交際したいなんて、はっきり言っておかしいと思います。私だってそういう人のことは軽けい蔑べつしますね」


    　ちら、って軽蔑の目で見られた。


    「でも木き村むらがやりたい、って言うんだからしょうがないじゃないですか」


    「ちょっとあんた、自分は別格だとでも言うつもり？」


    　曲矢はきょとんと瞬まばたきした。


    「私にはちゃんと、現実に好きな人がいますよ？」


    「え、そうなの？　誰？」


    「そんな、初対面の人に言えるわけないじゃないですか……あ……」


    　曲矢は巽と目が合ってもじもじし始める。


    「私だってエアリアルとかそういうの、よくわかんないですよ」


    　俺はハッとした、こいつもしや！


    「木村がやりたいっていうからエアのこと調べたり、ちょっと見えるふりをして、確かめただけです。本当は……私だってこんなばかげたこと、付き合いたくないですよっ」


    　別格、別格だ。


    　曲矢は「自分がエアリアルだなんて思ってもいない」的な立ち位置に仁に王おう立だちだ。


    「すげーな曲矢、もうすげーとしか言えねーよ」


    　曲まがり矢やにとって巽たつみは現実なのだと、俺は痛感する。


    　こいつのことは理解しようと思っても理解できない。正まさ義よしくんの言った「傾いた者は同じ傾きを知る者にしか受け入れられない」という理論で行けば、重度に傾いている曲矢に俺のことは理解できても、そこまで傾いていない俺には曲矢のことは理解できないのである。


    　まともに話すことも難しい。


    「やぁ、木き村むらくん」


    　正義くんの登場に、俺は胸を撫なで下ろした。


    「そろそろ夜は寒いと思って、六○二教室に毛布を運んでおいたよ」


    「ありがと、何か気を使わせちゃってるな」


    「そんなことないよ」


    　正義くんの登場に、杏あん子こがそわそわし始める。


    「カント、愛あいって子はいるの？」


    「あ？　見ればわかるだろーが……痛っ、何で刺すんだっ」


    「見てわかんないから聞いてんじゃん」


    　あぁ、そうか。


    　正義くんは俺たちのやりとりに小さく笑った。


    「愛はまだ学校だ。木村くん、彼女は？」


    　窓から真横に入る西日が、正義くんの顔に影を落とす。


    「木村くんの彼女かい？」


    「ちょっ、杏子は……」


    　正義くん不用意だ。


    　杏子は正義くんに詰め寄ろうとしたが、正義くんはひらりと身をかわす。


    　杏子の視線はより険しくなった。


    「あたし今、そういう冗談笑えないんだけど……」


    「気に障さわったなら謝るよ」


    「だったら……だったら一つだけ聞いていい？」


    　杏子は俺と曲矢の顔を見た。


    「エアってどこにいるの？」


    　軽いボケかと思った。


    　部屋の中央の杏子、巽はその目の前で肩をすくめている。


    「どういう条件で見えるの？」


    「条件……というと？」


    「今、曲矢のエア彼氏は室内にいる？　誰と誰は見えてるの？」


    　正義くんは肩をすくめた。


    「エアリアルの召還したエアは、そのエアを召還したエアリアル本人、または同等の資質を持つエアリアルには見える。つまり今、巽たつみが見えていないのは……」


    「あたしだけってこと？」


    　頷うなずく正まさ義よしくんに、杏あん子こはなぜか俺を睨にらむ。


    「じゃあ反対に、エアはどうなの？」


    「エアが何だ？」


    「エアには何がどう見えているの？」


    「さ、さぁ……」


    　俺は正義くんに助けを求めた。


    「巽にはすべてが、ありのまま見えている……そうだよね、巽」


    「だからっ、空間に同意とか求めないでよ！」


    　杏子はどうしてそんなにいらいらするのか。


    　俺がそうならないのは、やはりエアが見えているから、だから混乱しないのだ。


    「巽、おまえに他のエア……愛あいちゃんは見えるのか？」


    　巽は頷きを返した。


    「おい？　何で返事しないんだ？」


    「だって木き村むらくん、彼女、おれと木村くんが話すの歓迎してないみたいだよ」


    　額を刺された。


    「カント、あたしの目の前で独り言禁止」


    「独り言じゃねーよ、俺は巽と……うおっ……杏子、殺意が出すぎだっ」


    「もううんざりっ」


    　杏子は涙目でカウチに座った。


    　俺、曲まがり矢や、巽を飛ばして正義くんを睨むも、何だか力尽きてうなだれる。


    「杏子、おまえ何をそんなにいらいらしてんだ？」


    「あんたたちが『エアが見える』ってボケを連発するからツッコンでるだけよ！」


    「ボケ、って……」


    　なぁ、巽。


    「それ、それをやめろって言ってんの！」


    　杏子は立ち上がって拳こぶしを振り上げた。


    　巽（空間）に見当をつけて睨む。


    「も……もう知らない！　帰る！」


    　エアを攻こう撃げきしたら仲間入りだと思って自重したらしい。


    「何なんだ、あいつは……」


    「なかなかいいね、杏子ちゃん」


    「はぁ？　正まさ義よしくん、何言ってるの？」


    「何だかんだ言って木き村むらくんのことが心配なんだ。わかってあげなよ、彼女だろ？」


    「だから違っ……」


    　そうか俺、試されているんだ。


    　そういえば俺は、バスケ子先輩を部屋まで連れて来たはずなのに──。


    「ぜんぜん忘れてた」


    　先輩ごめんねと、空間に向かって笑って見る。


    　そんな俺に、曲まがり矢やが申し訳なさそうに微笑ほほえんでみせた。


    「杏あん子こさんを怒らせたみたいですね、すみません」


    「や、別にそんなの……って今、すみません、って言ったな。言った、と……」


    　どうやら×××聞こえない音に入るワードは「すみません」ではないようだ。


    　正義くんが訝いぶかしがるから、俺は自己申告する。


    「や、俺……聞こえない音があるんだよ」


    「聞こえない音？」


    　俺はシーズン限定の風変わりな特徴について説明した。


    「俺、病院とか行った方がいいのかな？」


    「木村くんは、赤せき緑りよく色覚異常って聞いたことあるかい」


    「赤と緑の区別がつかないってやつでしょ？」


    「木村くんはそうかもしれないんだ」


    「や、聞こえない音があるだけだ。視覚は関係なくね？」


    「あのね。赤緑色覚異常は女性より男性に多いらしいんだけど、実際、自分でそうだと気づいていない場合が多いんだ。生まれながらにそうなわけで、信号で止まるべき色は皆が赤だというあの色だ、って知っているから間違えない」


    「はぁ……」


    「つまり、人間の感覚というのは個人的なものなわけだ。個人的な経験に基づいた個人的な感覚で、世界を測る。ひょっとすると僕が知っている黒は皆が思っている黒ではないのかもしれない。でも僕はちゃんと黒を識別できる。そんな風に、木村くんもその音をちゃんと識別できる以上、それはただの個人的な感じ方、ってことでいいんじゃないか？」


    「原因とか……」


    　思い当たる節がないから困っている。


    　正義くんは肩をすくめた。


    「幼い頃のトラウマ的な体験とか、そういうのじゃないかな。僕にもそういうのはあってね。水中に沈殿した片かた栗くり粉こを混ぜる音を聞くと、身の毛がよだつんだ」


    「や、すごく具体的なのにイメージできないんですけど？」


    「小学生の頃、友達とよく川で釣りをしたんだ。小麦粉を練った餌えさでね。僕も餌を作ろうとしたんだけど、小麦粉の場所がわからない。仕事中の母親に電話して聞くと、棚のポリ容器の中って言うんだ。後でわかったんだけど母親の勘違いで、小麦粉は別の場所にあった。僕は二時間以上、片かた栗くり粉こを練ろうとしたんだよ。きっとわかってもらえないだろうけど、練ることなどできない片栗粉を練ろうとするあの不快な感触は……うぅ」


    　身み震ぶるいする正まさ義よしくんに、「ごめん」と謝罪する。


    「いいんだよ、それは……しかしトラウマ的な体験というのは、それを忘れたいくらい辛つらい場合が考えられる。本当に辛いとき、それは記き憶おくの彼方かなたに封じ込まれるものなんだ」


    　思い出せないなら思い出さない方がいい。


    　正義くんはそう締しめくくると、曲まがり矢やが息をついた。


    「木き村むらの特殊で理解し難がたくてちょっときもち悪いお耳の癖くせは、さておきですね」


    「うるせーな、何だよ」


    　曲矢は『エア彼女』オーディションのチラシを壁に貼はり付ける。


    「もう十月に入ってしまったわけですから、時間がありません」


    「あ、そうか」


    　新にい見み駅近くのホテルで行われる一次オーディションの開催日は十月十五日。


    　もう二週間を切っている。


    「彼女作りの作戦を変更しましょう」


    　曲矢はカウチに腰を下ろした。


    「第一段階は木村の幼なじみ離れだったわけですが……ちょっとムリっぽいですね」


    「そうなんだ、あいつ意外と心配性なんだ」


    　あんな凶暴な幼なじみがいてはエア彼女どころじゃないが、幼なじみ離れは留保。


    　曲矢は指を立てた。


    「明日の朝、早起きしてください」


    



    　　　　　　　◇


    



    　小五の十二月、一度だけサンタクロースが来てくれた。


    　俺の家は裕福ではないし、父親はアメリカ人みたく仕事より家庭を優先したりしなかったし、母親はパイこそ焼いていたけどそれはパートでの話だった。


    　木村家のクリスマスは平日扱いで、だからあれはたった一度きりのクリスマス。


    　俺は、まだ窓の外が真っ暗な変な時間に目覚めた。


    　生々しい違和感に毛布の中で小さくなった。


    　ベッドの中に、俺以外の誰かが居た。


    　そいつは硬い革みたいな手触りで、まん丸だった。


    「バスケットボール！」


    　その日から俺の宝物になった。


    　膝ひざを壊こわして何度も捨てようとしたけれど、空気穴のすぐ横についた傷までが愛いとしい。


    　もう五年近くの仲だからすっかりボロボロだ。


    　ボロボロだけど、俺にとってはＮＢＡのコービー・ブライアントのサイン球ボールよりも大切だ。


    



    「え……………………………………………………………………………………………？」


    　火曜日。曲まがり矢やが七時に七○二に来なさい、って言うから早起きした。朝日が目ま映ばゆく反射する傾いた床に転がる、その変わり果てた姿に、俺は最初、彼女が誰なのか気づかなかった。


    　牛革に描かれた油性マジックの目、鼻、口。


    「バスケットボールに落書きとは、悪者がいるもんだぜ」


    　俺は半笑いで空気穴（鼻）の近くを確認してみた。


    「………………………………………………………………………………………………っ」


    　小六の時、ストリートで練習した時にできた傷がある。


    　確かに俺のボール、俺の宝物だ。


    　俺はいったいどのくらいの時間、ボールを抱えて呆ぼう然ぜんとしていたのか。


    「おはようございます、木き村むら」


    　曲矢が廊下で眠たげに目を擦こする。


    「曲矢……これはいったい？」


    「何って決まってるじゃないですか。バスケ子先輩ですよ」


    「え…………」


    　えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん。


    



    　　　　　　　◇


    



    　放課後、新にい見み駅北口広場。


    「あぁぁぁぁんっ」


    「そもそも捨てようとしてたボールじゃないですか？　どうして泣くんですか？」


    「捨てたんじゃない！　投げただけだ……いつもやってたみたいに」


    「そんなに嫌いやなら何か強い薬品を使ってせっかくの目鼻口を消したらどうですか？」


    「そんなことしたら革が傷いたむだろっ」


    　駅前の現代アート風モニュメントに背を預けて、曲矢は甘あま栗ぐりに真剣な眼まな差ざしだ。


    　俺はボールの磨きすぎで汗だく、一人だけ残暑である。


    「いいアイデアだと思ったんですけど……」


    「ボールに落書きすることがかよ？」


    「木き村むらには何か、イメージし易やすい取っかかりが必要なんですよ」


    　曲まがり矢やは立ったまま甘あま栗ぐりを剝むいている。


    「器用なのか不器用なのか……ちきしょう……絵心はねーな」


    「それで木村、成果はどうなんですか？」


    「成果も何もねーよ」


    　ダメだ消えねー、俺はボールを指先でくるくる回した。


    「昨夜は放課後にバスケ子先輩とデートしてみたんだ」


    「と、いいますと？」


    「恥ずかしいけど、女の子が行くような洋服屋に行ったんだ」


    　半笑いはやめて欲しい。


    「それでそれで？　どうなりました？」


    「や、別に……だってボール抱えた男子なんて明らかに冷やかしじゃねーか？」


    　入店後間もなく、若い店員が店長らしき人物を呼んだ。


    「何かひそひそ始められちゃってさ、気まずいから店を出て杏あん子こに電話をかけた」


    「それ絶対わざとらしいですよ。『あの子彼女に電話かけるふりしてますよ』ですよ」


    　杏子が来てから再度入店した。


    「失礼な話だぜ。今度は、彼女にプレゼントですか、って声かけてきやがんの」


    「杏子さんが彼女です、って認めたんですか？」


    「まさか、俺は毅き然ぜんと否定したね。それと服は、無ぶ難なんにワンピースを探したんだけど、こっちが金持ってないって見み透すかされたのかやんわり断られた。サイズ無いってさ」


    　曲矢は「む……」と割れない栗と戦っていた。


    「聞けよ、質問したら返答があるって知れ」


    「木村の努力は認めます」


    　天高い青空を背に、曲矢は艶つややかに唇くちびるを歪ゆがめた。


    「わかりました。明日の放課後、私の学校まで来てください」


    「え、何で？」


    　曲矢は俺の手元からボールを奪った。


    「迎えに来てください」


    　曲矢の笑顔には屈託がなさすぎて、俺は「あぁ……」と生返事を返していた。
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    　何だか最近、クラスの皆が俺に優しい。


    「木き村むら、帰りに何か食って帰らないか？」


    「や、俺ちょっと用事あんだわ」


    「え、でも部活は……あ、悪わりぃ」


    　あれ？　もしかして、「木村をバスケットの挫ざ折せつから救えの会」が発ほつ足そくしてね？


    「ばかおまえ、気をつけろよ……悪いな、木村。こいつは新規会員なんだ」


    「や……その会、俺も入れる？」


    　ダメ、って言われたけど少し感謝、でもそっとしておいて欲しい。


    　電車で新にい見み駅へ、そこから路面電車に乗り換える。


    　曲まがり矢やの通う楠くすのき女学院は新見市の端はしっこに位置しているものの、辺りの街並みからしてハイソな地区であると窺うかがい知れる。下界から隔かく絶ぜつされた高級住宅街へと続くモノレールを横目に見ながら、歩道つきの坂道を延々と上った。


    「そうか、モノレールで上から来るべきだったか……」


    　汗ばんだ肌に、金きん木もく犀せいの香りの混じった風が心地よい。


    　すれ違う下校中の楠女学院の生徒たちは、俺を避けてひそひそやっている。


    「あの、すみませんっ」


    　俺は努めて紳士的に一人の生徒に声をかけた。


    「一年生の曲矢サンノっていう……」


    　びくつかれ、逃げられた。


    　生きつ粋すいの女子校育ち、そういう子もいるらしい。


    『二年Ｃ組まで来てください』


    　メール着信。


    　煉れん瓦が造りの校舎を見上げると、曲矢がこっちを見て、他の生徒と何か話していた。


    　あくまで推測だけど──。


    「ご覧なさい曲矢様。あの汚けがらわしい者はいったい何でしょうか？」


    「私も存じませんが、警備の方にお知らせした方がよろしいかもしれませんね」


    　的な、他人のふりだ。


    「どうやって校内に入れって言うんだ？」


    　とりあえず校門前へ。


    　尖とがったメガネの女性教諭にじー、って見られた。


    「警備の方、ちょっとこちらへ」


    　三秒で不審者と断定された。


    　正攻法ではムリだと裏門へ回る途中、抜け穴的な壁の綻ほころびを見つけてしまった。入れないか試してみると小柄な身体からだが功を奏そうし簡単に侵入成功。掲示板の案内表を見ていると何だかスパイ気分になって来ちゃって、校舎三階までこそこそ移動してしまった。


    　幸運なことに見つからずに済んだという、不幸。


    「ねー、校門の辺りに不審者出たってさ」


    「まー大丈夫でしょ、うちの学校すぐ警察沙ざ汰たにするしさ」


    　木き村むらを救う会はどこまでなら味方してくれるだろうか。


    「現段階で同好会的なノリだしあまり期待は……やばっ、来る！」


    　廊下から誰か来る。


    　上へ逃げるしかないのに、上からも来る！


    　階段の踊り場で挟み撃うち、絶体絶命だ。


    「あ……」


    　いかにもマジメそうな、参考書片手の少女が降りて来た。


    　俺は隠れた、カーデを頭から被かぶって迷彩率一パーセントくらいでやり過ごそうとした。


    「あの、あなた……」


    　やっぱムリか、九く分ぶ九く厘りん露ろ出しゆつしてちゃムリだ。


    「あなた、曲まがり矢やのお友達ではありませんか？」


    　思わず「違う」と言いかけた。


    　だがしかし、ここはもう藁わらにもすがる思いで「彼女とは親友です」と微笑ほほえんでおく。


    「やっぱりそうだと思いました。最近ピサでお見かけしたような気がしましたので」


    「ピサ……ピサに通ってる子？」


    　少女は唇くちびるに指をあてる。


    「内ない緒しよですよ、うちの学校はちょっと厳しいところがありますからね」


    　俺は早口に「二年Ｃ組」を訊たずねる。


    　少女は親切に案内してくれたばかりか、現場までのルートを確保してくれた。


    「それではワタクシ、部活動がありますのでまたいずれ……ピサで、ごきげんよう」


    　俺は両手を合わせて感謝を告げた。


    「さて……曲矢ぁ、テメーふざけろ！」


    　手引きが手抜きすぎる。


    　責めようにも曲矢は意にも介さない様子で、机の上のバスケットボールをもてあそんでいた。


    「他の生徒は……いないのか？」


    「文化祭の準備で何だか、クラスの皆は忙しくしてるみたい」


    　口調、何か変だ。


    「クラスの皆？　おまえ一年だろ。何で二年Ｃ組の……」


    「そんなことよりカント、本当に来てくれたんだ？」


    　カント？　それとそのちょい甲かん高だかい声、何？


    「ワタシのこと迎えに来てくれたんでしょ？」


    「おまえが来いって言ったんじゃないか」


    「ちょっと寄り道して帰ろっか？」


    　どうして彼女は、俺のバスケットボールを手放さないのか。


    「曲まがり矢や？　寄り道、って言うけど二年Ｃ組の文化祭の手伝いしなくていいのか？」


    「曲矢って誰？」


    　まさか。


    「曲矢まさかおまえ……バスケ子先輩を演じるつもりかっ？」


    　バスケ子先輩って俺と同じ上じよう下げ坂ざか高校の二年Ｃ組ではなかったらしい。


    　曲矢が、さっ、と曲矢に戻って説明する。


    「木き村むらとバスケ子先輩は中学時代の先輩後輩でしょ、木村」


    「あ、そうなんだ……知らなかったな」


    「行こ、カント」


    　曲矢は顔の前にバスケットボールを持ち上げて腹話術を続けた。


    　こいつやっぱ、変わってる。
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    　俺とバスケ子先輩（曲矢）は繁はん華か街がいへ繰くり出した。


    「カント、ワタシ昨日のワンピースのこと諦あきらめられないんだぁ」


    「え……あ、うん」


    　改札を出てすぐ。


    　地下街へ降りて最初に目につくカフェの隣となり、セレクトショップ「レンズ」。打ちっ放しのコンクリートの内装に飾り気がない分、きらびやかな洋服が際きわだっている。


    　他に客はいない。


    「えーとぉ、どのワンピースだったかなぁ……ワタシ、忘れちゃった」


    「あれだよ、あの黄色いチェックの」


    　金髪ゆる巻きの女性店員がやって来た。


    　営業スマイルは、俺の顔を見るなり明らかに強こわ張ばった。


    「あ……彼女？」


    「違……や、そうだ。俺の彼女だ」


    　俺はバスケットボールを指し示した。


    　曲矢はそのバスケットボールで顔を隠し、鼻声にかかった声を出す。


    「あのワンピース、試着していい？」


    　店員は訝いぶかしげな表情だが、なかなか手て際ぎわがいい。


    　曲まがり矢やは試着室の前へ連れていかれ、ワンピースは試着室内のハンガーにかけられ、「お履はき物はそのままでどうそ」曲矢は「はーい」って返事した。


    　バスケ子先輩を抱えた曲矢は試着室に入る。


    　そしてすばやく試着室内にバスケ子先輩を残し、出て来て、カーテンを閉める。


    　曲矢は側そばにある服を手に、鼻歌をそらんじ始めた。


    「え……あの……え？」


    　店員は曲矢と俺の顔を交互に窺うかがった。


    　俺は堂々と腕を組んで先輩の試着を待つ。


    「バスケ子先輩、もうそろそろいいっスか？」


    「木き村むら、急せかしちゃダメですよ」


    「わっ、曲矢じゃないか。こんなとこで何してんだ？」


    「奇遇ですね、木村……あ、もしかしてぇ、彼女と来てるんですか？」


    　曲矢の演技力はかなりのもので、何だか俺まで引っ張られる。


    「そうなんだ。先輩の買い物に無理やり付き合わされちゃってさ、困ってんだ」


    「女の子の買い物は長いですからね。あ、そういえば今、何時ですか？」


    　俺はケータイを取り出して時間を見る。


    　時間などまったくどうでもいいけど、確認すると、四時半と判明した。


    「もう四時半だ」


    「そうですか、それじゃ私は帰りますね」


    「おー、じゃーな」


    　俺は興味ないけど新着メールも確認する。


    　曲矢が移動する気配があった。


    「カントぉ」


    　バスケ子先輩（試着室に戻った曲矢）が俺を呼ぶ。


    「あ、何？　今ケータイ見てたから、ごめん、ぼーっとしてた」


    　バスケ子先輩（曲矢）は制服姿で出て来た。


    「何だ、試着したとこ見せてくれないんスか？」


    「だって恥ずかしいんだもーん」


    　曲矢、地声だ。


    　目配せすると、曲矢は「んんっ」と咳せき払ばらいをする。


    「カント、今誰かいたのー？」


    「あ、そうそうバスケ子先輩、そういえば曲矢がいたよ」


    「やだー、一いつ緒しよに居るとこ見られ……あっ」


    　曲まがり矢やがバスケ子先輩を落とした。


    　俺は転々とするバスケ子先輩を「先輩、先輩、大丈夫？」と慌あわてて追いかける。


    　金髪店員がボールを踏ふみつけた。


    「あのさ、もう一度聞きたいんだけどその眉まゆ無なしの子が彼女？」


    「昨日も言っただろっ」


    　俺はボールを取り戻し抱きかかえた。


    「俺の彼女はバスケ子先輩だ！」


    　店員は店長を呼んだ。


    　その筋の人だとしても違和感のない男性店長は、やってくるなり地下道を示す。


    「スポーツ用品店なら駅ビルの中にある。ボールを入れる袋、探してみなよ」


    　バスケ子先輩は俺の腕の中でじっとしていた。


    　まるでバスケットボールみたいだった。
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    　結局、バスケ子先輩（曲矢）とゲーセンに行った。


    　バスケ子先輩（バスケットボール）とプリクラを撮った。偶然にも再び曲矢と会い（曲矢がバスケ子先輩役に疲れ）、俺は曲矢とエアホッケーをした。


    　基本的に俺はいかなる勝負事も手を抜かない。


    「言っておきますが、私は元ラクロス部ですよ？」


    「ぜーんぜん関係ないだろう？」


    　ボロクソに負かしてやると曲矢は、ピサに戻るなり広場に、ぽつん。


    　ジャージに着替え終えた俺は六○二から声をかける。


    「曲矢、いつまでふてくされてんだよ？」


    「でも……はい……いえ……」


    　ケータイで話してる？


    　階下に降りると、違うとわかった。


    　近づくに連れ、俺は視界に違和感を覚え始める。


    　十五歩ほどの距きよ離りで確信、曲矢の正面に巽たつみがいるのだった。


    「巽、私は行きますよ」


    「曲矢……あの騎き馬ば兵へいがいったい何なのか、それを探るべきじゃないか？」


    「現に街は包囲され、攻こう撃げきされているじゃないですか……戦うしかないですよ」


    「どこに曲矢が戦う必要が……あ、木き村むらくん」


    　そういえば曲まがり矢やはエア騎き馬ば兵へいと戦っているんだった。


    　街を包囲するエア騎馬団か。


    「そいつらって何者なの？」


    「わからないんですよ」


    　曲矢は腕を抱き、何が見えるのか、北の空を見つめる。


    「どこから来たのか、目的は何なのか……まったくわからないんです」


    「襲おそって来るんだろ？」


    「毎晩、少数が街に侵入しています。そうまるで……」


    　曲矢は北の空を指差した。


    「まるで斥せつ候こうが街の様子を探るような感じですね」


    「ジェスチャーの意味……聞いてもいいか？」


    「だから、ほら、あの無数の篝かがり火びがいつ一斉に殺到するか……怖くないですか？」


    　どの無数の篝火？


    　北には鷹たかの目め山やまという標高四百メートル程ほどの山がある。


    　名前の割りに、でかい仏像が横たわったようなシャープでないシルエットだ。


    　篝火どころか街灯の明かりも見えない。


    「真っ暗だよ、真っ暗」


    「木き村むらは見えないんですか？　あの無数の篝火が、一つも見えないんですか？」


    「悪いけどぜんぜん見えない」


    　俺はエア騎馬兵も見かけていない。


    　俺に見えるのは、エア彼氏とかエア彼女だけである。


    「そうだ、正まさ義よしくんにはエア騎馬兵とか見えてんのか……っ？」


    　タイミングよく正義くんが駅の方からやって来た。


    　ちょっと声をかけづらいテンションというか、頭からドクドク出血している。


    「曲矢、新にい見み東高の辺りに三騎出た！」


    「わかりました」


    　曲矢はアブト○ニックのスイッチを入れた。


    　そして腰の後ろに手を回し「雰ふん囲い気き」を引き抜く演技、エア短剣を抜いたらしい。


    「私が行きますから、巽たつみは正義の手当てをお願いします」


    「曲矢、おれも……」


    「私は……私はいつも巽に助けられてばかりじゃないですかっ」


    　俺は一つ学ぶ。


    　エア彼氏は自分の意志めいた何かを持っている。先日のように、曲矢によって知らない街に置いてけぼりにされた場合、巽はおろおろと俺に助けを求めたりする。


    　その時はつまり、俺に対してエアが強く作用しているわけだ。


    　しかし今この状況のように──。


    「曲まがり矢や、ムリはしないでくれ……って言ってもムダなんだろうな」


    　俺にエア的ベクトルが向かっていない時。


    　俺がエアである巽たつみから離れ、その声が聞こえなくなると、だんだん巽の姿が見えなくなって行く。曲矢は一人で照れ笑いしたり、話しかけたり、甚はなはだ痛々しい。


    　曲矢が俺を見る。


    「木き村むらからも、巽に言ってくださいよ」


    「何を？」


    「私が戻るまで留守番するように伝えてください」


    「いいけど、巽はどこにいるの？」


    「どこって木村の後ろにいるじゃないですか」


    　曲矢はエア彼氏を召還した。


    　背中に気配を感じてふり返れば、巽。


    　エアは水物である。


    　存在として不確かで、周囲の環境に左右され易やすく、逆にエアが見えない周囲の人間に大きな影えい響きようを及ぼすことはない。それでも彼らが存在できるのは、一人だけ彼らを「確かだ」って思う者がいるからだ。巽の場合は曲矢、愛あいちゃんの場合は正まさ義よしくん。


    　バスケ子先輩には、俺。


    「先輩、今夜はちょっと冷えそうだね……なんつって」


    　今日までの特訓の成果は零ゼロだ。


    　結論。


    　俺にエアはできないんだ。


    　曲矢が走っていく世界はやっぱただの夜の街。


    　俺には曲矢の見ているエア騎き馬ば兵へいも、エア短剣も、エア篝かがり火びも見えない。


    　広場の片隅、針金で作られたちゃちなバスケットゴールはリアルだ。


    　俺はリングを見上げ、膝ひざのことも忘れ駆け出した。


    「やっぱ、ボールはボールでしかねぇ！」


    　バスケ子先輩でレイアップシュートをしてみた。


    　外れた。


    　ボールは転々と、正義くんの足下へと転がる。


    「あれ？　正義くん、巽は？」


    「応急処置のための道具を取りに行ってくれた」


    「そうか……ってエアだから物を取っては来れないだろ？」


    「うん、そうだ……うぅ……」


    　それにしてもひどい姿だ。


    　頭から血を流し、制服は汚れているばかりか膝ひざなど破れている。


    「正まさ義よしくん、愛あいちゃんは？　呼んで来ようか？」


    　エアを呼びに行く、って何だろうか。


    「いやいい……愛も巽たつみと一いつ緒しよだ、僕を心配してくれてね」


    「曲まがり矢やも曲矢だな、巽に処置を頼たのむなんてどうかしてる」


    　それだけエア世界に没頭しているということだ。


    　だからこそ曲矢はエア彼氏と交際できている、ということか。


    「曲矢はすげーよ。でも……正義くんはちょっと、どっか常識っぽいね」


    「うん？　常識っぽいかな……うぅ……」


    　正義くんはアスファルトに横たわって、小さく笑った。


    「時々、愛が何を考えているかわからないことがあるんだ。本当は愛なんてどこにもいないんじゃないかって、怖くなることがね、あるんだよ」


    「やっぱこの人もかなりのもんか……本当はいねーのに……ったく」


    　正義くんは目元を腕で隠し、歯を食いしばる。


    「僕はエアリアルとしてまだまだ未熟だ。不用意な言動で愛を傷つけることもある。そんな時はいつも、いっそ僕もエアになれば、って思うよ。そうすれば永遠に愛と……」


    「や、それ逆にレベル高くね？　高すぎね？」


    　正義くんの愛ちゃんへの愛情は計り知れない。


    　底が見えなくて正直怖い。


    「で、正義くん、そのケガ……どうしたの？」


    「騎き馬ば兵へいに襲おそわれた。僕は曲矢のように戦いに慣れていなくてね、この様ざまだ」


    「戦いはともかく、転んだんだろ？」


    　あるいは車に轢ひかれたか。


    　どっちにしたってエアに没頭しすぎての失敗だ。


    「うわっ、深い切り傷があるぜ？　病院行った方がよくね？」


    「木き村むらくん、人間は実在しない炎で火傷やけどもするし、架空のナイフで出血もする」


    「催眠術か何かでかよ……噓うそだぁ」


    「聖せい痕こんって知ってるかい？」


    　正義くんは寝そべったまま両足を揃そろえ、さらに両手を水平に伸ばした。


    「イエスが十字架で受けた傷が、聖者の身体からだに現れる」


    「迷信とかじゃねーの？」


    「アッシジのフランチェスコの聖痕は有名なんだけどな……」


    「知らない」


    「手や足、あるいは鞭むちで打たれた背や茨いばらの冠かんむりを被かぶらされた額等……そういった聖せい痕こん現象の文献は多数残されているんだ。ケガもしてないのに、突然、血が溢あふれ出すんだってさ」


    「それとエアとどう関係あるんだ？」


    「エアとじゃなくて、人間の身体からだは現代の常識では計り知れない、って話だ」


    　ピンと来ないでいると、正まさ義よしくんは半身を起こした。


    「僕が言いたいことは一つ。いいかい、木き村むらくん」


    「な、なんだよ改まって……」


    「エアに関かかわればこんな風にゲカもするし、最悪、命を落とす可能性も零ゼロじゃない」


    　正義くんは陰かげを漂わせたまま続けた。


    「エア彼女と上う手まくいかないのは、木村くんがまだ本気ではないからだ。むしろそれでいい、って僕は思うよ。エアに深く関わらなければ、ケガをすることはない」


    「今さら……今さら引き返せって言うのか？」


    「曲まがり矢やのエア彼氏の話、聞く覚悟はあるかい？」


    　巽たつみ幸ゆき雄おはまだ戻って来ない。


    　傾いたピサの建物は、夜の闇やみにこそ、その威い容ようを見せつける。


    「巽は曲矢の初恋の相手だ」


    「お……なんだよ、肩すかし食らった感じだぞ」


    「七年前に亡なくなっている」


    　ハンマーで頭を殴なぐられた気がした。


    「くわしくは聞いていないが、大病を患わずらったそうだ」


    「初恋の相手を亡くして、それで曲矢は……」


    「エア彼氏として巽を作り出し、今日まで一いつ緒しよに成長して来たってことだ」


    　俺のエアに対する思いなんて、曲矢のそれとは比べものにならないほど軽けい薄はくだ。


    「俺……巽を初めて見た時、すげーって思ったんだ」


    　いったいどれくらいだろう。


    　会えない人のことをどれくらい強く願えば、噓うそでも、エアでも、会えるのか。


    「木村くんにエアリアルとして見込みがない、っていうわけじゃない」


    　立ち上がる、この正義くんは？


    　正義くんはどのくらい、愛あいちゃんのことを思っているのか。


    　肩に置かれたその手は、温かくて、そして重い気がした。


    「木村くんはバスケットボール、好きだったんだろ？」


    「俺は……」


    　視界が霞かすんでボールが見えなくなる。


    「俺は別に、レギュラーなんかどうでもよかったのかもしれない」


    　広場の真ん中に蹲うずくまる。


    「膝ひざがダメになるくらいなら、バスケできなくなるくらいなら、ベンチでよかった」


    　神様、俺は聖せい痕こんとかに興味はない。


    　レギュラーも、エア彼女も、現実の彼女だっていらない。


    「だから俺の膝、返してくれ……頼たのむから……俺の膝……？」


    　風でも吹いたか。


    　膝に触れたバスケットボールを、俺は抱きしめた。


    「俺には……俺にはバスケしかない……バスケしか……」


    　心臓の秘密の小部屋を感じる。


    　十六年間、覚かく醒せいすることのなかったエアリアルとしての才能が、今──。
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    　新にい見み駅近くの高架下バスケットコートが脳裏に浮かぶ。


    　小六の冬休みの記き憶おくだ。


    　正月に親しん戚せき中じゆうを駆けずり回ってかき集めたお年玉で、俺は新しいバッシュを買おうと街へ繰くり出した。上じよう下げ坂ざか中学のバスケ部では、レギュラーでない限り一年生は体育館シューズを履はかないといけない、と耳にした。


    　耳にした上で俺はバッシュを買おうとした。


    　必ずレギュラーになる、そんな自分への決意表明。


    「俺、かなり上う手まくなっただろう？」


    　一年前のクリスマスから俺にバスケを教えてくれたのは、きみだった。


    「今日、帰ったらぴかぴかに磨みがくからね」


    　駅前のスポーツ用品店前で、突然、すれ違いざまにスティールされた。


    　くすんだ色のニット帽を被かぶった小学生で、その瞳ひとみは冷たい碧あお色いろをしていた。帽子からはみ出した髪の毛は金色、やや灰色がかっている。


    　噂うわさの賭かけバスケットマン灰鷹スパルビエロ──。


    　上下坂町まで轟とどろいていた噂の人物は、突とつ如じよとして俺の前に現れた。


    「隙すきだらけだな、キミ……」


    「やめろっ。一年前に貰もらってからまだ一度も、アスファルトの上でついたことないんだ」


    　灰鷹スパルビエロはきみを、硬いアスファルトに強く叩たたきつけた。


    　俺は一呼吸で奪い返そうとした。


    「遅いよ、遅い」


    　速度スピードだけなら自信はあった。


    　けれど俺は、高架下のコートまで二百メートルも灰鷹スパルビエロを独走させてしまう。


    　灰鷹スパルビエロは俺と同じくらいの身長、さらに言えば華きや奢しやな体格だった。


    　身体からだを当てて止めようとする。


    　不用意に重圧をかければ、ひらりと身をかわされ、逆にこちらがバランスを失った。


    　今まで見たどのレイアップよりもきれいで、確実なシュート。


    「一本千円でどうだい？　キミが望むなら左手を使わないってルールでもいいけど？」


    「ふざけるなよ」


    　どうしてバスケットボールで賭かけなんてするんだ。


    「そんな汚ぇバスケに、俺が負けるかよ！」


    「そうなこなくちゃね」


    　だけど俺は──俺は、汚いバスケに負けた。


    「お金、大丈夫なの？」


    　結局、俺は二万八千円すべてを奪われた。


    　きみは空気穴の近くに大きな傷まで付けられ、俺は無ぶ様ざまに倒れて立ち上がれない。


    「商売繁はん盛じよう……そろそろバスケじゃ食えなくなってたんだけど、今日はラッキーだった」


    「おまえ……おまえ何なんだよ？」


    　そんなに上う手まいのにどうしてこんな──。


    「おまえにとってのバスケって何なんだよっ？」


    　灰鷹スパルビエロは喉のどの奥で「くくく」と笑う。


    「逆に、キミにとってのバスケって何なの？」


    「俺……俺にとっての？」


    「バッグに書いてあるけど、キミ六年生だろ？　ボク五年生だよ？　六年生なのにボクより背が低いし、おまけにそんなに上手いわけじゃない……どうして辞めないの？」


    　下へ手たくそ、チビ、才能ない、辞めた方がいい。


    　そんなことは言われ慣れていた。


    「俺は長は谷せ部べさんみたいになりたい……それだけだ」


    　小学校に入ったばかりの頃、校庭で長谷部さんを見た。


    　杏あん子こが言った。


    『見てカント、あの人上手……かっこいい』


    『うん、かっこいいね』


    　休み時間のコート占有権を奪い返すために、一人で上級生と戦っていた。


    　俺は長谷部さんに追いつこうとすぐバスケの真ま似ね事ごとを始めた。


    　長谷部さんを盗み見ては真似をして、練習し、少しでも近づこうとした。


    『杏あん子こ、俺もかっこよくなって来たか？』


    『あ、長は谷せ部べさんだ！』


    　杏子はバスケットボールに興味はないはずだ。


    　それなのに中学校時代も見かける度たび、「カント、長谷部さんだよ」と声をひそめた。


    　いつからか長谷部さんもこっちを見ていた。


    　部活では補欠の俺に視線ひとつくれないのに、長谷部さんはたぶん、杏子を見ていた。


    「や、目が合っちゃった……ってなんでカントが赤くなってんの？」


    「うるせーよ……つーか杏子、おまえちょっとちゃらちゃらしてんじゃねーか？」


    「えっ？　何であたしがカントに怒られてんの？　カント何を怒ってるの？」


    「俺は、長谷部さんに勝つからな……いつか、いつか絶対！」


    　俺はバスケ以外で泣いたことがない。


    　居残りのコートではよく独りで泣いた。そんな時いつもきみが側そばにいた。


    　きみは何も言わずに練習に付き合ってくれた。


    「カントぉ、もう帰ろうよー」


    　杏子が退屈そうに欠伸あくびしていた。


    　でもきみだけは夜遅くても、朝早くても、一いつ緒しよにいてくれた。


    「先輩、バスケ子先輩……」


    　膝ひざを壊こわして自じ暴ぼう自じ棄きになっても、側にいてくれた。


    　捨てようとしても、何も言わなかった。


    「バスケ子先輩、ごめん……俺は……」


    　これからはエアリアルとして、先輩の彼氏として前を向くよ。


    　だから先輩の声を聞かせてください。


    「俺にはバスケ子先輩しかいないんだ！」


    　正まさ義よしくんが去ったピサのコートで、俺はバスケ子先輩と──。


    　ついにバスケ子先輩の声を、姿を──。
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    「普通、あれだけ感情こめればエアリアルとして覚かく醒せいすんじゃねーの？」


    　駅裏のハンバーガーショップ。


    　エア彼女オーディションまで一週間を切った日曜日。


    　俺は曲まがり矢やを朝食に誘さそった。


    　曲矢はエア騎き馬ば兵へいとの戦いが思わしくない様子で、日に日に生傷が増え、口数が減っている。昼間は学校に行ったり行かなかったり、いずれにせよほぼ眠っているらしい。


    「夜は戦争、昼間は惰だ眠みんむさぼるっておまえ……価値ある高校生活送ってんなぁ」


    「木き村むらは存在自体がリーズナブルですよね」


    　曲まがり矢やはメガダブルバーガーをもそもそ齧かじる。


    「噓うそ泣なきでバスケ子先輩の気をひこうなんて卑ひ怯きようです……心の底で何を思ってました？」


    「そろそろバスケ子先輩が現れるんじゃねーかな、って待ってた」


    「現れるわけないじゃないですかっ」


    「だったらこの修行って何の意味があるんだ？」


    　俺たちは例によって例のごとくカップル座りだ。


    　曲矢の正面には巽たつみ、俺の向かいの席にはバスケ子先輩（ボール）が鎮ちん座ざしている。


    「やべ、さっきから据すわりが悪ぃ……ボール、テーブルの上に置いていいか？」


    「木村は彼女をテーブルの上に載せるんですか？」


    　それからさらに四日間、ボールはボールであり続けた。
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    　オーディションを二日後に控えた木曜日。


    　俺はノッていた。


    「でさ、その試合で俺は高校初アシスト決めたんだ。一番嬉うれしかったのは、長は谷せ部べさんに褒ほめられたことかな。や、監督に褒められたことも嬉しくなくはなかったよ。ていうか褒められたのとは違うのかも……ちょっと待って、ケータイ……気のせいだ……どこまで話したっけ、あ、そうそう一番嬉しかったことだよね。長谷部さんに後ろから頭叩たたかれたんだよ、『ワンテンポ遅ぇよ』ってさ。確かにね、うん、あれは褒められたのとは違うね。怒られただけなんだけど、長谷部さんが声かけてくれたのは、それが初めてだったんだ。え……先輩もわかってくれる？　さすが先輩、うんうん、だよねっ」


    　河原は赤、白、紫色のコスモスでいっぱいだ。


    　コスモスの揺れる土手沿いの道、向こうから誰かがやって来る。


    　それが杏あん子こだということはだいぶ前から確認済みだった。杏子が上じよう下げ坂ざか町を流れる小川の畔ほとりの俺を見つけ、「カント？　電話かな？」「電話じゃないな、誰かといるのかな？」「誰もいないな、エアといるな！」的に怒っていく様子も了解していた。


    「カント、一応聞くけど、何してんの？」


    　見た通りだ、杏子。


    「エア彼女と話してんだよ」


    「今日も木ぼく刀とうを持ってる人、はいっ、それあたし」


    「木刀だ？　恫どう喝かつには屈さないぞっ」


    「じゃ何で逃げるの、続けなさいよ。待ちなさいよ」


    　木ぼく刀とう娘から逃げたいんだけど、俺は先輩といる。


    　土手の上へ駆け上がろうとした俺は、杏あん子この木刀を避よけようとしてバランスを崩した。


    「だー、おまえ何すんの？」


    　ボールは土手をころころ転がって危うく川へ。


    「先輩、先輩、大丈夫？　ケガはない？　ごめんね、うん、もう手ぇ離さないよ」


    「お巡まわりさーん、お巡りさんここに変な人が！」


    「公権力にすがるなんてフェアじゃねーぞっ」


    　気づいた時には、遅かった。


    　俺なんてエアができなくて当然、たった今、もう離さないって約束したのに俺は──。


    「ぐあぁ、バスケ子先輩を投げちまった！」


    「ボロ出しちゃったね、カント。所しよ詮せんあんたのそれはごっこ遊びなのよっ」


    　杏子に「取れ！」って命令するが、ひらりと身をかわされる。


    　土手の向こうは車道だ。


    「く、くそぉ……」


    「カント？　走っちゃダメ、ダメだってば！」


    「邪じや魔まっ」


    　俺はディフェンスをかわす要領で杏子の手をくぐり抜けた。


    　まずい。


    　よりにもよってガソリンを運うん搬ぱんするためのばかでかすぎる車が来る。


    　バスケ子先輩がぺちゃんこに踏ふみ潰つぶされ、何らかの原因でガソリンに引火して大爆発しちゃって、影も形も残らない映像が目に浮かぶ。


    「さ、させるかぁぁ！」


    　俺は走れない。


    　土手を尻しりで滑すべり降り、その勢いのまま車道に飛び出した。


    　ボールを捕まえ、右脚一本で着地、バスケ子先輩は死んでも離さない。


    　ブゥォーン。


    　クラクションまでばかでかい。


    　一秒、二秒、三秒──まだ天国にはつかない。


    　バスケ子先輩を抱えた俺は、車道を挟んだ向かいのゴミの山に頭から到着していた。


    「バカヤロー、踏み潰しちまうぞそんなくそボール！」


    　何が俺を突き動かしたのだろう。


    　俺はボールを抱えたまま起き上がると、運転手に向かって叫んでいた。


    「バカヤローはそっちだ。俺の彼女に謝れよ！」


    「な、なんだとぉ……ん……なんだとぉ？」


    　運転手は二度訊たずねたが、それでも合が点てんが行っていない。


    「ボールが彼女ってどういう意味だ？　お、おまえまさかどっか打ったか？」


    「がたがたうるせーな、とにかく謝れ！」


    　俺の剣幕は自分でも驚おどろくほどだった。


    　運転手は鼻の頭をかく。


    「わ、悪かったな、坊ぼう主ず……」


    「俺にじゃねーよ、俺の彼女に、バスケ子先輩に謝れっ」


    　その時、川の向こうに夕日があった。


    　バスケ子先輩を掲げる俺の影は、彼氏の形をしていたと思う。


    　運転手は言ったんだ。


    「……悪かった」


    「あぁ？」


    「バスケ子先輩、ごめんなさいっ」


    　そして運転手は逃げるように去って行った。


    　残された俺とバスケ子先輩は何となく見つめ合って、どちらからともなくキスをした。


    「カント一つだけ……いい？」
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    　そういえば誰かいたっけか？


    　杏あん子こは目を潤うるませていた。


    「カントはいつもボールを抱えてたね、ボールは友達、そう言ってたよね？」


    　言ったのは俺じゃねー、俺よりずっと熱い人だ。


    「杏子、おまえ何だ？　泣いてんのか？」


    　ちょっとドキッとした。


    　涙でぐしゃぐしゃの顔で夕日に向かって何を叫ぶ。


    　×××耳鳴りが来る予感がした。


    　昔、こんな風に一度だけ泣かした時に俺は「謝れよ、杏子」って叫んだ。


    　杏子はなんて叫び返したんだったか。


    　十年経たった杏子は、ちゃんと、俺に聞こえる言葉で言った。


    「カント、ボールとは……ボールとは……」


    「あぁ？」


    　俺と杏子の細長い影が重なる。


    　杏子は俺にすがって叫んだ。


    「ボールとは、友達以上にはなれないんだよっ？」
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    　十月十五日午後七時、新にい見み駅に隣りん接せつするグランドニューホテル十七階──。


    　展望カフェ「ランドルト」。


    　映画『エア彼女』オーディション第一次審査の会場だ。


    「驚おどろいた、思ったより参加者が多いようだ」


    　一いつ緒しよにオーディションに参加する正まさ義よしくんは、今日も大だい算さん大付属の制服を着ている。


    　寄り添う上品ワンサイドな髪型の少女は正義くんの彼女。


    「千人近くいるかも……怖い怖いだよぉ、お兄ちゃん」


    　愛あいちゃんと正義くんが実の兄妹だってことは仲間内だけの秘密だ。


    　確かに会場は人で溢あふれているが、俺は怯ひるまない。


    　なぜなら俺の小こ脇わきには彼女、バスケ子先輩がいる。


    「へへ、何とかギリギリ間に合ったぜ」


    「カント……本当に間に合ったと思ってんの？」


    　杏あん子この反論なんてもう気にならない。


    「絶対ムリだってば、彼女じゃない。どう見ても落書きしたボールじゃん！」


    「杏子、おまえは何しに来たんだ？」


    「や、幼なじみとして見過ごせないし……」


    　杏子は唇くちびるを嚙かむ。


    「立ち直れないくらい恥ずかしい思いをすること、きっとあると思うんだ」


    「そういうやつも出るかもね」


    「あんたのことを言ってんのよ、あんたのことを！」


    　杏子は力なくランドルトの入り口付近にへたり込む。


    「木き村むらじゃないか」


    　否いや応おうなく現実を突きつけるその声の主は、恵まれた体たい軀くの元キャプテンだ。


    「斉さい藤とうさん……どうしてこんなところに？」


    「ん……いやその……」


    　斉藤さんは俺の肩に手を回し、声をひそめる。


    「木村、灰鷹スパルビエロの話なんだが」


    「灰鷹スパルビエロって、あの賭かけバスケの灰鷹スパルビエロっスか？」


    「そう、オレが中一の時に五千円も奪われた……」


    　灰鷹スパルビエロは彗すい星せいのように現れ、そして彗星のように去って行った。


    「さっき街で見かけたんだよ。で、あとをつけてる内にここへ」


    　あの灰鷹スパルビエロが、エア彼女オーディションに？


    「木村、ここで何が始まるんだ？　おい？　何で急に怖い顔してんだ？」


    「斉藤さん、冷やかしなら帰った方がいい」


    　俄が然ぜん、燃えて来た。


    　まさかこんな場所であの灰鷹スパルビエロに復讐リベンジするチャンスが巡ってくるとは──。


    「宿命だ、宿命を感じるぜ」


    「エア彼女オーディション……ふーん、なかなか面白そうだな」


    　斉さい藤とうさんは「空想だけで五百万円なんてボロい話だ」と甘ちゃん発言をする。


    「斉藤さん、中ちゆう途と半はん端ぱな覚悟だとケガしますよ？」


    　灰鷹スパルビエロ、どこだ。


    　俺はここだ、ここでおまえを捜している。


    「あ、カント。もうお店の中に一人いるよ？」


    「杏あん子こまさか、灰鷹スパルビエロか？」


    　店内は特徴のないシンプルな内装、百席程度だ。


    　特設されたか、ＤＪブースがある。


    　機材をチェックする黒フード、背丈は俺と同じくらいか。


    　腕や指は細く、ゆったり丈の長いジャケットは魔ま女じよを連想させた。


    「灰鷹スパルビエロなのだとしたら三年でずいぶん老ふけたっつーか、弱ってる……灰鷹スパルビエロじゃないな」


    「あたしもちょっとわかって来たかもしれない」


    　杏子は何だか得意げに笑った。


    「ほら、窓叩たたいてもシカトだし、あの人エアでしょ？」


    「杏子に見えてるってことは普通の人だ」


    　今の俺になら少しわかる。


    　エアはそれ単体として現れることはない。


    　エアリアルがいて、そのパフォーマンスでもって周囲の人間にエアを見せるのだ。


    　つまり黒フードのＤＪは非エアである。


    　非エアであるＤＪはこっちへやって来て扉を開けた。


    　参加者たちのざわめきが止やむ。


    「こんばんは……」


    　ややハスキーがかった、けれどよく通る声だ。


    「こんばんは、ＤＴＢのエミリです」


    　一部の参加者が歓声を上げるが、俺は「誰？」だ。


    「誰だ？　こいつらはファンなのか？　あの魔女みたいなやつ、有名なやつなの？」


    「木き村むらくん、知らないの？」


    　愛あいちゃんが目を丸くする。


    「ＤＴＢはダウン・タウン・ブービーズの略、ＭＣ四人とＤＪ一人。全員わたしたちと同じ高校生のヒップホップグループ、あの子はリーダーでＤＪのエミリだよ」


    「ぜんぜん知らねーし」


    　ＤＪエミリは俺を一いち瞥べつした。


    　フードで隠すほどまずい顔面ではないが、なかなか好戦的な面つらをしている。


    　切れ長の目が印象的だった。


    「絶対倒してやる」


    「木き村むら、戦いじゃなくてオーディションですよ」


    　曲まがり矢やと巽たつみが遅れてやって来た。


    「言葉のあやだよ、曲矢……なんだよ、またエア騎き馬ば兵へいと戦ってたのか？」


    「ピークですよ。鷹たかの目め山やまの篝かがり火びの数、五千を超えました」


    「エア彼女オーディションを見学しに来たんだったりしてな、エア騎馬兵だし？」


    「街に被害が出ないのならいいですが……」


    　会場の半数はＤＪエミリ目当ての野や次じ馬うま、土曜の夜ともあってカップルが目につく。


    「選考方法を発表する」


    　オーディションはその名の通り「エア彼女」のクオリティを競うものだった。


    「映画のワンシーンからサンプリングした音を用意している。映像は流さない。セリフと音だけだ。各自、シチュエーションに浸ひたってパフォーマンスをしてくれ。音源の元ネタを知っているからといって、有利とは限らない。ワタシたちが求めているのは映画の再現ではない。きみたちと、そしてきみたちご自じ慢まんのエア彼女との親密さが見たいんだ。逆に、きみたちとエア彼女の関係が強固であれば、どんな音源にも対応できるはずだ。優すぐれたエアリアルのパフォーマンスは、観みる者に真実を見せる……そうエアで、真実を見せて欲しいんだ」


    　何だ、エア彼女とデートすればいいだけか。


    　俺はさりげなくカフェ「ランドルト」の入り口近くに移動する。


    「一番乗りで合格者第一号狙ねらいだぜ……」


    「ワタシが合格を告げた者から退店して欲しい。合格者には追って次のオーディションの日程を知らせる。なお、合格と告げられなくても退店は自由だ。当然、その場合は失格。ワタシの口から失格を宣言することはない。各自、最後までベストを尽くして欲しい」


    「要はほぼ自由演技ってことだろう？」


    「あぁ、パフォーマンスがすばらしければワタシの方から音を合わせることも……」


    「なんてことないね。始めようぜ？」


    　俺は左胸をノックする。


    　ざわつく会場の雰ふん囲い気きに、俺は試合勘かんめいた記き憶おくを取り戻し始めている。


    　心臓の小部屋が作業を分担し始めた。


    　四つの小部屋は緊きん張ちようで鼓動を早めている。


    「出て来い灰鷹スパルビエロ……秘密の小部屋が戦いを望んでいるぜ」


    「ちょっ、カント。何わけのわかんないこと言ってんの？」


    「杏あん子こ、黙だまって見てろ」


    　エアリアルとしての華々しいデビュー戦だ。


    「カント、たぶんだけど、声出したらアウトだよ？　わかってる？」


    　心配無用。


    　正まさ義よしくんのためにも、俺とバスケ子先輩が合格して勢いをつけてやる。
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    　ＤＪエミリはヘッドホンを肩と耳で挟んだ。


    　手元の動きに合わせ、店内のスピーカーがノイズを走らせる。


    『……だから僕は言ってやった。僕は噓うそつきだけど一日に一つしか噓はつけない、とね』


    『大した悪党だよ、テメーは』


    　四、五人のばか笑い。なるほど、こういう音に合わせて好きに演じればいいんだな。


    　映像がないと想像しにくいかと思ったが、何となくイメージできそうだ。


    「へっ、映像がなくても、映画の元ネタを知らなくてもやれそうだ」


    　ジャラジャラ、耳みみ障ざわりな音だけど聞き覚えがある音だ。


    『おっと、そいつは通らないぜ？』


    『裏は？』


    『あー、乗った乗った』


    『悪いな、跳ねちまったぜ』


    　部室で時々、先輩たちが息抜きに麻マー雀ジヤンをやっていた。


    「これって『燃えよ黄こう龍りゆう』の冒頭シーンじゃないですか？」


    「サンノちゃんすごーい、映画通だねー」


    　曲まがり矢や、愛あいちゃん、店外からのアシストはいらないぜ。


    　夜な夜な集まっては賭かけ麻雀に興じる、チンピラどもの場面か？


    『いらっしゃい』


    　ギィ、と扉が軋きしんで店主らしき人物が声を上げる。


    　俺登場の音に違いない。


    『ここに来れば、早打ちジョニーに会えるって聞いたんだが？』


    　俺は台詞せりふに合わせて口を動かし、店内を見回した。


    　店外のギャラリーたちが「おぉ」って声を上げている。


    　何だかノッて来た。


    『僕に何か用かい？』


    『テメーが早打ちジョニーか』


    　俺は奥のテーブルに当たりをつけ、空席の一つを軽く蹴けった。


    『俺と勝負してくれよ、早打ちジョニー』


    『勝負はいいが、何を賭かける？』


    『俺のなりを見ればわかるだろ、とぼけんじゃねーよ』


    　俺はバスケ子先輩を抱えている。


    　音源に合わせ演技だ、彼女を賭けた麻マー雀ジヤン対決か──。


    『俺が賭ける物は当然、これだ』


    　俺はバスケ子先輩を突きだした。


    　早打ちジョニーは「くくく」って喉のどの奥で笑う。


    『あんた正気か？』


    　俺的にはもちろんバスケ子先輩を賭けるつもりはないけど、しょうがない。


    『そんな大金どこで手に入れた？』


    「た、大金？」


    　違った。


    　急いで財布に手を伸ばしたけど、もう間に合わない。


    『まぁいいや、そうやって土ど下げ座ざまでされたんじゃ断れない』


    　土下座？　俺、土下座して頼たのんでるの？


    『しょ、勝負してくれるのか？』


    『あぁ、けど僕はいったい何を賭ければいいんだ。そんな大金は持ってないよ』


    『しらばっくれるな、そのテーブルの下のモノだ』


    　しばらくバスケ子先輩の出番はなさそうだ。


    　俺は邪じや魔まにならないようにバスケ子先輩を、右手にあるカウンターの方へ転がした。


    　早打ちジョニーが『くく』と笑う。


    『テーブルの下ぁ？　くく、いったい何があるって言うんだ？』


    『彼女を、彼女を返せ！』


    　先輩、タイム、やっぱ出番だ。


    　俺は痛い膝ひざを引きずりながら先輩を回収、テーブルの下に置く。


    　店外から容よう赦しやのないブーイングが降り注いだ。


    『俺が勝ったら女を返してもらうぜ？』


    『いいよ……おい、準備しろ』


    　ガチャガチャと耳みみ障ざわりな音が響ひびく。


    　そして静寂、俺はジョニーがいると思おぼしき席の対トイ面メンに座った。


    『そう緊きん張ちようするなよ、勝負は一いつ瞬しゆんで終わる』


    『言ってろよ、早打ちジョニー』


    『じゃあ始めようぜ、一……』


    　俺は麻マー雀ジヤンのルールを知らない。


    　とりあえず見よう見まねで、牌パイを手元に持ってくる演技をした。


    　確か斉さい藤とうさんがこうやってた。


    　一枚取ったら一枚捨てる、だったはずである。


    『二…………さ、リーチだぜ？』


    『ちょ、ちょっと待ってくれ！』


    　待った、とかあるんだろうか。


    　とりあえず掌てのひらを正面に向けて待ってもらおうとする。


    『往おう生じよう際ぎわが悪いぜ、兄さん』


    『そうじゃねーよ、さすが早打ちジョニーだって言いたいんだ。躊躇ためらいなくことを進めやがる。だがおまえは、噓うそつきとも呼ばれているらしいな？　なぜだ？』


    　早打ちジョニーは「くく」と笑った。


    『そのままで聞きなよ、そうやって片足で立ったままだ』


    　え、俺立ってんの？


    『ジョニー、テメー何で見えてやがる？』


    『きみの手元も見えてるぜ。人のこと卑ひ怯きよう者もの扱いできるのかい、ずるいやつめ』


    『な……』


    　あれ？　俺、追い込まれてる？


    『喋しやべりすぎたね、そろそろ決着だ』


    　オーラスってやつか？


    　確かゲーム終了後、先輩たちは点数を表示するための棒を数えていた。


    　俺は数えるふりをする。


    『行くよ？』


    『ま、待ってくれ！』


    　早打ちジョニー、計算早ぇよ。


    『三……』


    『ぅ、ぅぉうお！』


    　きっと俺は点数が足りなくて、テーブルをひっくり返すんだ。


    　ぅ、ぅぉうお！


    『おいおい兄さん、何テーブルの下で縮こまってんだよ？』


    「おうぉぅ……また間違えた」


    　俺はひっくり返したテーブルを元に戻してさっと隠れる。


    　ジョニーは言った。


    『顔を上げてこっちを見ろよ』


    『あ……あ……い……いつの間に？』


    　もうどういう音なのか想像もつかない。


    　というか店外で見守る千の観衆のブーイングで聞き取りにくい。


    『あんたと勝負するつもりなんてなかった。返してやるよ』


    『本当だな？』


    　俺はダメだ、できない子だ。


    『こいつも返すよ』


    　ゴトリと、重い金属の音。


    



    「お手上げだ……」


    　俺は何かとても大きな勘違いから失敗している。


    「盛り上がらないな、誰か同じ音で決められないか？」


    　ＤＪエミリが呟つぶやいた。


    　音源は冒頭に戻って、ＤＪエミリは次のオーディション参加者を呼ぶ。


    「少年、退店するか？」


    「や……いの一番の脱落は恥ずかしすぎる」


    　ＤＪエミリの口元が歪ゆがむ。


    「だったらぼーっとしてないで、演技を続けてみたらどうだ？」


    　入店して来たのは正まさ義よしくん、俺の肩に手を置く。


    　店外で応援する仲間を指差した。


    「木き村むらくん、ファイトファイトだよ！」


    「そうですよ、木村。まだ勝負は始まったばかりじゃないですか」


    「あたしはもう充分恥ずかしい……」


    　杏あん子こ、もう少し待てよ。


    「よ、よーし、準備運動はこれくらいにしとくか……」


    　ブーイング上等。


    　まだ終われない、っていうか、俺はいつも後半に強いんだ。


    



    　　　　　　　◇


    



    　同じ音源だ。正義くんは迷わずジョニーの席に座った。


    　ジョニー一味、実は悪役じゃないっぽいから俺もテーブルにつく。


    『……だから僕は言ってやった。僕は噓うそつきだけど一日に一つしか噓はつかない、とね』


    　正まさ義よしくんの口パクは完かん璧ぺきに近い。


    『大した悪党だよ、テメーは』


    　四、五人のばか笑い。


    　ジャラジャラ、耳みみ障ざわりなこの音は何なんだ？


    『おっと、そいつは通らないぜ？』


    　正義くんは窓の方を向いて言うと、立ち上がった。


    　オーディション開催のために、「ランドルト」の立て看板が窓辺に置かれている。


    　正義くんは「それじゃ風が通らない」とでも言うように看板を裏返した。


    　すると窓から風が吹き込んで来る。


    『裏は？』


    　二本のパイプ、旗状の看板広告はワンタッチで折り畳たたまれる。


    　それをひょいと、棚の上に片づけた。


    『あー、乗った乗った』


    『悪いな、跳ねちまったぜ』


    　正義くんは何やら襟えり元もとの汚れを気にする。


    　ウェイターの粗あらそうでシャツの裾すそがべとついた演技。


    『いらっしゃい』


    　ギィ、って扉が軋きしむ。


    『ここに来れば、早はや撃うちジョニーに会えるって聞いたんだが？』


    『僕に何か用かい？』


    『テメーが早撃ちジョニーか』


    　正義くんは店の真ん中に歩を進める。


    　堂々たる態度でエアからの挑戦に応じる構えだ。


    『俺と勝負してくれよ、早撃ちジョニー』


    『勝負はいいが、何を賭かける？』


    『俺のなりを見ればわかるだろ、とぼけんじゃねーよ』


    　俺は目を擦こする。


    　なんだか、何となくだけど、大金を抱えた髭ひげのおじさんが見えるような気がした。


    『俺が賭ける物は当然、これだ』


    『あんた正気か？』


    　ヒュゥ、風が吹き込んで来た。


    　店内の雰ふん囲い気きが、何だか違って見えてくる。この店にあった、開けるとベルが鳴る扉はどこへ。西部劇やなんかで見かける両開きの扉が揺れていた。


    『しょ、勝負してくれるのか？』


    『あぁ、けど僕はいったい何を賭かければいいんだ。そんな大金は持ってないよ』


    『しらばっくれるな、そのテーブルの下のモノだ』


    　俺はテーブルの下を見て、驚おどろく。


    　両手を後ろ手に縛しばられ、猿ぐつわを嚙かまされた愛あいちゃんがいた。


    『俺が勝ったら女を返してもらうぜ？』


    『いいよ……おい、準備しろ』


    　正まさ義よしくんに命じられ、俺はガチャガチャとテーブルを動かす。


    「ちょっとカント、何で下したっ端ぱ役になってんの？」


    　杏あん子この声にハッとする。


    　俺が作った店内中心部の空間で、正義くんと髭ひげのおっさんは中央で背中合わせになる。


    『そう緊きん張ちようするなよ、勝負は一いつ瞬しゆんで終わる』


    『言ってろよ、早はや撃うちジョニー』


    『じゃあ始めようぜ、一、二…………さ、リーチだぜ？』


    　決けつ闘とうのシーンだったのか、西部劇風だ。


    『ちょ、ちょっと待ってくれ！』


    　早撃ちジョニー（正義くん）は緊張感のない笑みを浮かべる。


    『往おう生じよう際ぎわが悪いぜ、兄さん』


    『そうじゃねーよ、さすが早撃ちジョニーだって言いたいんだ。躊躇ためらいなくことを進めやがる。だがおまえは、噓うそつきとも呼ばれているらしいな？　なぜだ？』


    　正義くんは「くく」と笑った。


    『そのままで聞きなよ、そうやって片足で立ったままだ』


    『ジョニー、テメー何で見えてやがる？』


    　それは俺が銀色のトレイを持ってるから、鏡越しというわけだ。


    　今、正義くんの演技は観衆をも巻き込んでいる。


    「何で？　え、何で皆ちょっと引き込まれてんの？」


    　杏子は相変わらず取り残されて混乱していた。


    「三み田た村むら先輩の一人芝居、見てて辛つらいし……どうしてせっかくの舞台中央で窮きゆう屈くつな格好してるの？　普通に後ろふり向いて話せば？　何かセクシーショットになってない？」


    　正義くんは背後の髭のおっさんに注意を戻していた。


    「きみの手元も見えてるぜ。人のこと卑ひ怯きよう者もの扱いできるのかい、ずるいやつめ」


    　髭のおっさんの手元、既すでに拳けん銃じゆうが握られている。


    　一、二、三の合図で抜き撃ちするまで銃に触れてはいけないルールのはずだ。


    　一方、正義くんは丸腰なのに余裕の表情である。俺がつまずいた『ぅ、ぅぉうお！』のくだりもごく自然に演じ切っていく。


    「喋しやべりすぎたね、そろそろ決着だ」


    　三。


    「顔を上げてこっちを見ろよ」


    　テーブルの下に蹲うずくまって隠れた髭ひげのおっさんが、恐る恐る顔を上げる。


    『あ……あ……い……いつの間に？』


    　正まさ義よしくんは愛あいちゃんを抱き寄せていた。


    「きみと勝負するつもりなんてなかった。返してやるよ」


    『本当だな？』


    「こいつも返すよ」


    　正義くんは後ろ手に手を回し、ベルトに挟んでいた拳けん銃じゆうをテーブルの上に置いた。


    　見える、ていうか杏あん子こがうざい。


    「何？　何を置いたの？　てか空気を摑つかんでるあの手つき、何かいやらしくない？」


    　正義くんの演技＋音源の効果で俺には小道具が見え始めている。


    『じ……銃まで返してくれるって言うのかよ』


    　正義くんから解放された愛ちゃんは、髭のおっさんの太い腕に抱かれる。


    「これに懲こりたら二度と、僕たちに関かかわらないことだ」


    『言われるまでもねぇ……』


    　正義くんが背を向ける。


    　髭のおっさんの目が怪しく光って、その手はテーブル上の拳銃に伸びた。


    『女さえ取り戻せば、親分に殺されずに済む』


    『さっさと行くがいい』


    『惜しかったなぁ、もう少しで保安官の娘を誘ゆう拐かい犯はんから救えたのに……』


    　そういうストーリーだったのか。


    「巽たつみ、『燃えよ黄こう龍りゆう』とはぜんぜん違うじゃないですか」


    　映画通気取りの曲まがり矢やよ、失敗の責任を彼氏になすりつけるのはよせ。


    『ジョニー、テメーは正義の味方にはなれねーよ。むしろ俺たちの側の人間だ。奪うことしか能がねぇ。奪わなきゃ奪われるんだ、命までなぁ……』


    　髭のおっさんは正義くんに銃口を向けた。


    　その瞬しゆん間かん、愛ちゃんはおっさんの腕を抜け出し、そして、正義くんを庇かばった。


    　銃声が轟とどろく。


    　くずおれる愛ちゃんの身体からだを抱き留める正義くんの、表情は窺うかがえない。


    『な、なぜだ？』


    　髭のおっさんは、何度も何度も引き金を引く。


    　しかし弾丸は一発も発射されない。


    『テメー、まさか弾の入ってない拳けん銃じゆうを、俺に、おぉ……痛ぇのは……何でだ？』


    　おっさんは胸を押さえて蹲うずくまる。


    　愛あいちゃんを抱き留めた正まさ義よしくんの腕の先から、硝しよう煙えんが上がっている。


    　正義くんは拳銃をホルスターに収めると、愛ちゃんの（エア）猿ぐつわを外した。


    『僕は早はや撃うちジョニー、いつでもどこからでも撃てるのさ』


    『助けてくれるの？　わたしのこと、夜や盗とうに売り渡すんじゃなかったの？』


    　正義くんは愛ちゃんの唇くちびるに指を押し当てる。その指を自分の唇に当てた。


    『夜盗の親分にはちゃんと噓うそをついたよ、きみを売るってね』


    『わたしのこと……』


    　愛ちゃんの頰ほおを涙が伝った。


    『わたしのこと、愛してるって言ったことも噓だったの？』


    『言ったはずだよ。僕は噓つきだけど、一日に一つしか噓をつけないんだ』


    　正義くんは大した悪党だ。


    　俺の失敗パフォーマンスを見てこのシナリオを見抜いたに違いない。


    　拍手喝かつ采さい、観客は盛り上がっている。


    「キャーっ、三み田た村むら先輩ついに空間とキスしちゃってんだけど？」


    　杏あん子こ、おまえ損してるよ。


    　ＤＪエミリはエンディングっぽいバラードソングに切り替えた。


    「合格だ、名前は？」


    「大だい算さん大付属三年、三田村正義。彼女は妹の愛だ……おや？」


    　いつの間にか、テーブルの上に何かある。


    　お弁当箱だった。


    「愛……これは？」


    「お兄ちゃんにがんばってもらおうと思って、作ったんだ」


    　フリースタイル演技だ。


    　正義くんのエア演技に、観客は最高潮の盛り上がりを見せている。


    　正義くんがさりげなく見せつけるお弁当の中身に、俺は唸うなってしまった。


    「女子高生に人気のおかずベスト３……」


    　からあげ、たまごやき、そしてグラタン。


    　当然、エアである愛ちゃんが作ったわけではない。


    　テーブルの上に置いた犯人も別にいる。


    「愛、いつもありがとう」


    「いつも？　いつも自作自演なの？　三田村先輩、見た目爽さわやかなのに超変じゃん！」


    　杏あん子こ以外から拍手喝かつ采さいされ、颯さつ爽そうと退店する三み田た村むら兄妹。


    　一方、まだ店内に居残ろうとする俺へのブーイングはさらに倍だ。


    「カント、もう諦あきらめちゃいなよ。三田村先輩の一人芝居、ダンスだったもん。あんなの絶対カントにできないってば……うわぁ……また変な人が出て来た！」


    　俺はリストバンドで汗を拭ぬぐった。


    「カント、カントその人やばいってば。さっきからずっとタップダンス踊ってるもん」


    「さっきから……ずっと？」


    　ニット帽に大だい算さん大サッカー部のジャージ。


    　大学生は何かを蹴けりながら入店し、何かを蹴り上げ首の後ろで何かを留める。


    　一部マニアックな観客から紹介風の声が上がった。


    「多た田だ……多田健けん太ただ！」


    「多田だ、あの多田まで参加してるのか？」


    　どの多田ッスか、有名な人？


    　あれだけのパフォーマンスを見せた正まさ義よしくんが唸うなる。


    「エアリフティング世界第四位の多田健太……」


    「エアリフティング……ん？」


    　杏子はちょっとだけ想像し、キレた。


    「架空のボールなら誰だって永遠にリフティングできるよね？　できるよね？」


    「ヘイ、ちょんまげガール」


    「ちょんまげ？　あたしエアリフティングの人にちょんまげ呼ばわりされてる！」


    　誰にでもキレられる杏子は、ある意味すごい。


    　多田は杏子に投げキスした。


    「可か愛わいい、いったいどのエアリアルの彼女だい？」


    「な……エアですらサッカーできなくしてあげようか？」


    　多田は「失礼、きみの彼女か？」と口笛を吹いた。


    「多田、ふざけんなっ。俺が……俺があんなやつと付き合うわけねーだろ！」


    　世界第四位の男か。


    　相手にとって不足はないというか、俄が然ぜん、やりがいのある相手だ。


    　多田はバスケ子先輩を足で宙に浮かして捕まえようとする。


    「ソーリー、ボーイ。これがきみの彼女なのねん？」


    「カント、話し方っ。この人エアがどーこーよりもまず、話し方が変！」


    　多田は長い舌で舌なめずりする。


    「ふふ……他人の彼女を奪うのって何より楽しいのねん……っ？」


    　俺はバスケ子先輩をスティールして取り返した。


    「テメーにはもう指一本触れさせねーよ」


    　正まさ義よしくんに続く合格者第二号は、この俺だ。


    



    　　　　　　　◇


    



    　受験者百名を終え、合格者は正義くん一人だけである。


    「木き村むらくん、映画の元ネタを知る必要はない。大切なのは心だ。彼女への愛情に満ちた音を探し、音に乗ればいい。後は自おのずと、彼女の方がリードしてくれるはずだ」


    「俺、それやってるつもりなんだけど……正義くん」


    　オーディション参加者にエアリアルとして覚かく醒せいしている者は、ほとんどいない。


    　下へ手たな設定で理想像を語る者たちが、どんどん出て来る。


    　アイドルと脳内交際している輩やから、地球の命運を握る少女と地球そっちのけで勝手に交際している不届き者、エアセックス元日本チャンピオンにはちょっと期待したけどただのスケベなおっさんで、エア彼氏と手を繫つないでいるらしい人はそもそも論外だった。


    「やっぱ俺が練り込んだバスケ子先輩の設定ほどのやつは……」


    「オレの彼女はバスケ部時代に同じ体育館で練習していた女子バスケ部の先輩だ」


    「ぉわ！　俺の彼女と設定かぶってる人がいる！」


    　元キャプテンの斉さい藤とうさんだった。


    　斉藤さんはテーブルにつき、正面の空席を怖い顔で見つめている。


    「小学校時代の先輩と、高校で再会っ、先輩はぁ、先生になっていたぁぁ！」


    　ムダに力み「奈な緖お子こさん」と呼びかけては「斉藤くん」と腹話術で独り会話だ。


    「斉藤さん……曲まがり矢やに師事する前の俺を見るようだ」


    　エア彼女の台詞せりふを自分で喋しやべっちゃいけない、っていうここでのルールも無視している。


    　斉藤さんはエアの何たるかがわかっていない。


    　ところで「奈緖子」は確か一学期までいた保健の先生の名前だ。


    「ヘイ、ボーイ。よそ見してるとまたボール取られるのねん？」


    「多た田だ……」


    「ボーイはエア初心者だろう？　動きでわかるのねん」


    「なーんで上から目線なの？　テメーも不合格しっぱなしじゃねーかっ」


    　半数はすぐに諦あきらめて退店したが、諦めの悪い数十人が音に合わせて動いている。


    『痛ぇな、どこに目ぇつけて歩いてんだ？』


    『お？　まぶいスケ連れてんじゃねーか？』


    　ＤＪの選んだ次のテーマ音源は、古い不良映画の音源らしい。


    「ヘイ、ボーイ。群れてないと何もできないくせに……ケガする前に謝るのねん」


    　多た田だ、反応だけは早い。


    「のねん、っておまえ台詞せりふばりばり喋しやべんなっての！」


    「悪いけどボキは昨日今日エアを始めたきみたちとは違うのねん。もちろん最初は三回のリフティングもできなかったのねん。練習し過ぎてアキレス腱けんを断裂したこともあったけれど、中一の夏……ボキに転機が訪れたのねん。ブラジルへ渡って正解だったのねん」


    　息を呑のむ杏あん子こ、ちょっと妬やけた。


    「エアのために留学までしちゃってんの？　しかもリフティングのためにだけに？」


    「杏子、さっきから多田に食いつきすぎだ」


    　多田はニット帽を目ま深ぶかに被かぶって照れ笑いした。


    「偶然とはいえ、ロ○ウジーニョから指導を受られたのは人生最大の幸福だったのねん」


    「カント、その人超噓うそつきなんだけど！」


    　完全に噓だろうけど、こいつのエアに対する思いは本物だ。


    「さぁ、腕に自信があるならボキからボールを奪ってみるのねん？」


    「舐なめやがって、リフティング中のボールなんてルーズボールと一いつ緒しよだぜ！」


    　膝ひざが完調だったら──勝負にたらればはないのだけれど。


    「く、触れることすらできねーとは……」


    「カント、エアなんだから触れたことにすれば？　取ったことにしちゃいなよ？」


    　杏子、おまえには見えないのか？


    　軸足の外側のボールを蹴ける技ラボーナ、壁に跳ね返ったボールを胸トラップ。


    「普通にムダな動きっていうか、普通に挙動不審なんですけど……もうあたしムリっ」


    　いや、（エア）ボールが足や胸に吸い付くみたいだ。


    「何て優しいトラップを……まるで恋人を抱き留めるかのような天使の抱擁エンジエルタツチだ」


    「正まさ義よしくん、多田は……」


    「あぁ、間違いない」


    　正義くんは今にも窓から再入店しそうな勢いで解説する。


    「多田はエア的恋人募集中フリーだ。おそらくエア彼女はいない、召還できない。エアリアルとしては未熟といえるが、多田にとってあのボールは、友達以上恋人未満の存在なんだ」


    「だからぁ、ボールとは友達以上にはなれないんだってば！」


    　杏子、おまえは間違っている。


    　俺とバスケ子先輩に刮かつ目もくしろ、見せてやるぜ。


    『ね、話って何？　放課後の教室って何か、ちょっと雰ふん囲い気きあるね……』


    　不良映画にだって恋愛シーンはある。


    　バスケ子先輩、行くよ。


    『話っていうか……言葉じゃ上う手まく伝えられないよ』


    『どういうこと？』


    『その……もう少し側そばに行っていい？』


    　俺はバスケ子先輩を椅い子すの上に置いた。


    『目を閉じててよ』


    　やばい、この椅子もまた据すわりが悪い。


    「先輩、頼たのむからじっとしてよ」


    『歯ぁ食いしばれ』


    「え？　歯？」


    　突然、鈍器が頭ず蓋がい骨こつを打ち砕くような音が響ひびき渡った。


    『痛ぇか？　テメーらにやられたツレの痛みだ、思い知れ！』


    「俺やべー、またひどい音源に乗っちまった！」


    　彼女をぶん殴なぐるという俺の演技に、今日最大のブーイングが起こる。


    「つかアイツ何でバスケットボールを彼女に見せようとしてんの？」


    「見ろよ、ボールに顔描いてあるぜ？」


    「エアリフティングの多た田だと揃そろって場違いすぎだよな？」


    　いつの間にか俺、多田との熾し烈れつな最下位争いだ。


    「おい、あれを見るのねん」


    　さすがの多田も打開策を模も索さくし始めた。


    　カフェ「ランドルト」のイベント掲示板を指し示している。


    「誕生日のお客様には当店よりバースデーケーキをプレゼントさせていただきます？」


    「ボーイ、ボキは一点突破の打開策を思いついたのねん」


    　多田はカウンターに身を乗り出し、呼び鈴を鳴らした。


    「この誕生日イベントを利用してエア彼女召還に道筋を作るのねん」


    　音楽が変わる。


    　ＤＪエミリは音を流すだけでなく、こっちの動きに合わせ音を選んでいた。


    　多田、本当に突破口かもしれない。正まさ義よしくんが言ったように音に乗る、あるいは俺たちの方からＤＪに音を要求するような演技をすれば──多田め、なかなかやるなっ。


    『ウェイター、ウェイター』


    『はい、ただいま』


    　え？　誰か厨ちゆう房ぼうから出て来た。


    　貸し切りのはずのカフェ「ランドルト」にウェイターが現れる。


    　小柄な美少年、おそらく参加者の一人だ。


    『お呼びでしょうか、お客様』


    　甲かん高だかい声、女の子なのかもしれない。


    　小麦色の肌にブロンドのショートカット、日本人離れした顔立ちだ。


    「ボーイ、ボキはあの張り紙を見つけたんだけど……」


    『お客様、お誕生日でございますか？　それはハッピーバ……』


    「いや、ボキではないのねん」


    　完かん璧ぺきな口パクを披ひ露ろうする灰色がかった金髪──まさか、灰鷹スパルビエロ！


    　ＤＪが誕生日を巡る音源で主役に選んだのは灰鷹スパルビエロ、灰鷹スパルビエロはこの展開を待っていたのか？


    　多た田だに続いて便乗しようとする者が現れる。


    『おいウェイター、偶然だけどこっちも誕生日なんだ』


    「ちょっとちょっとちょっと……」


    　杏あん子こ、許してくれないか。


    　俺たち五十人は、我先にと手を真まっ直すぐ挙げていた。


    「全員の彼女が誕生日一いつ緒しよとかありえないでしょ！」


    「杏子、おまえは正しい。正しいんだけど、何で店の中まで入って来てんだ？」


    　杏子は竹刀しないを振り回しオーディションを妨害しようとするが、俺たちは怯ひるまない。


    　俺たちの勝手な演技に、ＤＪエミリは対応する。


    『ウェイター、悪いけど花を用意してくれないか？』


    『ウェイター、この曲をかけてくれないか？　彼女の好きな曲なんだ』


    『かしこまりました、少々お待ちください』


    　ウェイターは忙しく動き回る。


    　あの灰鷹スパルビエロが、エア彼女オーディションで、何でこんなに真剣に──。


    『まだ若いのに感心な子だ』


    　俺は口パクの合間に早口で訊たずねた。


    「おまえ、灰鷹スパルビエロの妹か何かなのか？」


    　曖あい昧まいな笑みを返された、間違いなく女の子だ。


    　まさか、四年前に現れて去っていた灰鷹スパルビエロは──まさか、俺は女子に負けていた？


    　灰鷹スパルビエロは女の子だったんだ。


    　中学生に備わるはずもない妖よう艶えんな笑みが、まだ幼いその輪郭に浮かぶ。


    『ボクはお金のためにココで働いているわけではないんですよ』


    『はて……ではなぜそんなにも一いつ生しよう懸けん命めいなんだ？』


    　目が霞かすむ。


    　灰鷹スパルビエロの周囲にお花が舞って、金きん木もく犀せいの香りが漂うように感じた。


    『約束したんですよ、ボクは……』


    　自分の胸を抱きしめるその仕草、多田や斉さい藤とうさんあたりはキュンとやられている。


    『ほら、あの窓から裏山の大きな大木が見えるでしょう？』


    　杏あん子こは舌打ちした。


    「カント、窓の向こうってホテルの外壁なんだけど……」


    　確かにここはホテル十七階にある庭園のカフェだ。


    　灰鷹スパルビエロが示す窓の先にはフロントが見える。駅前大型商業施設と一体化したホテルの、お金持ち専用のフロントともいうべき、十七階以上に宿泊する客専用のフロントだ。


    　裏山も大木も、映画の中の話である。


    『あの大木は千年樹……千年樹の大木には伝説があるんですよ』


    『伝説？』


    『千年前の恋人たちが、生まれ変わったらここで再会しようと約束を……』


    『ふむ、きみはその生まれ変わりの恋人の片割れか？』


    『まさか。ただボクは、伝説の力を借りて絢あやと約束したんだ』


    　絢、その名前だけは音をぶつけてくる。その瞬しゆん間かんからガラリと雰囲気が変わる。


    　映画の音源は「リサ」だけど、灰鷹スパルビエロはそこだけ「絢」と口に出していた。


    『絢は言いました。ボクがここで千組のカップルを祝福した時、ボクらはもう一度会えるとね。世界中のどこからでも、何があっても、必ず駆けつける……そう言ってくれた』


    「カント、あの子の演技ってちょっとクサくない？」


    　杏子、おまえに心がないことはよく知っている。


    「これは演技なんてものじゃねーよ。何かこう、あいつの魂たましいが入っている」


    「魂？　エア演技にぃ？」


    　ウェイターはおもむろにエプロンを取る。


    『そう、ちょうどあなたたちが九百九十九組目のカップルだ』


    「カント、あたしたち祝福されちゃったね？」


    「杏子はいいから店の外へ戻れ、観客と一いつ緒しよにブーブー言ってろよ」


    　こいつの演技、何かやばいんだ。


    　零こぼれそうな涙を隠すように、エプロンで顔を覆おおってしゃがみ込む。


    　そうするとまるで子供だ。


    　百六十センチない俺よりも十センチは小さいだろう。


    『本当は、こんなことムダだってわかってるんだ』


    『お、おい……？』


    『あの駅のホームで最後に絢が言いかけた言葉を、ボクは耳を塞ふさいで聞かなかった』


    『まさか、さよならと……』


    　少女は力なく左右に首を振った。


    『あなた方を、最後のお客様にしますよ』


    　エプロンの下、上着は中学ジャージだった。


    　下はホットパンツでも穿はいてるのか、何も穿いてないみたいに細い脚が覗のぞいている。


    　ジャージの胸には「筒つつ井い」と書かれていた。


    『千組目のお客様を祝福してしまえば、後は絢あやを待つだけだ。でももし、絢が来なければボクは……絢ともう二度と会えないことを認めなければならないっ』


    『それはできない、か……？』


    『諦あきらめるくらいなら、永遠に待ち続ける苦しみの方がマシだ！』


    　その時、入り口の小さな鐘かねが来客を告げる。　


    　その場にいる全員、そして観客が言葉をなくして彼女を見た。


    「え……皆、急に何？　扉、開けっぱだけどそれが何？　寒い？　あたし閉めようか？」


    　この例外ちゃんの杏あん子こは心が汚いから見えないのだ。


    　審査員ですら言葉をなくすほど、今のは、迫力があった。


    　呑のんだ息のせいで息苦しい。


    　彼女は、男子バスケでも通用するくらい背が高くて、けれど俺ですら当たり負けしないと思われるほど華きや奢しやだった。地面に付きそうなロングスカートは、俺たちと同じ地上の存在ということを、にわかに疑わせる。神秘的な雰ふん囲い気きの女性だ。


    『あぁ、やっと……』


    　彼女はすぐに、店内中央の筒井を見つけた。
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    　足下を隠す長い裾すそが跳ね上がるくらい勢いよく、彼女は駆け出した。


    　黒いシックなノースリーブ。


    　静かに流れていた長い髪が、急に駆け出した彼女を追いかける。


    『やっと、やっと会えた』


    　筒つつ井いは戸惑いながらも、彼女を受け止めた。


    『絢あや…………』


    『会いたかった？　ちゃんと、会いたいと思ってくれてた？』


    『たぶん少しだけだよ』


    　筒井の手からエプロンが零こぼれ落ちる。


    『本当に少しだけだけど……絢よりもボクの方が、会いたかったんだ』


    　筒井の頰ほおを涙が伝った。


    　曲まがり矢やに巽たつみ、それに愛あいちゃんはハンカチを手にしていた。


    　多た田だも鼻をぐずらせている。


    　いつからだろうか、ＤＪは音をバラード調のインストルメンタルに変えていた。


    「絢、どうしてボクにさよならなんて言ったの？」


    「映画『千年樹の約束』の音源が選考に使われたのは偶然の幸運だけど、このオーディションに勝つためには一度、別れた方がよかったの。もちろん噓うそに決まって……」


    「違う違う、あのまま別れればよかった。どうしてそのまま別れてくれなかった！」


    　絢が見えていない杏あん子こだけでなく、俺も「？」だ。


    　これは筒井のフリースタイル演技、というか、筒井にとってはエア彼女との日常だ。


    　俺は、四年前に苦く汁じゆうを舐なめさせられた灰鷹スパルビエロの正体を知る。


    「絢は、ボクを助けてくれた。幼かったボクが覚えているのは、暗い船倉……この国につくなりいきなり警官に追われた。言葉もわからずに、逃げた、逃げた、逃げたっ」


    「や、カントあの子の設定すごく重いよ」


    　密入国──目はマジだ。


    「ボクの生まれた国では、落ちている物ですら誰も拾ったりしなかった。窃せつ盗とうは即、その手を切り落とされる重罪だからね。豊かな国だった。だから犯罪は少ない。少ないから刑法を重くできる。刑法が重いからより平和に……鑑かんがみて、ここは恐ろしい国だ」


    「カント、話を総合するとあの子オイルマネー的な何かで裕福な国からの密入国者だよ」


    　両親が騙だまされでもしたか、誘ゆう拐かいされたか。


    　いずれにせよ幼い灰鷹スパルビエロはこの国へやって来た。


    「そんなボクを救ってくれたのが絢だなんてこと……」


    　おそらく、筒井はポケットの中で拳こぶしを硬くしている。


    「どうして絢しか助けてくれなかったのかな？　絢はボク以上に、誰かの助けを必要としていたっていうのに、じゃあ、誰が絢あやを助けてあげるんだ！」


    「カント、絢ってエア彼女、幸さち薄うすそうな感じする？」


    　見た感じとても綺き麗れいな人で、不幸な感じはしない。


    「あとどうでもいいんだけどさ、五百万円とか映画のヒロインとかどうなってんの？」


    「杏あん子こ、おまえマジうるせ……けど……」


    　杏子の反応はもっともだ。


    　筒つつ井いはアラブのいずれかの首長国の出身で、密入国し、そんな筒井よりも苛か烈れつな境遇にあった絢に救われ、絢への強すぎる思いのあまりにエア彼女を作り出してしまっている。


    　あと女子なのに俺よりバスケが超上う手まくて、女の子でありながらエア彼女を──。


    「審査員、女子が混じってるけどいーのか？」


    「エア彼女のオーディションだ。エア彼氏なら問題だが、女の子だろうとエア彼女を連れて来ているのであれば問題はない……きみ、名前は？」


    　少女が「筒井焰ほむら」と名乗ると、まーた杏子が嫌いやな顔をした。


    「四年前は灰鷹スパルビエロって呼ばれてたんでしょ？　何かもうどこをどうツッコメばいいか……」


    「杏子うるせー、その口塗っちまうぞ」


    「ちょっ、何であたしが怒られてんの？　見えないんだからしょうがないじゃん！」


    　エアは見えない、空気は読めない。


    　杏子はエアを毛け嫌ぎらいするけど、エア世界だってがさつな杏子はお断りだろう。


    　ただ普通の俺や観衆は、筒井と筒井のエア彼女にやられていた。


    「ボクは絢に迷惑をかけるだけだ。あのままさよならで、さよならでよかった！」


    「アタシはいやよ、焰と一いつ緒しよにいたい」


    「だってボクは、絢を傷つけた人間が許せない。絢を助けなかった、ここにいるようなただ他人を眺めて笑うばかりの連中が許せない！」


    　だから賭かけバスケで弱い者いじめをしていたのか。


    　不器用な筒井に、絢はとても寛大だった。


    「やっぱりもう少し、アタシが側そばにいないとダメね」


    「だいたいっ……ボクはまだ九百九十九組のカップルしか祝福していないのに、なぜ？」


    「そんなこともまだわからないの？」


    　絢って俺たちと同い年くらいだろうか。


    　でも何だかものすごーく大人びて、杏子と対比すると切なくなる。


    「筒井とこの絢さんが、千組目のカップルだからよ」


    　ＤＪエミリは演奏を止やめ、筒井の合格を宣言した。


    



    



    　　　　　　　◇


    



    　厨ちゆう房ぼうから持ち出したエプロン一枚。


    　筒つつ井いはその小道具一つだけでいとも容易たやすくエア彼女を召還した。


    「審査員、ひとつ提案がある」


    　演技を終えた筒井は、ジャージのファスナーをぎりぎりまで上げた。


    　さっきまでの繊せん細さいな表情ははどこへ。顎あごを引き、冷たい目でＤＪエミリを睨にらみつける。


    「音源まで用意してもらっているのにエア彼女を召還できない者など、早々に選考対象から除外するべきだ。とりあえず現実に彼女がいるやつだけ仮合格にすることを提案する。賭かけてもいい。残りは現実はおろか、エア的にもモテないやつばかりだ」


    「おい、聞き捨てならねーぞ」


    　現実にモテないことは、エアと関係ないはずだ。


    「俺がその気になれば、現実の彼女くらい余裕で作れるんだ」


    　鼻で笑うかね、吠ほえ面づらかくなよ。


    「杏あん子こ、この俺がおまえの彼氏になってやってもいいぜ？」


    「あたしはやだ」


    「筒井テメー、ムダにフラれちまったじゃねーか！」


    「カント、中学生相手に何ムキになってんの？」


    　ムキにもなる。


    　筒井は真まっ直すぐな細い脚で、バスケ子先輩を踏ふみつけていた。


    「大方、現実に彼女ができないからエア彼女を作ろうとしたんだろうな。だが所しよ詮せん、キミみたいな半はん端ぱ者の独り善よがりな一方通行では、返事をしてもらえない」


    「ば、バスケ子先輩は無口なんだ」


    「なら一度でもエア彼女が笑いかけてくれたか？」


    「うぐ……つーかおまえ、俺のこと覚えてるんだな？」


    　筒井は意味深な笑みを浮かべた。


    「もしかしてボクのせいで、バスケット、諦あきらめちゃったのかな？」


    　筒井はバスケ子先輩を蹴けった。


    　転々と、虚むなしい音を立ててバウンドを繰くり返すソレは、バスケットボール以外の何ものでもなく、ましてや先輩でも彼女でも何でもなかった。


    　杏子は足下に転がってきたボールにほくそ笑んでいる。


    「ほらカント、夢から覚めなってば」


    　確かにそうだ、ただのボールだ。


    「絢あや、こんな連中にその姿を見せ続けるなんてもったいないよ」


    　筒つつ井いはエア彼女の手を取る。


    　絢は筒井を軽くハグして微笑ほほえんだ。


    「絢、もう今日はお開きだ。脇わき役やくはどうあがいても脇役だからね」


    　絢の微笑みは次第に薄うすらいで行く。


    　そして完全に消えた時、絢の姿も見えなくなっていた。


    「何度ＤＪがプレイしても同じことだ。キミたちに主役は演じられない。エアの相手もできないんだからさ、永遠に現実の人にも微笑みかけられない……脇役どもめ」


    「ちょっと待ちなさいよ、中学生！」


    　杏あん子こがビシっ、と指を突きつけた。


    「エアが上う手まいのかどうか知らないけどね。そうやって威い張ばったりとか、他人をばかにしたりとか、それはちょっと違うんじゃないの？」


    「ボクは歓迎するよ、キミみたいな外野」


    「が、外野ぁ？　キミぃ？」


    「凡ぼん庸ような連中がエアリアルであるボクを気味悪がったところで、ボクはぜんぜん気にならない。口ばかり達者な理想論者の理屈は所しよ詮せん、彼ら自身の慰なぐさめのためのものだ。だから吠ほえるくらいさせてあげる。本当に何も持たない虚むなしい人間はどっちか、って話さ」


    　冷やかし半分だった観衆が押し黙だまる。


    　俺たちエアリアルは、エア彼女を作ってある種の自己満足を得ようとする。


    　それは否定しない。


    　自己満足がどうのとか言い出せば店外の観衆もそうだ。


    　エアとかやっちゃってる滑こつ稽けいな俺たちを見て、ある者は「あーはなりたくない」と、またある者は「単純に可お笑かしい」と自己満足に浸る。


    　自己満足？


    「自己満足、上等じゃねーか」


    「何……？」


    「つーかおまえだってそうだ、同じだろう」


    「ボクが？　どうしてだ？」


    「エア彼女の滑稽さを笑う連中の、理想のなさを笑うおまえを、俺は笑うね。人なんてどうだっていいぜ。自分さえ気持ちよけりゃ俺はそれでいいっていうか、自己満足も上手くできないでいる。バスケが好きだった。でも身長は伸びないし技術もなかなか身につかないし、ばりばりの補欠だった。おまけにケガしてバスケできなくなった。で、エア彼女を作ろうとしてる。けどできない。バスケの時みたいにぜんぜん上手くいかない。脇役か？　だったら脇役も上等……お？」


    　バスケ子先輩を拾おうとしたら、杏あん子こが立ちはだかった。


    「どけよ、杏子」


    「どかない！」


    「あのなぁ……杏子が心配するのもわかる。エアなんて形がないもんな。けど俺は……」


    「カント、そんなのただのわがままっていうか自じ暴ぼう自じ棄き！」


    　違うよ、杏子。


    「なら聞くけど……おまえの助言通りにエアを諦あきらめるような中ちゆう途と半はん端ぱにまともな俺と、こうして真剣にエアをやろうとする俺と、付き合うとしたらおまえどっちがいい？」


    「まともなカント」


    「えぇぇぇ？」


    　即答で空気をぶち壊こわしやがった。


    　そりゃそうか、確かに俺はむちゃくちゃを言っている。


    　けど諦めたくない。バスケの時と同じ心境っていうか、上う手まく言えないんだけど──。


    「んーと、言葉が見つからねーし……その……何て言えばわかってくれるんだ？」


    　杏子は頰ほおを膨ふくらませて忌いま々いましげに「けど……」と言った。


    「けど……うん。あたしの言う通りに諦めるカントも、何かやだ。付き合いたくない」


    「嬉うれしいけどおまえ、総合すると俺との交際完全否定じゃねーか」


    　ＤＪが音を変えていた。


    　筒つつ井いがポケットから手を出し、わななかせる。


    「何……まさか審査員、こんな半端なやつが合格だって言うのか？　どこが！」


    「合格？　ラッキー、どこが評価されたのかわかんねーが、へへ……」


    　新しい音源──校庭の運動部、隣となりの校舎からはブラスバンド部の練習が聞こえて来る。


    　杏子と俺、教室に二人きりだ。


    　見える。


    　そして聞こえるぜ、観客たちの歓声が──。


    「カント……あたしは……あたしはただ、カントに闇やみの世界へ落ちて欲しくないの」


    「闇の世界、っておまえ……」


    「このやり場のない怒りはどこへ、どこへぶつければいいの？」


    　杏子は「あ、見つけた」的にバスケ子先輩に狙ねらいを定める。


    「杏子、ちょっ、待……っ！」


    　俺はシュート体勢の杏子の腕を摑つかんだ。


    　杏子のフリーキックは「んきゃーっ」と派手な空から振ぶりに終わる。


    「杏子、バスケ子先輩を地平線の彼方かなたまで蹴けり飛ばそうとしやがったな？」


    「だってあたしはそのバスケットボールを蹴りたい。蹴ってやりたい！」


    「開き直んな！」


    　正まさ義よしくんが巽たつみに訊たずねている。


    「巽、この音源って『群ぐん青じよう──先輩のいた夏』かい？」


    「いいや、確か『──夏』の続編の『二度目の秋』じゃないかな」


    「最初の山場の場面の音……だな」


    　何をする気だろうか。


    『俺、俺やっぱ諦あきらめない。もう一度やってみようと思うんだ！』


    　お？　これ演技できそうだ。


    　ＤＪは俺の演技に合わせて音を変えてくれている。


    　ここでミスったらもう後はない。


    『ごめん、だからやっぱりおまえとは付き合えない！』


    「カント……ずれた口パクでフラないでよ。ていうかまだあたしコクってなくない？」


    「ダメだ、緊きん張ちようで上う手まく口パクできない」


    　それでも時間は動き続ける。


    『あなたがそう言ってくれるの、ずっと、ずっと待ってた』


    『せ、先輩……今の聞いてたんすか？』


    「カント、リアクション大きすぎだし、バスケ子先輩はあっち、三み田た村むら先輩の足もと」


    　正義くんの足が、バスケ子先輩を蹴けろうとしている。


    　何するの？


    　それってハーフライン付近からゴールを狙ねらう必殺シュートの体勢では？


    『そうと決まれば、すぐに練習よ』


    『あ、待ってくださいよ先輩、先輩ったらぁ！』


    　俺は痛い膝ひざを我が慢まんして猛ダッシュした。


    　正義くんは店外へ、思い切りよくボールを蹴り出したのである。


    「く、俺の膝のばか……しっかり……しっかりしろ！」


    　激痛が走る。


    　屋外はすっかり冷え込んで肌寒く感じた。


    「どいて、どいてくれ！」


    　俺がモーセになるまでもなく、観客たちは俺に道を譲ゆずってくれる。


    　半分は引いているんだろうけど、半分は俺の必死さが通じている、そう思いたい。


    　ちなみに曲まがり矢やは完全にドン引きの表情だった。


    　風──。


    　走って風を切るこの感じ、いつ以来ぶりだろう。膝はめちゃくちゃ痛くて、いっそもう膝を取り除いてもらいたいくらいだ。でも気持ちいい。実際にはそれほど速く走れてはいないと思うけど、ボールに届くかもしれないって思いが、俺に風を感じさせる。


    「バスケ子先輩、先輩！」


    　ふと気づく。


    　ここは十七階──届いたけど、俺もしかしてフェンス越えてない？


    「つか落ち……てない？」


    「き、木き村むら…………つ……う……」


    　曲まがり矢やが俺の腕を摑つかまえてくれていた。


    「木村、そんな使い古しでしかも落書きされたバスケットボールは諦あきらめてこっちへ」


    「落書きしたのはテメーだっ……つか俺はまだオーディション中だ、離せ、いや離すな」


    　曲矢は震ふるえている。


    　筋肉の限界とかそういうんじゃなくて、お臍へそのとこ、ＭＡＸって見えた。


    「お、おまっ……スイッチ切れ、切れよ！」


    「は、弾はずみみみみでよく出力ＭＡＸにななななななっちゃうんでずよぉぉぉ」


    「死ねない、バスケ子先輩を残して俺は死ねないんだ！」


    　まず先輩を後ろ手にパスし、安全圏へ離り脱だつさせる。


    　その反動で曲矢と身体からだを入れ替える。


    　どういうわけか、カフェ「ランドルト」店内が大騒ぎはちやめちやだ。審査員に詰め寄っている筒つつ井いの剣幕と、それを制止しようとする正まさ義よしくんの様子から俺は「合格」を確信する。
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    　合格しても、死んじゃっては意味がない。


    「曲まがり矢や、俺の手を離すな……っておい！」


    　気絶してやがる。


    「木き村むらくん、手を！」


    「巽たつみナイス……っておまえはエアだろうが！」


    　俺の肉体が錯さく誤ごし、存在しないパンチで鼻骨を折ることはあるのかもしれない。


    　だがそれはあくまで俺の肉体による現象だ。


    「溺おぼれる者には、エアより藁わらだ！」


    　植え込みを摑つかむ。


    　ヒマワリは枯れててすぽって抜けた。


    「ギャぁぁぁ！」


    　俺が気絶したのは、高さにくらっと来たからじゃない。


    　膝ひざが聞き慣れない音を立てた。


    　プブツッ──暗転。


    　気絶？


    　いや植え込みに頭から突っ込んだんだ、助かった。


    「げ……っ」


    　曲矢のダイビングヘッドが飛んできた。


    　目の前に星が舞った。


    　暗転の、暗転。
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    　ピサの六○二教室で目覚めた俺は、意識を失っている杏あん子こを見つけた。


    「何で杏子が……気絶してんだ？」


    　そういえば俺の退店後、一いつ瞬しゆんだけど、大おお騒さわぎする「ランドルト」店内が気になった。


    　蜂はちの巣をつついたみたいに、参加者たちが右往左往していた。


    「おい、いったい何があったんだ？」


    　肩を揺すってみる。


    　ドキリとした。杏子じゃないみたいに思えた。


    　寝坊したと焦あせって俺の自転車の後ろに勝手に乗り、駅まで送ってやってるのに「もっと急ぎなさい」って文句を言う。電車の時間に間に合えば笑顔で「ありがとばいばい」だ。何なんだと思ってたら戻って来て「体操服忘れたから戻って」って知らねーし。


    　杏子は普通の時がない。


    　怒ってるか笑ってるか、喜んでるか落ち込んでるかだ。


    「カント……」


    　寝てる時も笑ってる。


    「カント！」


    　今度は怒り始めた。


    　ケータイの時計を見ると午後十時三十分、杏子の母親は心配性だ。


    　そろそろ起こさないと終電を逃のがしてしまいそうだけど──。


    「逆だよ、木き村むらくん」


    　寒そうだから毛布をかけようとしていたら、愛あいちゃんがやって来た。


    「逆……？」


    「杏子ちゃんは逆の上ぼせてる状態なの。少し冷ませば起きる」


    「何それ、どういう状況？」


    「お兄ちゃんが杏子ちゃんの首筋を打ったの」


    　愛ちゃんは、壁に背を預け腕組みしている正まさ義よしくんを見た。


    「超ゴタゴタして、怖い怖いの中で、あーするしかなかったんだ」


    「正義くんが杏子の首を……」


    　杏子は少女剣士だけど、体格的に恵まれている方じゃない。


    　青あお痣あざは見るに堪たえない。


    「いったい何があったの？」


    「筒つつ井いって子だよ……う……アタマ痛ぁ」


    　杏子は半身を起こすと、ネクタイを緩ゆるめた。


    「杏子、大丈夫なのか？」


    「ん……それよりカント、筒井って子だよ、金髪の中学生……」


    「エア彼女オーディションの？」


    　あのジャージ、今気づいたけど茜あかねヶが崎さき中学の体育ジャージだ。


    　茜ヶ崎とは中学の時、練習試合をやったことがある。


    　曲まがり矢やの通う楠くすのき女学院近くの中学だ。


    「とんでもないことになりましたね」


    　曲矢は窓の外を見ている。


    　窓の向こうへ落ちようもないのに、巽たつみは曲矢の手を取って案じていた。


    「おれから木き村むらくんに話すよ」


    　あの後、オーディションはどうなったのか。


    　巽は自分の目で見たことを、おそらくありのままに話してくれた。


    



    　　　　　　　◇


    



    「確かに、筒つつ井いの言うことには一理ある」


    　ＤＪエミリは音楽を変えた。


    　インパクトのあるエレキギターの大きく短い音、すぐに途切れる。


    「審査を一区切りさせてもらう。合格者は三み田た村むら、筒井、多た田だ……それから彼」


    　ＤＩエミリは、バスケ子先輩を追って店を飛び出した俺の名を挙げたそうだ。


    　遠くで聞こえる、途切れ途切れのギター。


    　ベースが加わる。


    　さらにドラムの音が、遠くで孤立しているギターの音に呼応し始める。


    「これは『バフィオペディラム』だ。古いプログレッシブ・ロック・バンドの……」


    　正義くんの眼球は左右に走っていたらしい。


    　まるで避ひ難なん経路を確認するかのように──。


    「この『死線』という曲は、戦争を嘆いて作られた曲だっ」


    　ＤＪエミリが音量を最大にした瞬しゆん間かん、そいつはテーブルの上に姿を現した。


    　灰色のハンチング帽。


    　手足の短い樽たるのような体型の四よ十そ路じ男は、着太りするタイプだ。


    「ダディＧ、扉は開いている」


    　ＤＪエミリの呟つぶやきに、ダディＧは無言で頷うなずく。


    　ＤＪエミリはエアリアルだった。


    　ＤＪエミリのエア彼氏ダディＧは季節、あるいは時代を間違えたコートを着ている。裾すそ幅はばの広い、外套ルダンゴツトの下にベストを着て、そのベストには八丁の拳けん銃じゆうが収められていた。


    「ダディＧ……」


    　エア彼氏ダディＧはエアリアルであるＤＪエミリを遮さえぎって宣言する。


    「オレの仕事は付近に潜ひそむすべてのエアの殲せん滅めつ、違うのか？」


    「そうだ、筒つつ井いの進言を受け入れる。我々が探しているのは気高く美しく、そして強いエア彼女……四人の合格者の中で一番強い者……それともまだ他に、いるかしら？」


    「オレの仕事はつまり、足切りというわけだな？」


    　合格者を含めて「家に帰るまでが選考」という方法だ。


    「ダディＧ、今日一日で決まってしまっても構わないわ」


    「では一人くらい残さなければ……」


    　最初に狙ねらわれたのは愛あいちゃん。ダディＧは両手に拳けん銃じゆうを構えた。


    　正まさ義よしくんは咄とつ嗟さに愛ちゃんを庇かばってテーブルの下に隠れた。


    「な……何発撃うつ気だっ？」


    　右手の銃から八連発を全弾、正義くんの絶叫はさらなる銃声に搔かき消される。


    　第二の標的は多た田だのエアサッカーボール。ダディＧの銃口は多田さんの足元を向いていた。


    「ヘイっ、まだ三み田た村むらを片付けてなくないかい？」


    　多田は巧たくみなフェイントを交えてボールを店外に蹴けり出し、難を逃のがれた。


    　十六発を撃ち終えたダディＧ、両手の拳銃を惜しげもなく捨てる。


    「ダディＧ、その二名は合格者。明日以降に期待できる。次を……」


    　ＤＪエミリに促され、ダディＧは新しい二丁を引き抜いた。


    　筒井は「絢あや……」と呼んでエア彼女を召還、絢は大きな日傘を正面に向ける。


    　たちまち蜂はちの巣だ。


    「合格者の中に実力が疑わしい者はいるが……審査員、ボクを格下扱いしない方がいい」


    　筒井は自由自在に絢を召還できる。


    　千ち切ぎれた日傘の向こうに絢はなく、ダディＧのベストから小銃を一丁拝借しようとする絢が現れた。ダディＧは絢に銃口を向けるが、一いつ瞬しゆん早く、絢は拳銃を構える。


    　自前のオートマチックとの二丁拳銃だ。


    「絢、撃っちゃっていいよ」


    　筒井の合図とほぼ同時、絢は引き金を引く。


    　弾丸は当たらない。


    「ダディＧ、もう少しマジメにやりなさい」


    　ＤＪエミリもエア彼氏の召還は自由自在だ。


    　逆に絢の背後を取ったエア彼氏に、「それとそいつは合格」と呟つぶやく。


    「その子を消してしまうと、本選で通用する子がいなくなる気がするのよね」


    　ダディＧは他の獲物を探した。


    　しかし見つけたのは、大だい腿たい部ぶに刺さったナイフ。


    「上から見おろすなよ」


    　筒つつ井いは怖い者知らずだ。


    　ダディＧは、人間エアリアルを撃うつかどうか逡しゆん巡じゆんする。


    「待て、中学生だぞ！」


    　正まさ義よしくんが筒井を守ろうとするより早く、絢あやが筒井を庇かばった。


    　ダディＧは絢を撃たない。


    　その子は撃つなと、ＤＪエミリに命じられる。


    「サンノちゃん！」


    　愛あいちゃんが叫ぶ。


    　ダディＧに下された指令は「付近のエアの一掃」、ダディＧが消えた。


    　店外を狙ねらうダディＧの姿が、窓ガラスに映る。


    「巽たつみ、大丈夫ですよ」


    　観客の中で曲まがり矢やは、巽の腕を強く抱いていた。


    　弾丸が二発、三発と放たれる。


    「当たりませんよ」


    　エア弾丸はエアやエアリアルにとって殺傷能力がある。


    　しかしガラス一枚破れない。


    「ちょっと審査員、どうなってんの？」


    　エアの見えない杏あん子こは、他の参加者と同様に取り残されていた。


    　ただならぬ雰ふん囲い気きに店内は騒そう然ぜんとしている。


    「いったいどうなってんの？　答えなさいよ！」


    「うるさい娘……ダディＧ」


    　無関係のはずの杏子に、拳けん銃じゆうが突きつけられた。


    「杏子ちゃん！」


    　正義くんはダディＧに体当たりし、杏子の首筋を打って意識を奪った。


    　正義くんの判断は迅じん速そくだった。


    「曲矢、巽を連れて逃げるんだ！」


    　判断の材料は流れ弾だった。


    「う、ぐ……わぁぁああああ！」


    　斉さい藤とうさんの右肩に流れ弾、あるいは跳弾が当たっていた。


    　ダディＧが杏子を狙った理由もおそらく、これ。


    「弾丸が命中する人間エアリアルを元に、そのエアを探す方が効率がいい……」


    　愛ちゃんは毅き然ぜんとしていた。


    「お兄ちゃん、とにかく逃げた方がいい。早く、杏子ちゃんを連れて逃げてっ」


    　正まさ義よしくんはランドルトから脱出した。


    　その背中を守るように、愛あいちゃんは扉に立ちふさがる。


    「わたし、怖い怖いはない。木き村むらくんは巽たつみとサンノが追いつく。この人の狙ねらいは……？」


    　その時、俺は庭園の端はしっこで曲まがり矢やと巽に救助されていた。


    　愛ちゃんの視線は庭園を走る。


    　庭園のはずれのベンチに、白衣姿の女性がいた。


    　女性の眉み間けんに銃口を突きつける格好で、ダディＧが現れる。


    　野や次じ馬うまにはその二人が見えていない。


    　白衣の女性は銃口など意にも介さない様子で、店内で負傷した斉さい藤とうさんを見つめてる。


    　彼の身を案じた。


    　斉藤さんが知らず知らずのうちに召還していたエア彼女、保健の奈な緖お子こ先生──。


    「まったく、きみの言う通りだな」


    　ＤＪエミリは斉藤さんを見下し、筒つつ井いに言った。


    「自分のエアが殺されているのに、それに気づかないような者はいらない」


    　庭園に轟とどろく、八発の銃声。


    　野次馬は相も変わらずざわめき続け、斉藤さんの呻うめき声は聞こえない。


    　巽には聞こえなかっただろうに、俺には──。


    「奈緖子さん……」


    　出会えなかった彼斉藤さんと、そしてエア彼女の声が俺には聞こえたんだ。


    　それらを踏ふみにじった二人のエアリアル、ＤＪエミリと筒井の嘲ちよう笑しようと共に聞こえた。


    　聞こえるはずがないのに、聞こえた気がした。


    「審査員、ひとつ確認したい。この映画、戦えるヒロインをオーディションしてるの？」


    「強ければ強いにこしたことはない」


    「他の候補者を消してもいいんだ？」


    　ＤＪエミリは、にやつく筒井に同調して笑った。


    「好都合……」


    



    　　　　　　　◇


    



    　オーディションに、一匹の獣けものが混じっていた。


    　その名は筒井焰ほむら。


    　筒井は「自分のエアが殺されていることにすら気づかないエアリアルは不要」という審査員ＤＪエミリと、深く同調し合っていた。ＤＪエミリは「生き残った四人によるサバイバル」を次の選考とする一方、特定の期限やルールは定めなかったそうだ。


    　や、無制限──そういうルールなんだ。


    「おそらく審査員は……」


    　曲まがり矢やは俺の肩に触れて微笑ほほえむ。


    「審査員は勝敗の行方をどこかで見物するでしょう。最後の一人が決まる時、現れる」


    「あぁ……次の選考を待つまでもなく、筒つつ井いは間違いなく襲おそってくる」


    「どうしますか、木き村むら？」


    



    　とりあえず杏あん子こを駅まで送り届けた。


    「何だか……」


    「……何だよ」


    　ただの幼なじみの俺たちに、そのホームで待つ十五分は長すぎた。


    「エアとか言いつつ元ネタ、っていうか……皆ただ、過去とか引きずってるだけじゃん」


    　曲矢は亡なくなった初恋の相手を。


    　筒井もそんな感じがする。斉さい藤とうさんだって叶かなわなかった淡い思いを抱えていた。


    「杏子の言う通りかもな。正まさ義よしくんもそういうの、あるのかな……」


    「知らないけど、カントのバスケ子は一番タチが悪いと思う」


    「俺の……バスケへの未練だって言うのか？」


    「誰だってそういう、叶わない思いとか抱えて生きていくんじゃん」


    　俺は杏子の背中から目を逸そらした。杏子が抱えている叶わない思いなんて想像もつかない。


    　がさつな宮みや本もと武蔵むさし子このくせに、俺が想像もできないような大きな何かを抱えている？


    「ばいばい、カント」


    　そんな雰ふん囲い気きだけ残して帰っていった。


    　いつものざわめきのあるホームに、木枯らしが吹いていた。


    　駅からピサに戻る途中、言い争う正義くんと愛あいちゃんを見かけた。


    「愛、こうなった以上こんなオーディションは辞退すべきだ」


    「お兄ちゃんにとっての怖い怖いは、何なの？」


    「怖いよ、怖いに決まっている。常軌を逸いつしているじゃないか……殺人だぞ！」


    「エアだよ、エア殺人。お兄ちゃん、怖い怖い？　わたしそんなお兄ちゃんは嫌きらい嫌い」


    　仲良しのはずの兄妹は、そこにはいなかった。


    「愛、ごめん……」


    　ごめん、と言った。×××聞こえない音に入る言葉の第一候補が消えた。
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    　今夜は家に帰ろうか、歩道橋の上でそう思った。


    「何なんですか？　何なんですか、あなたたちは！」


    　車道の真ん中で叫ぶ少女がいる。曲まがり矢やだ。また謎の騎き馬ば兵へいと戦っているらしい。


    　俺の目には何も見えないけれど、巽たつみは殺さつ伐ばつとした眼で車道の少女を見守っていた。


    　欄らん干かんの上に立っている。


    　今すぐにでも飛び降りて、巽は曲矢を助けようとしていた。


    「巽……俺さ、膝ひざが、何だか軽いんだ」


    　どうでもいいか。


    　もちろん全快などしてはいないし、ただ少しだけ、オーディション以来調子がいい。


    「どうでもいいことだね」


    　巽は抑揚のない声で言った。


    「悪いけど今は……木き村むらくんや、それに正まさ義よしには付き合えない」


    「騎馬兵、多いのか？」


    「五十は倒した。でも今夜はまだまだ来そうな気配だ」


    　曲矢はエア短剣を突き刺し、あるいは切り裂く。


    　あるいは突き刺され、切り裂かれ、街路樹の植え込みに倒れこんだ。


    「エアって何なんだ？」


    　結局、俺は杏あん子ことあまり変わらない。


    　俺にはエア彼氏やエア彼女が見えるだけで、それ以上は何もできない。


    　落書きされたボールをついてみる。


    　バスケがしたい。


    「巽、エアって楽しいか？」


    「おれに聞かれても困るよ」


    「曲矢や正義くんはエアを楽しんでるのか？」


    　筒つつ井いは、ＤＪエミリはどうだろうか。


    　エアのケガ、エアの殺し──それってまるで本末転倒じゃないか。


    「もっと楽しくさ、趣しゆ味み程度でこぢんまりとやればいいんじゃねーの？」


    「木村くんはどうだった？」


    「俺？　俺はだからエアなんてやっぱ理解できねーし……」


    「そうじゃなくて、バスケだよ」


    　巽は腰に手を伸ばし何かを引き抜く、何なんだよ。


    「おれのバスケはね、小学校で齧かじった程度だ。正直、嫌きらいだった。それでも一いつ生しよう懸けん命めい練習してシュートが入るようになった時、本当にちょっとだけだけど、楽しい気がしたよ」


    「バスケは楽しいに決まってんだろ？」


    　一人演技する曲まがり矢やが、深夜タクシーにクラクションを鳴らされていた。


    「巽たつみ……俺は、練習すればするだけ上う手まくなれたんだ。巽みたいに背が高い相手に舐なめられれば舐められるほど楽しくなった。俺がもっと速くなって、もっともっと上手くなれば、そいつらの鼻をあかせるんだ。だから俺は……俺は……」


    「膝ひざを壊こわしてしまった」


    　もうできなくなってしまった。


    　大好きだったはずのボールを、見たくもなくなった。


    　ここからすべてを、捨てようとした。


    「不思議だね。大好きなものしか、大だい嫌きらいにはなれない。大好きなのに、大嫌いになってしまうことがある。どうしておれたちは必死になってしまうのかな？」


    「必死……？」


    「ただ好きでいればいいのに、好きになりすぎる」


    「好きだからしょうがないよ」


    「好きだからしょうがないね」


    　巽は欄らん干かんから飛び降りる。


    　曲矢を救出し、抱き寄せ、頰ほおを寄せ、悪戯いたずらに微笑ほほえんでみせた。


    「曲矢……」


    　おまえがやってることは、空想の恋愛だ。


    　死んでしまった初恋の相手、その悲しみを受け入れられないでいるだけだ。


    「おまえは、どこにも行かないのか？」


    　行けないだけじゃないのか？


    「俺は……？」


    　どこへ行けばいい？
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    　一週間、俺はピサを離れた。


    　何をするでもなく、クラスの連中と漫まん然ぜんと過ごした。


    「木き村むら、今日もゲーセン行くだろ？」


    「うん……や、今日はやめとく」


    　金曜日の放課後、長は谷せ部べさんを見かけた。


    　いつも通り、終業のチャイムが鳴り終わる前に部室へ入る。


    　三羽がらすが来る頃にはバスケ部のジャージに着替えを終え、小走りで飛び出した。今日は体育館を使える日らしい。


    　三か月ぶりに練習を見た。


    　こっそりと、バレないように陰から見ていた。


    「おい、木き村むら」


    　バレていた。


    　長は谷せ部べさんは俺の襟えり首くびを摑つかむと、「ちょっと付き合え」と言った。


    　上じよう下げ坂ざか駅前のラーメン屋「招しよう来らい軒けん」。


    　店主は昔気質かたぎの頑がん固こオヤジ、味はそんなに旨うまくない。


    「木村、実はな……」


    　食後、長谷部さんは神妙な顔で言った。


    「斉さい藤とうさんが撃うたれた」


    　俺は思わず吹きだした。


    「よ、用件ってそれッスか？」


    「拳けん銃じゆうで撃たれてた。本人は否定してたけど、あれ絶対そうだと思うんだ」


    　正解ッス、エアだけど。


    　用件は本当にそれだけで、とにかく誰かに話したかったらしい。


    「長谷部さん、部活内に友達いませんもんね」


    「え、オレ嫌きらわれてるの？」


    「レベルが違い過ぎるんスよ、三羽がらす三人で長谷部さん一人に……」


    「少し足りねー」


    　ラーメンの量の話だと思いたい。


    　中学から一いつ緒しよなのにゆっくり話すのは初めてだったけど、バスケの話ならいくらでもできた。


    「木村、そろそろＮＢＡのオールスターだなぁ」


    「そろそろ？　二月までまだ四か月あるッスよ？」


    「ダンクコンテスト楽しみだなぁ。木村が今まで見た中で一番好きなダンクどれだ？」


    「どれもすごいけど……あ……何か普通のダンクを見たいッスね」


    「普通のダンクなんてねーだろ？」


    「決めた後、何かボードを指差してんスよね」


    「ハワードっ。ボードに自分のステッカー貼はりつつダンクな。審査員には不評だったけどあれはすごかった。その後、やっぱダンクコンテストで優勝したしなぁ……」


    　時間なんて忘れた。楽しくて、曲まがり矢やからのメールなんて無視したかった。


    『正まさ義よしが戦っています。場所は大だい算さん大キャンパス。私もすぐに向かいます』


    　俺は向かいたくない。


    　ケータイを閉じたら、長谷部さんが欠伸あくびした。


    「木き村むら、オレは一人でも全国へ行くよ。オレ一人で行けるって信じてる」


    「はは……変わらないッスね」


    「おまえはどうだ？」


    「俺……？」


    　長は谷せ部べさんは席を立つ。


    「まだ信じてるなら、いつだって一いつ緒しよに行けんだろ？」


    　うちの高校は平凡な公立高校だ。


    　長谷部さんはすごいって思うけど、現実に、史上最強と言われた今年のチームでも県ベスト８止まりだった。スタンドから観みていて、ムリだと思った。もう勝てないのに、長谷部さんは、斉さい藤とうさんは、三羽がらすはボールを追いかけた。


    　ほんの少しだけ思った。


    　ひょっとしたら少しくらい可能性はあるんじゃないか。


    　ほとんどの不可能の中に、ほんの少しの光が見えること──信じるっていうのはそういう、本当は薄うす暗ぐらいものかもしれない。俺は長谷部さんを追いかけた。


    「長谷部さん……もしも、もし膝ひざが治ったら……チームに……戻っていいッスか？」


    　長谷部さんは自転車に跨またがって肩をすくめる。


    「今すぐでも、球たま磨みがきくらいならできるだろ？」


    　俺は頭を下げた。


    「あとっ」


    「あと？」


    「自転車貸してもらえません？」
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    　駅前を全速力で通り抜ける。


    「カント？」


    　急ブレーキ。


    　部活帰りの杏あん子こが駆け寄ってくる。


    「自転車買ったの？　いつもと違……」


    「乗れ」


    「え？」


    「いいから速く乗れっての！」


    　大だい算さん大キャンパスは上じよう下げ坂ざか町と新にい見み市の中間にある。


    　急げば十五分かからない。


    「杏あん子こ、曲まがり矢やが前に言ったんだ」


    「っていうかブレーキ、ブレーキ知らないの？　何そんなに急いでるの？」


    「何かを諦あきらめるやつは、永遠に諦め続ける、みたいなこと……言ってたんだ」


    　そうは思わない。


    　泣く泣く諦める時の、苦渋の選択──。


    　その苦い気持ちは忘れない、忘れられないんだから、同じことは繰くり返さないと思う。


    「でもあいつらは……曲矢や正まさ義よしくんは、実際に諦めてないんだ」


    「前、前っ！」


    　杏子はしがみついて来た。


    　今の俺は杏子も、頭上注意の看板も気にならない。


    「あいつらは何かを信じてる。俺に足りなかったのはそれだっ」


    「あ、あたしへの思いやりは？　足りてなくない？　忘れてない？」


    　俺の心臓にある秘密の小部屋、その中にある変わらないもの──。


    　悪かったな、そんな暗い場所に閉じ込めちまった。


    　何をしまったのかも忘れちゃっている。


    　もう一度この手にしたい。


    　そうしたらもう二度と、絶対に手放さない。


    「正義くんたちと一いつ緒しよにいれば、俺はもう一度、大事な何かを思い出せる」


    「見切り発車？　目標が抽象的！　ブレーキ、ブレーキかけてっ！」


    「今行くぜ、正義くんっ」


    「だからどこ行くっての？」


    　急ブレーキをかける。


    　自動販売機の光が、尻しり餅もちをついて落ちる杏子の影を描いた。


    「大だい算さん大のキャンパス、曲矢からメールが来たんだよ」


    「痛たたた……もう大算大の敷しき地ち内ないだと思うけど？」


    　大算大は広大な敷地を誇る。


    　途方に暮れかけたが、震しん動どうと爆発音が轟とどろいた。


    「な、何だ？　交通事故か何か……？」


    「カント、どうしたの？」


    　杏子は爆発音も震動も感じていない。


    「エア爆発……あっちだ！」


    「ちょっと、カント？」
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    　俺の心臓の秘密の小部屋には、まだきっとそれが残っている。


    　一度信じたものは、どれだけ目を離そうとしたってそう簡単に捨てられるものじゃないんだ。俺自身がそれを忘れたふりをしても、それは俺の深い部分に沈殿している。


    　戦う人の姿は、それを思い出させてくれる。


    　戦う人を笑う者、憧あこがれる者──。


    　どちらにも共通するのは、目を逸そらせないってことだ。


    「三み田た村むら先輩……カント、三田村先輩どうしちゃったの？」


    　正まさ義よしくんは「正門Ｂ駐車場へ」と書かれた看板に手をつき、肩で息をしている。


    　力なく垂れた腕の先から血が滴したたっていた。


    　俺は正門Ａ駐車場のゲート手前に自転車を止めようとしたが、上う手まくスタンドを立てられなかったらしく、自転車はガシャンと倒れた。


    　ゲートをくぐる。


    　正義くんが蹲うずくまるから、駆け寄ろうとするけど、それはできない。


    　膝ひざのせいじゃなく、正義くんに無言で制止された。


    「まだだ、まだ僕はやれる……」


    　閑散とした駐車場に、頼たよりない靴くつ音おとが響ひびく。


    　ゲート付近に数台が駐車してあるだけの駐車場、正義くんは道路を挟んだ正門をじっと見つめ、倒れそうになりながらも俺を突き飛ばし、進む。


    　力ない腕の、得え体たいの知れない説得力に、俺は思わず道を譲ゆずった。


    　正義くんは白い乗用車のボンネットに倒れ込む。


    　血に濡ぬれた手の滑すべる音が響いた。


    「なんだろうね？」


    　筒つつ井い焰ほむらは正門の支柱に座って、丸い月を背負っている。


    　目の前を一台の原付きバイクが通り過ぎた。


    「せっかくの戦いに水を差す邪じや魔ま者ものが多い」


    　筒井の言う邪魔者は俺たちではないようである。


    　銃声──。


    　筒井は校舎に首をめぐらした。


    　校舎二階から、筒井のエア彼女が飛び降りる。


    「これで最後……」


    　絢あやは自動式拳けん銃じゆうを片手で構える。


    　撃うった、空間へ。


    「カント、何がどうなってんの？　誰と誰が戦ってんの？」


    「や、絢あやっていう筒つつ井いのエア彼女が……何かと……俺にも見えない何かと……」


    　正まさ義よしくんが「エア騎き兵へいだ」と呻うめくが、筒井は「謎なぞの軍団」を口にする。


    「ようやく謎の軍団も片付いたか」


    「筒井くん、きみも知らないのかい？　曲まがり矢やたちの戦っていたエア騎兵はいったい……」


    「推測はできるよ」


    　筒井は支柱から飛び降りた。


    「謎の軍団が現れたのはほんの一月前からだ。このエア彼女オーディションの開催日だった今月十五日をピークに、鷹たかの目め山やまの篝かがり火びの数は増えていた」


    「オーディションと関係がある、って言うのか？」


    「さぁね、オーディションが終わればはっきりするはずさ」


    　愛あいちゃんは、やられたんだろうか。


    　正義くんの目はまだ死んではいないように見える。


    「審査員ＤＪエミリ……彼女がここに現れないことが、筒井くんの推測の裏付けだね？」


    「さすがだね、三み田た村むら正義」


    「おそらくエア騎兵たちが捜しているのは、ＤＪエミリだ」


    　筒井が何かを蹴けり上げる。


    　人だ、エアリフティング世界第四位の多た田だという男だった。


    「いつまで転がっているつもりだい。もうキミは退場しているんだよ？」


    「退場……筒井、まさかおまえ！」


    　多田の目は死んでいる。


    　エア彼女未満のボール、ボールを潰つぶされたのだ。


    「何なんだ？」


    　多田はアスファルトを叩たたく。


    「エアって何なんだ？　何でこんな殺し合いをする？　あのＤＪは誰なんだ？」


    「知るものか……」


    　筒井の碧へき眼がんには、中学生らしさが感じられない。


    　何一つ希望を映そうとしない冷たさがある。


    「ボクはすべてのエアを葬ほうむるだけだ。絢を……絢を傷つけたエアリアルを葬るんだ！」


    　筒井は正門をくぐり、エア彼女と抱ほう擁ようを交わした。


    　正義くんは道路を横断し、誰のものか、自転車の立てかけられた支柱に手をついた。


    「正義くんよせ！」


    　俺の叫びに、杏あん子こが呼応する。


    「そうだよ、よくわかんないけど、そんなやつと戦うことなんてないよっ」


    「愛あいちゃんを呼んじゃダメだ。呼べば……」


    　正まさ義よしくんは「エア彼女愛……」と呟つぶやく。


    　正門の暗がりから現れる、紺色の制服の少女──三み田た村むら愛？


    　何だかいつもと印象の違う愛ちゃんに、正義くんはケガを忘れたか詰め寄った。


    「愛……何だその鎧よろいはっ」


    　杏あん子こがすかさず俺の袖そでを引く。


    「何？　今、鎧って言った？」


    「や、俺にもただの制服姿にしか見えないんだけど……」


    　正義くんは語気を荒らげた。


    「いったいどうしてそんな……まるでエア騎き兵へいの姿じゃないか！」


    「首回りと太ふと股ももの部分だけ、ちょっと借りただけだよ。だって、戦いだもん」


    　愛ちゃんは悪戯いたずらな表情を浮かべる。


    「お兄ちゃんの好きな制服姿を隠したりしないって」


    「何をばかな……」


    「戦う系のヒロインのオーディションっていうなら、こっちも負けてられないよ」


    「そんな、そんな剣まで持ち出したのか！」


    　剣は見える。


    　フェンシングのサーベル──どうして見えるんだ？


    「フェンシング部所属とかいう設定かよ……正義くん、後付けじゃないだろうな？」


    　今、正義くんが「剣」とわざとらしく言ったから俺にも見えるのだ。


    「愛は、愛は幼い頃からフェンシングを嗜たしなんでいる！」


    　正義くんらしくなく、必死さが見え隠れしている。


    　安易な設定はエア彼女に反映されないというのに、正義くんは設定を追加したのだ。


    「後付けの設定なんて無意味だ。正義くんは焦あせってミスを……ていうか、杏子」


    　途中から気づいていたが、杏子はメールをチェックしている。


    「想像力のスイッチをＯＦＦにするんじゃねぇ！」


    「だって三田村先輩の演技、何だか今日は空回りしてて意味不明じゃん」


    　確かに、正義くんは完全にテンパっていた。


    　その焦りの元凶は、筒つつ井い焰ほむらという少女が漂わせる底知れない雰ふん囲い気きにある。


    「絢あや、三田村はさっさと片付けていいよ」


    「焰、いいの？」


    「オーディションの一次選考参加者に、ボクらの敵はいない。強しいて挙げればあの審査員のエア彼氏くらいだ。こいつらを片付けたらアイツも倒してしまおう」


    　絢あやは愛あいちゃんを見つめ、拳けん銃じゆうを捨てる。


    「三み田た村むらっ、物陰に気をつけるのねん！」


    　叫ぶ多た田だを、筒つつ井いは踏ふみつけた。


    「絢、十五秒だ」


    　正まさ義よしくんが目を見開く。


    「筒井のエア彼女もあの鎧よろいを……いったい、いったい何なんだ？」


    「カント？　鎧、流は行やってんの？」


    　黙だまれ杏あん子こ、俺にも筒井のエア彼女の鎧は見えない。


    　筒井が「十五……」とカウントを始める。


    　先に動いたのは愛ちゃんだった。


    　鋭いフットワークで距きよ離りを詰めると、サーベルを突き出す。


    　絢は避よけた、避けたが端たん整せいな顔立ちが歪ゆがむ。


    「カント、何がどうなってんの？」


    「サーベルをしならせて、愛ちゃんは背中を突いた」


    　愛ちゃんの活かつ躍やくはそこまでだった。


    　絢が消える。


    　愛ちゃんの頭上に再出現、その手に日傘を持っていた。


    「愛、深追いするな！」


    　正義くんの制止を振り切って、愛ちゃんはサーベルを振った。


    　閉じた傘でいなされる。再び開かれた傘、噴水の畔ほとりで愛ちゃんの足が止まる。切り裂いた傘の向こうには誰もいない。愛ちゃんは噴水の水を跳ね上げ、女神像に背を預けた。


    「絢……あと七秒だよ？」


    　日傘に仕込まれた散弾銃。


    　改造してあるのか、女神像を木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕する。


    「女神像が、消し飛んだ……」


    「カント、女神像が……とか言われても最初からそんなのないけど？」


    「は？　何言ってるのかぜんぜんわからねーけど？」


    「こっちの台詞せりふ……」


    　杏子が身み震ぶるいする。


    　見えないなんて言ってるのは噓うそか、それとも伝わるのか。


    「愛、もういい逃げろ！」


    　絢の日傘型散弾銃が愛ちゃんの背中に押し当てられる。


    「十五秒もいらなかったね？」


    　轟音ドンツ、愛ちゃんの身体からだは紙切れみたいに吹き飛ばされる。


    　校舎の暗がりへ。


    「物陰、物陰はいけない！」


    　多た田だが頭を抱かかえる。


    　暗がりへ消えた瞬しゆん間かん、影が巨大な口になって愛あいちゃんを呑のみ込んだように見えた。


    　悲鳴すらなかった。


    「そんな……」


    　正まさ義よしくんの目が死んだ。


    「辞退する」


    　震ふるえる声で呟つぶやく。


    「これ以上、こんなオーディションには付き合えない」


    「は？　何言ってんの？」


    　筒つつ井いはエア彼女を馴な染じんだ武器のように巧たくみに扱う。


    　刀を鞘さやに収める要領か、カフェ「ランドルト」の時のようにエア彼女を空間に隠した。


    「勝負はついた。きみの負けだよ、三み田た村むら正義」


    「もし愛が命を落とすようなことがあれば、償つぐなってもらうさ」


    　愛ちゃんは暗がりから復帰する。


    　太ふと股ももがずたずたで歩くのもやっとだけど、生きている。


    「鎧よろい、役に立ったでしょ？」


    「愛……もうオーディションは終わりだ」


    　正義くんは愛ちゃんを抱だきすくめる。


    「これ以上、愛を危険な目になんて遭あわせられないっ」


    「や、この場面でもエアの心配しちゃうの？　すごくない？」


    　俺は杏あん子この頭を叩たたいた。


    「諦あきらめちゃダメだよ、お兄ちゃん」


    「何を言うんだ。そんな身体からだでこれ以上は……」


    「会いたいんでしょ？」


    　愛ちゃんは微笑ほほえむけれど、何だか優しくない微笑みだ。


    「俳優になるんでしょ？　有名にならなきゃいけないんでしょ？」


    「そんなこと今は……」


    「有名になって、本当の妹に見つけてもらわないと、会えないんでしょ？」


    　設定の破は綻たん。


    　正義くんは事情があって会えなくなった本当の妹を思うあまりに、愛ちゃんというエア彼女を作り出していた。そういえば正義くんはどうしてピサに住むのか。


    　帰る家は──本当の妹のいる家には帰れないのか。


    「あいつはわたしがやっつける。お兄ちゃんの邪じや魔まをする敵は、わたしが……あ……」


    「愛あい、もういいんだ！」


    　正まさ義よしくんの心は折れていた。


    　筒つつ井いに対して敗北を宣言し、愛ちゃんを一番安全な場所に隠した。


    　愛ちゃんへの思いで溢あふれたその場所は、俺と同じ心臓の秘密の小部屋だろうか。


    「残るは、なんだ……一番中ちゆう途と半はん端ぱなやつか」


    　筒井に睨にらまれ、俺は震ふるえていた。


    　怖いわけじゃない。


    「許さねーぞ、おまえ……」


    「すぐにまた会える。せいぜいエア彼女と作戦を練るがいい」


    　筒井は上着のポケットに手を入れ、楽しげな足取りで去って行った。


    「木き村むらくん……」


    　正義くんは俯うつむいてしまった。


    「頼たのむ。あの子とは戦わないでくれ、あの子は僕らの理由を……エアを産み出し、エアリアルとなった原因を踏ふみにじる。あの子はまだ幼い。だから知らないだけだ」


    「知らない……何を？」


    「こんな思いは……こんな辛つらい思いを経験させるには、あの子は幼すぎる」


    「なんだ、そんなことかよ……悪いけど、俺はやっちゃうね」


    　俺は正義くんほど大人じゃない。


    「俺は、灰鷹スパルビエロに四年前も負けてる」


    　二度も負けるわけにはいかない。
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    　ずっと、外れたチェーンの音が聞こえていた。


    　大だい算さん大から上じよう下げ坂ざかまで自転車を押して歩く間、俺はどうすれば灰鷹スパルビエロに勝てるかを考えていた。自転車はムリな運転でかなりまずい傷いたみ方をしていたけれど、長は谷せ部べさんへの言い訳そっちのけで一心不乱に考えていた──上下坂町の入り口──小こ境さかい橋ばしに差し掛かる。


    「杏あん子こ、土日ちょっと付き合えよ」


    　そういえば杏子といたことを思い出す。


    　俺はなかなか幼なじみ思いなんじゃないだろうか。


    「作戦会議するから明日と明後日あさつて……おい？」


    　杏子は、小境橋で足を止めていた。


    　似合わない、物もの憂うげな表情を川かわ面もへ向けている。


    「何してんだよ、日付変わっちまうぞ？」


    「や……ちょっとその……」


    　川辺に吹く風がコスモスを揺らし、秋も終わりを思わせた。


    　壊こわれた自転車。


    　真夜中の小こ境さかい橋ばし、俺がいて、杏あん子こがいる。


    「杏子、泣いてるのか？」


    「どうして泣かないといけないのよ」


    　杏子の反はん撃げきにいつもの気勢はなく、お互いはにかんでしまった。


    「何かあれだ……急に……あの時のこと思い出しちまったじゃねーか」


    「壊れた自転車、夜、小境橋だもんね」


    「おまえはあの日もそうやって、もう歩きたくない、ってだだこねて泣いたんだ」


    「あの日から一度も泣いてないっての」


    　そうだろうか、あれからも何度か泣かした気がする。


    「あの時はその……絶対……俺は悪くなかった」


    「自転車に乗れるようになって嬉うれしくて、遠出しようって言ったのカントじゃん」


    「俺は怖かったし、母親がキレっから町からは出たくないって言ったはずだ」


    　知らない町で迷子になった。


    　その上、日も暮れてしまって──高校生になった今でも思い出すとゾッとする。


    「ここまで戻ればあと少しで家だったのに、おまえは……」


    「緊きん張ちようの糸とか、そういうのが切れちゃったんだよ……きっと」


    　あの日、杏子は蹲うずくまって泣いた。


    『知らないからな、俺は行くからな』


    　そう言ったら杏子は大泣きした。


    　俺の一歩ごとに、コスモスが揺れて、杏子は俺の名を呼んだ。


    『カント……』


    　精一杯、申し訳なさそうな表情で、『カント、×××……』


    「カント……カントはやっぱカントだね」


    「あ？　なんだそれ？」


    　夏を秋にし、秋を冬に冷まそうとする強い風が、杏子の髪の毛を乱した。


    　ぐちゃぐちゃになった髪を解ほどく。


    　月明かりのせいだ。


    　俺の知っている幼なじみの関せき杏子とは別人に見えた。


    「あたしエアとか嫌きらい。エアに夢中になっていくカントのこと、嫌いになると思ってた」


    「おまえ、そういう基準で人をだなぁ……」


    「でもやっぱ嫌きらいになれないんだ」


    　散々エアを否定したことを詫わびるみたいに、目を伏せる。


    　申し訳なさそうに言った。


    「カント、×××……」


    　×××聞こえない音。ごめん、じゃないなら何だろうか。


    　悪ぃ、とか？


    「おぅ、わかればいい」


    「うん」


    　杏あん子このほどけた髪の一本が、唇くちびるの端はしに引っかかっている。


    「おまえ、自分の髪食ってんぞ」


    　レイアップ。


    　それとキス、唐突に脳裏をよぎった。


    　置いてくるだけでいいはずなのに、失敗するイメージが心と体の自由を奪うんだ。


    　俺は無理やり踵きびすを返し背を向けた。


    「明日と明後日あさつて、作戦会議……予定では、灰鷹スパルビエロとの決着は月曜だかんなっ」


    　俺と杏子の間には、長は谷せ部べさんの自転車があった。
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    　どこまでも空気の読めない幼なじみだ。


    　土日にあれだけしっかり伝えたはずなのに──杏あん子こは月曜の朝が苦手なのだ。


    「ケータイの電源も切ってやがるか……」


    　待ち合わせ場所の小こ境さかい橋ばしに、杏子は来なかった。


    　まぁいいか。


    　俺は『先に行く』とメールだけして、駅へとペダルを踏ふんだ。


    　筒つつ井いと戦う。


    　正まさ義よしくんは反対するから内ない緒しよだ。


    「俺にはやっぱ、先輩だけッス」


    　ピサ、六○二教室でバスケ子先輩と正対する。


    　まず、カフェ「ランドルト」での一件以来、先輩のことをピサに置き忘れていたことを詫わびた。俺にはどうやら、エア彼女はできない。エア彼女やエア彼氏は見えるのに、どうしてもバスケ子先輩と上う手まくいかなかった。でも先輩とは小五のクリスマスからほとんど毎日一いつ緒しよにいる仲、間違いなく友達以上の関係だ。


    「もしかしたら身近すぎて、今さら恋人になんてなれないのかな？」


    　気恥ずかしい。


    「成立しちゃってんのかな、男と女の友情ってのが……」


    「そんなのありませんよ」


    　曲まがり矢や、気恥ずかしすぎるタイミングだ。


    「木き村むら、男女間の友情なんて幻想でしかないと思います」


    「おまえ、学校はどうした？　なぜピサにいる？」


    「いちゃ悪いですか？」


    　曲矢はバスケ子先輩を挟み、俺に正対する。


    「私は木村の師匠ですからね。弟子の最さい期ごは見届けますよ」


    「師匠なら勝たせろよ」


    　俺は師匠を責めた。


    「おまえはエア騎き兵へいとの戦いが忙しいんじゃねーの？」


    「もちろん今夜も戦いますよ」


    「そうか……おまえ寝てねーのか？」


    　曲矢はにこりと笑った。


    「私と木村は、師匠と弟子ではないですね」


    「は？　なんでだ？」


    「だってタメ口じゃないですか」


    「や、それは……」


    「師匠と弟子でないならば、ただの友達ですかね？」


    　ただの、が強調されている。


    「そうなんじゃねーの？　ただの友達……」


    「男女間の友情なんてまやかしですっ！」


    　毎度この子にはびっくりだ。


    　聞き齧かじったことを頭から信じている。


    「もし……」


    「あ？」


    「もし、お互いが恋人募集中だったならどうでしたかね？」


    　どーともなってないと思いたい。


    　曲まがり矢やは何だか顔を赤くして、足早に出て行った。


    「何だろうね、あいつは……」


    「木き村むら」


    「何だよ、行くなら行けよ。行っちまえよ」


    「行きますよ、ついて行きますよ？」


    「は……マジで？」


    「あの筒つつ井いさんという子にはお灸きゆうが必要だと、私もそう思いますからね」


    　曲矢サンノ、おまえは──。


    「早くしないと、置いて行っちゃいますよ？」


    「曲矢……」


    「とりあえず朝食にしませんか？　もちろん私、財布は持って行きませんけど」


    　おまえは、友達未満だ。
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    　腹ごしらえも済んだ。


    　ピサから大だい算さん大を経由して茜あかねヶが崎さきに向かう。


    　曲矢は大算大の正門前で案内板を見上げた。


    　大算大──日本で有数の敷しき地ち面積を誇る私立の総合大学、正門付近には立派な展望台が立っていて、「大算大」の文字はなかなか立派に見えた。


    　同じ敷地内に付属の幼稚園から小学校、中学に高校まですっぽりと収まっている。


    　それらの周囲には住宅街が形成され、「大算大町」と呼ぶ者もあるほどだ。


    「所しよ詮せん、筒井は中学生だ」


    「と、言いますと？」


    「こないだ正まさ義よしくんが戦った時、ここ、この正門にチャリンコが立てかけてあった」


    　戦いの舞台は正門を三百メートル進んだ辺りだった。


    「帰りに見たらチャリンコ、なくなってた」


    「なるほど、筒つつ井いさんの自転車だったというわけですか？」


    「中学生の行動範囲なんてたかが知れてる。自転車で行くのはせいぜい隣となり町まちまでだ」


    「隣町といえば私の通っている楠くすのき女学院がありますが……」


    「そう、あいつはおまえの近くにいたんだ」


    「楠女学院は関係なくないですか？」


    「あいつの中学ジャージ、茜あかねヶが崎さき中はここだ」


    　茜ヶ崎中は楠女学院付属高校の近く。


    「まずは中学校近くで待ち伏せを試みる」
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    　午後四時──。


    「木き村むら……」


    　茜ヶ崎中学校前での待ち伏せは失敗に終わった。


    「筒井さん出てきませんね、どうしてですか？」


    「サボってるのかな……」


    「私、コンビニへ行って来ていいですか？」


    「おまえさっきも行ったばかりだろ？」


    「当たりが出たんですよ、ガリガリくん」


    　待ち伏せだっていうのに曲まがり矢やがうろうろするから筒井にバレたのかもしれない。


    「いいよ、コンビニ行って来いよ」


    「でも、もし……」


    　曲矢は神妙な顔で校舎を見上げた。


    「もしまた当たりが出たらすごくないですか？」


    「いいからさっさと行って来い」


    　五分後──。


    　曲矢は満面の笑みでスキップしながら戻って来た。


    「何だよ、まさかまた当たったのか？」


    「いいえ、裏門から筒井が帰宅しているところを発見しました」


    「じゃー何の笑顔だ！」


    　やっぱ曲矢のせいで待ち伏せがバレていた。


    　裏門に回ると、筒つつ井いは不敵な笑顔で待っていた。


    「くそ……チャリンコか」


    「逃げる？　変ですね、この場で戦えばいいでしょうに……」


    「おい、待て曲まがり矢や。審査員はこのバトルにルールを設けてない。筒井は何でもありだ！」


    　走れない俺を置いて、曲矢は駆け出した。


    　足を引きずりながらも追いかける。


    「大だい算さん大付属病院……？」


    　ケガしたらすぐに治ち療りようしてもらえそうだ。


    　そういう意味で戦い向きの場所ではある。


    　轟音ドンツ。


    　腹まで響ひびく銃声、付属病院はＬ字型の十五階建てだ。


    　川沿いの病棟の向こうで黒煙が上がるも、中庭の人々は平然としている。


    　エア銃声、中庭を駆け抜ける俺は逆待ち伏せされた。


    「あの眉まゆ無なしちゃん、なかなかできそうだよね」


    　筒井は病棟入り口のベンチに座っていた。


    「眉無しちゃんのエア彼氏はエア彼女オーディションには出られなかった、残念だ」


    「だったら何だよ」


    「せっかくだから、絢あやがやりたいって言うんだ」


    「巽たつみと……戦いをか？」


    　また銃声。


    　巽は少し心配だけど、曲矢には感謝のみだ。


    「曲矢と巽が絢と交戦中……筒井、エア彼女なしでどうするつもりだ？」


    「キミなんてボクだけで充分だ」


    「余裕かよ？」


    「キミはエア彼女、召還してもいいんだよ？」


    「場所を移そうぜ……ここじゃまずい」


    　筒井は不服そうだったが、割りと素直に従った。


    「この病棟の七階へ行こう」


    「七階……？」


    　案内表示を見る。


    　脳神経外科とあった。


    「物干し場があるんだよ、そこに……」


    「どうして知ってる？」


    　筒井は子ども特有の、無邪気な笑みを浮かべる。


    「事前にね、調べてある」


    　心臓の小部屋がズキンと軋きしんだ。
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    　はためく白いシーツが邪じや魔まだ。


    「木き村むら……ここだよ、こっちだ」


    　俺はシーツの間を駆け抜ける。


    　あるいはめくってその下をくぐり、筒つつ井いを追った。


    　しかしシーツの数はざっと見ただけで百枚は干されている。


    　まるで迷路、おまけに風でシーツがはためく音で、足音は聞き取れない。


    「ここ、ここだよ」


    　挑発的な動きはフェイクだ。


    　怖いのは無言。


    　銃声、弾丸が耳元をかすめて通過する。


    「おぉぉ……まだ耳がぶわーん、って言ってる。汚きたねぇぞ！」


    　筒井はエア自動式拳けん銃じゆうを持っていた。


    　エア彼女の絢あやが持っていた拳銃、それでシーツとシーツの間から俺を──。


    「終わりかなぁ？」


    　撃うたれた。


    　死んだ、って思ったが不思議なことに何ともない。


    「運がいいね。エアの弾丸だからシーツに触れただけで止まっちゃうからさ」


    　助かったが、このままだとやられるのは時間の問題だ。


    　冷静になって考えてみると、エア弾丸だから衣服も貫けない。


    　俺は一枚のシーツを羽は織おった。


    　これで弾丸は当たらない。後は接近の方法──俺はバスケ子先輩を抱きしめる。


    「先輩、勝負どころだ」


    　俺は先輩にキスをした。


    　しゃがんで筒井のスニーカーを捜し、見つける。


    　そのまま突進、膝ひざの調子は──。


    「うーん、よくはねぇ……くそ……」


    「ばかだな、もう諦あきらめたの？」


    　驚おどろけよ、シーツのお化けだ。


    「な、なんて格好をしてる！」


    　筒つつ井いはでたらめに銃じゆうを乱射するが、柔らかいシーツがエア弾丸を弾はじく。


    　俺の間合いだ。


    　シーツを捨て、思い切り飛ぶ。


    　俺には一生縁がないと思っていたダンクの態勢だ。


    「高校生を、舐なめんなぁ！」


    　バスケ子先輩を筒井の金髪頭に叩たたきつける。


    　確かな手て応ごたえの一方、何だか胸の辺りがひんやりした。


    「…………何だ？」


    　少女をぶん殴なぐって金かな網あみに叩きつけた、の図。


    　それを十三階の窓から幼い少女が見ていた。


    　シーツのお化けがエア拳けん銃で戦う少女を殴り飛ばしたものだから、半べそをかいている。


    「や、リアルに胸が痛ぇ……」


    　触れると違和感があった。


    　制服のネクタイが切られ、シャツも裂け、皮ひ膚ふは血でべとついている。


    「そんな……エアで服が裂けるはずが……」


    　筒井はナイフを持っていた。


    　カフェ「ランドルト」でダディＧを刺したナイフは、本物のナイフだった。


    「おいおいおい、ナイフとか持ち歩いちゃう世代ってこと？」


    　や、こいつは例外というか、悪い例だ。


    「何でもありかよ、どうかしてるぜ？」


    「どうかしてる？　どうかしてるのは……ボクじゃなくてこの世の中だ」


    「恨む対象がでけーよ」


    　やばい、まだ銃はやつの手元でしかもナイフだ。


    　俺は再びシーツの奥へ奥へ戻って、次の手を考える。


    　シーツを一枚手た繰ぐり寄せ、バスケ子先輩をくるむ。それをフェンス手前の物干し竿ざおに引っかけた。バスケ子先輩、少しだけがんばってちょうだい。


    「あの日のことを、ボクは覚えているよ」


    「あぁ？」


    「キミから二万円を巻き上げた日のことだ」


    「二万八千円だ！」


    　大きな声でこちらの居場所へ誘ゆう導どうしてやる。


    「本当のことを言うよ、あの日から今日こうやって戦うことは予測できていた」


    「なんだと？」


    「ボクがキミに絡からんだのは、キミがあの頃には既にエアリアルだったからだ」


    　あの頃から既すでに？


    「どういう意味だ。俺は未いまだに、エア彼女と上う手まく行ってねーぞ」


    「よくもヌケヌケと……」


    　俺は何をヌケヌケしただろうか。


    「密入国で追われていたボクを助けてくれた時、絢あやは今のキミと同じ高校生なのにボクのことを匿かくまってくれた。絢は……絢はボクよりもずっとたいへんな目に遭あっていたのに」


    「たいへんな目？」


    「知らない男に乱暴されたんだ」


    「乱暴……」


    　シーツにくるんだバスケ子先輩が揺れている。


    　他のシーツを隔へだてて見れば、人影に見えるはずだ──たぶん。


    「犯人はエアリアルだ」


    「え……？」


    「それだけはわかっている。ボクは、犯人を見つけると誓った。絢に代わって犯人を裁くと誓ったんだ。すべてのエアリアルを叩たたきつぶすとね。ストリートバスケでいじめてやった連中も皆、エアリアルだよ。キミや……上じよう下げ坂ざか高校の三羽がらすもだ」


    「え、三羽がらすってエアリアルなの？」


    「連中はキミと違って、ただ見えるだけのようだし、それにも気づいてない」


    　俺もそうだ、ただ見えるだけでエア彼女はいない。


    「筒つつ井い、おまえが何を勘違いしてるのか知らないけど……」


    　皮肉な話だ。


    　ミイラ取りがミイラじゃないけど、筒井は憎むべきエアリアルに執着するあまりに、そして絢への愛情が過ぎるあまりに、エアリアルとして目覚めている。


    　強いわけだ。


    　筒井には負けられない理由がある。


    「筒井、一ついいか？　本物の絢は？　その人は復ふく讐しゆうを望んでいるのか？」


    　筒井はシーツの向こうから現れるなりナイフで俺の喉のどを搔かききった。


    　向こうから見えただろう俺のダミーの喉をである。


    「あ……」


    「おまえ、たぶんやり方をかなり間違ってるよ」


    　拳こぶしでぶん殴なぐった。


    　ちょっと心が痛むけど、この痛みは筒井のためだと思いたい。


    　裂かれたシーツからバスケ子先輩がこぼれ落ちる。


    「くっ……キミなんかに、キミなんかに何がわかるっ」


    「や、確かに俺にはわからないけど……おまえ、おまえにだって人生があるだろ？」


    　前しか見えない。


    　そういうのは羨うらやましいけど、もう二度と戻りたくない。


    　必ず悪い何かに足下を掬すくわれるんだ。


    　俺の場合はケガだった。


    「筒つつ井い、よく考えてみたか？　エア彼女じゃなくて本物の絢あやは、復ふく讐しゆうを望んでるのか？」


    「絢が復讐を望んでないならなおのこと、ボクがやってやらなくちゃならない！」


    「おまえ、もう一度そいつに会いたいんじゃねーのか？」


    「だから、復讐を果たしたら……」


    「先に会えよ、たぶんそれがいい」


    　俺の言葉は自分でもうんざりするほど超テキトーな軽さだった。


    「うるさい……」


    　中学生一人騙だませない。


    　この悲劇を生んだのは俺、俺の未熟さ──筒井は暴挙に出る。


    　バスケ子先輩にナイフを突き立てた。


    「おまえっ、何すんだ！」


    「うるさい、うるさい、うるさい！」


    　串くし刺ざしにしたまま振り回した。


    　バスケ子先輩はフェンスを──俺は何度もそうして来たように捕まえようと──。


    「木き村むら、ダメですよ！」


    　曲まがり矢やがズボンの裾すそを摑つかんでいなかったら、俺は落ちていた。


    「死んじゃいますよ？　この高さから落ちたら本当に死んじゃいますよ？」


    　バスケ子先輩は落ちて行く。


    　三階の屋根でバウンドし、国道へ。


    　筒井に刺された箇所から空気を吹きだして萎しぼみながら、トラックの荷台へ。


    「バスケ子先輩……」


    　小五の冬、最初で最後のサンタがくれたんだ。


    　嬉うれしくて毎日、一いつ緒しよに寝た。片時も手放さずに練習した。レギュラーになれなくて落ち込んでいた時も、何も言わずに側そばにいてくれた。重い気分でボールをつけば、「がんばれ。がんばればいつか報むくわれる」って言うみたいに音を立てた。


    　何万本もシュートを打って、何十何百万回ドリブルして、ようやくレギュラーが見えた。


    　気がつけばバスケ子先輩はボロボロだった。


    　膝ひざを壊こわした時は八つ当たりして、それから──。


    「バスケ子先輩……」


    　捨てようとした。


    「ごめん、バスケ子先輩……俺は、俺は……」


    　何度も捨てようとしたけど、捨てられるはずなかった。


    　眉まゆ無なし女に油性マジックで落書きされた。


    「俺……俺はエア彼女なんかいらないっ」


    　どうしていつも、なくしてから気づくのか。


    　先輩がいれば充分だった。


    　バスケ子先輩が側そばにいてくれたから、膝ひざを壊こわした今でもこうしていられている。


    「なのに俺は八つ当たりしたり……怒鳴ったり……先輩……バスケ子先輩っ！」


    　シュートひとつまともに打てなかった俺がいた。


    「先輩だって俺なんかより、もっと上う手まいやつとやりたかっただろうに……」


    　下へ手たくそだった大勢の俺が、「ごめん」に代わる言葉を探した。


    「俺、バスケ子先輩のこと……×××だ！」


    　混乱、混乱が渦を巻く。


    　ただ、ただわかってしまった。


    「木き村むら、筒つつ井いさんが逃げましたけど……どうしました？　震ふるえてるんですか？」


    　×××聞こえない音の正体──。


    「木村、どこ行くんですか？」


    　俺は、筒井を逃がしてはいけない。


    　行かせてはいけない。
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    　俺はナースや患者を突き飛ばして筒井を追った。


    　追いかけて来た曲まがり矢やに腕を摑つかまれる。


    「木村、急にどうしちゃったんですか？」


    　戸惑う曲矢を見ていたら、変に冷静になれた。


    「曲矢……そういえば巽たつみはどうした？　引っ込めたのか？」


    「引っ込める？」


    　曲矢は「独自のエア彼氏観」を持っている。


    　巽がエアだという自覚があるのか、ないのか──俺には判別できない。


    「巽は……筒井さんのエア彼女と巽がまともに戦えば、両者ともにただではすみませんから」


    「だから引っ込めたんだろ……とか言ってる場合じゃないか」


    「木村、筒井さんがいましたっ」


    　筒つつ井いは七○八号室の扉の前で足を止めている。


    「さぁ、木き村むらカント。そろそろ本気を出してもらおうか？」


    　院内に流れるアナウンスの音が、揺れて聞こえる。


    　傾いているのは病院か？


    　俺か？


    「これは儀ぎ式しきだよ、木村カント」


    　俺が殴なぐった筒井の頰ほおは腫はれ始めている。


    　その表情は残ざん酷こくな、残酷極まりない小こ悪あく魔まの笑みだ。


    「これはね、エアリアルが避さけて通れない道だ。どんなエアリアルでも最初はそうだ。自分が産み出したエアを、エアとは気づかない」


    「おまえ……何言ってるんだ？」


    「キミだって薄うす々うすは自覚してたんじゃないか？　エア彼女の設定を……」


    「俺の考えた設定は結局ボツった。安易に『アンブレイカブル』を連想しただけだ」


    「シャマランの『アンブレイカブル』……？　はは、ちょっとした記き憶おく違いだよ。キミが安易に連想したのは制作時期の近い別の作品だ」


    「列車事故に遭あっても一人だけ生き残る不死身の男が……」


    「それは『アンブレイカブル』だ。でもキミが連想したのは、自分が死んでいることに気づかなかった幽ゆう霊れいが、最後に自分が死んでいることを思い出す……そんなオチだろ？」


    「も、元ネタとされてる飛行機事故の映画だと……」


    　エア彼女の設定。


    　自分がエアだってことに気づいていないエア彼女を安易に連想した俺を、筒井は笑う。


    「借り物だから本質がブレるんだ。誰にだって大切な人がいる。大切って何？　もしその人が、本当は自分の空想なら哀かなしい……キミがエア彼女に投影した本質は、そういうことのはずだ。なのに……ねぇ、キミたちどうしてそんなに傾いてるの？」


    「黙だまれよ」


    「本当はただ、大切な人のことを大切だと思いたかっただけだろう？」


    「頼たのむから黙れ、もう言わないでくれ！」


    　騒さわぎに困惑していた患者たちが、俺の大声にさっと病室へ引っ込む。


    　筒井は笑った。


    「言ったはずだよ。ボクがキミと出会った四年前には既すでに、キミはエアリアルだった」


    　七○八号室、ネームプレートは一つだけだ。


    　名前は『関せき杏あん子こ』だ。


    「あの日もキミは、彼女と一いつ緒しよにいた」


    「ストリートで負けたあの日は……俺は、一人だったはずだ」


    「キミは、エアリアルとしてはまだ中ちゆう途と半はん端ぱなんだ。何らかのきっかけというか、取っかかりがないと、キミはエア彼女を感じられない。キミはその取っかかりと一いつ緒しよだったよ」


    「取っかかり？」


    「ボールだ……ね、キミはいつ、バスケットボールを始めたの？」


    「小学二年の時に……」


    　小学二年の時、杏あん子こと一緒に長は谷せ部べさんを見た。


    『カント見て、あの人かっこいい』


    　それが俺の、バスケットを始めたきっかけだった。


    　杏子が憧あこがれた、それだけで俺はバスケを始めた──あれ？　なぜだ？


    「なぜ、バスケに執着したのかな？　ケガをするほどに……」


    「俺はただ、バスケが……」


    「本当に大切な相手との絆きずなだから、だから執着してたんじゃないの？」


    　筒つつ井いは以前にこの病院で、何か調べ物をしたと言っていた。


    「彼女、もう十年前くらいここに入院してるんじゃない？」


    「杏子はっ……杏子は一緒に小学校に通って、中学も一緒で……」


    「不思議だよね。外傷もないのに、橋の上で意識を失っていた。以来ずっと……」


    　筒井は病室の扉に背を預けて、細い脚を大きく開いた。


    「何か怖いものでも見たのかな？　キミ、その時、一緒にいたんじゃないの？」


    「俺は知らないっ。俺が戻った時には……あ……」


    「そうだよ、認めちゃいないよ」


    　俺は杏子に『知らないからな』と言った。


    　だけど、杏子を置いて一人だけ家に帰ったわけじゃない。


    『喉のどが渇かわいて一歩も歩けないぃ！』


    　杏子がそう言ったから、家に帰ってお金を持ち出した。


    　何だかんだ文句言いながら、がんばって帰宅することができた。だから何でも好きな物を買えばと、なけなしのお小遣いを握りしめて戻ったら杏子は橋の上で眠るように──。


    「俺は、バスケをしてないと……」


    　息が出来ない。


    　息が出来なくてもバスケをしないといけないんだ。


    　バスケをしていれば、杏子を感じていられる。時計の針を少し戻して、何事もなかったみたいに紡つむいで来た俺と杏子の、何てことのない日常を、続けないと──。


    「俺はバスケをしてないと、俺じゃないんだ」


    「キミは、バスケットボールが側そばにある時しか彼女に会えなかった」


    「それは俺がずっと……バスケを……続けてたから……」


    「違うね。彼女との絆きずなを失いたくなかった、それだけの理由で続けてただけだ」


    「俺には、俺にはエアの才能なんてない……ないんだっ」


    「エアが見えるだろ？　最初から、見えてたんだろ？」


    　最初から巽たつみが見えていた。


    　愛あいちゃんが見えていた。


    「キミは幼い頃にエア彼女を作り出したエアリアル、だから他のエアも見えていた」


    「違う、俺のエア彼女はバスケ子先輩だ！」


    「ムリだよ、キミにはちゃんとエア彼女がいる」


    　筒つつ井いは「原則、エアリアル一人につきエア恋人は一人に決まっている」と笑った。


    「それにほら……オーディションの時、あの子はボールを蹴けり損ねた」


    「俺が引っ張ったから空から振ぶりしたんだ。エアだからじゃない！」


    「審査員のエア彼氏ダディＧは、彼女を狙ねらった」


    「効率よくエアを探すためにまずエアリアルを探そうと、一般人も無差別に……」


    「ケータイに、彼女への発信履り歴れきはちゃんとある？」


    　俺はエア発信していた？


    　斉さい藤とうさんが俺の代わりに話そうとした時、電話は切れていた。


    「ちゃんと、ちゃんと電話で話した……たくさん、たくさん話してきた！」


    「上じよう下げ坂ざか高校のバスケ部にはエアリアルが多い」


    「そんなの偶然だろ」


    「類は友を呼ぶ、それなら偶然だ……でも多た田だのようなエアボール使いがいれば？」


    「三羽がらすのことか？」


    　あの人たちがホームでじゃんけんしていたのは、杏あん子こに声をかける順番のためだ。


    　あの人たちには杏子が見えていた。


    　エアリアルだからだ。


    　校門で待ち伏せる曲まがり矢やを見つけた斉藤さんもそうだ。斉藤さんには巽のことも見えていたに違いない。エア弾丸に撃うたれた。斉藤さんはエアリアルだ。


    「斉藤さんが……」


    「ボクが言ってるのは長は谷せ部べのことだよ」


    「長谷部さん？　長谷部さんまでエアリアルだって言うのか？」


    　中学時代、杏子は長谷部さんを見かける度たびに足を止めた。


    　長谷部さんもこっちを見ていた。


    「長谷部は、厳密に言えば元エアリアルだ。四年前、ボクが灰鷹スパルビエロだった頃、長谷部も叩たたきつぶしてやった。多田とよく似ていた。彼は友達以上の、架空のボールを持っていた」


    「潰つぶしたのかっ、長谷部さんのエアを！」


    「長は谷せ部べは現実に戻るしかなかった。もう本物のボールしか触れない。あるいは憧しよう憬けいだろうか……長谷部はきっと、エアと一いつ緒しよにいるキミを特別視していた。本人に自覚があろうとなかろうと、彼が愛した架空のボールは、ボクが切り刻んだからね。キミたちは長谷部の才能に憧あこがれて集まっているんだよ。ありもしない不確かな才能エア、その正体が元エアボール使いだって滑こつ稽けいな事実も知らずにね」


    「俺は……俺たちは四年前からおまえにコケにされっぱなしなのか？」


    「ボクはすべてのエアリアルを許さない」


    「俺たちが何をしたって言うんだ！」


    「エアが見える。ボクの絢あやを傷つけた犯人がそうだったらしいんだ。それで充分。斉さい藤とう、三羽がらすに長谷部、そしてキミ……バスケ好きのエアリアルたちが今の痛い立ち位置に集まっている理由は簡単だ。偶たま々たま、このボクがバスケが得意だったからだね」


    「俺たちをどうする気なんだ？」


    「どうもしない。まだわかんない？　四年前の時点で、ボクはキミたちをエア的に殺しているんだ。ありもしない才能、見えもしない希望、いるはずのない恋人……キミたちは不思議だね。それらが遠く感じれば感じるほどに、焦あせって執着しようとする。長谷部も斉藤もキミも同じだ。ボクがバスケでの限界を教えた。抵抗してもムダだ。ほらキミみたいにムリをしてケガをして、バスケをしていた本当の理由を思い出した……そして今日キミはついに現実に直面し、今ここで、彼女エアを失う」


    「違う俺はバスケが……杏あん子こは……杏子はエアじゃないんだ！」


    　耳を塞ふさぐ。


    「エアを否定することでエアである自分を肯定する……彼女は厄やつ介かいなエアだ」


    「杏子は現実だ。杏子は俺に×××って言ったんだ！」


    　シーズンごとに変わる聞こえない音──言葉。


    　二人だけの、魔ま法ほうの言葉。
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    　それは俺が生まれて初めて耳にした、魔法の言葉。


    　七歳だった。


    「魔法の言葉？」


    「そう、魔法の言葉……」


    　外れたチェーンが音を立てていた。


    　俺が上う手まく自転車を押せなかったのは、左手を、杏子の右手と繫つないでいたからだった。


    　俺は半信半疑で呟つぶやく。


    「じゃ、夏……」


    「入道雲、ラジオ体操、風鈴、かき氷、蟬せみ、プール、お祭り、花火……」


    「じゃあ、秋……」


    「夕焼け、栗くり、赤とんぼ、焼き芋いも、松まつ茸たけ、柿かき……んーと、焼き肉、ハンバーグ！」


    「食べ物ばかりだし、最後は魔ま法ほうの言葉と関係ないよ」


    「あるんだよ」


    　杏あん子こは俺の手を放し、坂道を駆け上がる。


    　眼下に広がる町に耳をそばだて、聞こえるはずもない音を探した。


    「魔法の言葉を聞くと、たくさんの言葉が溢あふれて来るの」


    「どこから？」


    「ここ……」


    　追いついた俺の胸に、杏子が触れる。


    　杏子は俺の右手を、杏子の左胸に触れさせた。


    「魔法の言葉を耳にすると、たくさんの言葉が溢れるの、秘密の小部屋から」


    　魔法の言葉、秘密の小部屋。


    　杏子は俺や、周りの子とは違った言葉を使っていた。


    　今にして思えば、あれは──。


    　形に味を感じたり、音に色を感じたりする共感覚の一種だったのかもしれない。


    　魔法の言葉を耳にすると、たくさんの言葉が溢れて来る。


    「まるで歌みたいなんだよ？」


    　音に色を感じることを音色サウンド・カラー共感覚と言うならば。


    　杏子は言葉歌ワード・ソング共感覚を持っていた。


    「もう歩きたくない。歩けないぃ！」


    　悪いエアが、杏子の特殊な感覚に目をつけたのだろうか。


    　そして杏子を連れ去ってしまったのか。


    「知らないからな、俺は行くからな」


    「カント、待ってよ。置いてかないでよぉ！」


    　置いてけぼりにするつもりなんてなかった。


    　なけなしのお小遣いを持って、すぐに戻ったんだ。


    「カント……」


    「カント」


    「カントっ」


    　俺を呼ぶ声を覚えている。


    　一度だけふり返った時、杏子は申し訳なさそうに言った。


    　ごめんに代わる言葉だ。


    　いつもそうだった。


    　いつも、玩おも具ちやの取り合いで喧けん嘩かした時も、いつもいつも、悪戯いたずらに杏あん子この髪留めに触れて髪の毛をぐちゃぐちゃにした時も、いつもいつもいつも、絶交した時も二日後に仲直りしてまたすぐに絶交して次の日にまたすぐ仲直りした時も、いつも、いつも、いつも。


    　いつだって杏子は「ごめん」と言わなかった。


    「カントぉ……」


    　ごめんの代わりに×××。


    「カント、大好き……」


    　あの日、泣きながら言った、


    「カント、大好きだよ」


    　魔ま法ほうの言葉。


    　どんなに喧嘩してもすぐ仲直りしたくなる、杏子の笑う声が聞きたくなる、いつもいつまでも二人で笑っていられる気にさせてくれた、魔法の言葉。


    　何の取とり柄えもない俺に、杏子が聞いている特別な歌ソングを少しだけ聞かせてくれる。


    　たった一つの、歌言葉ソング・ワード。


    「あたしカントのこと大好きだよ」


    「おぅ、わかればいい」


    　聞こえなくなった音──。


    「あたしカントのこと×××だよ」


    　時々、俺が聞こえなくなる音は聞きたい言葉だ。


    　俺を呼ぶ声、はにかんだ笑顔。


    　あの頃、杏子が口にした魔法の言葉。


    　たくさんの表情。


    　いつからか、杏子の声が聞こえない。


    　杏子のくるくる変わる表情を探している。


    　まるで杏子がいないみたいだ。


    「×××、×××……」


    　聞こえねーんだよ、杏子──。
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    　曲まがり矢やが俺の肩を抱いていた。


    　泣いてる。


    　泣いているのは俺か、俺はまるで子どもみたいに、息もできない。


    　筒つつ井いは楽しげだ。


    「まったく……まったくひどい話だよね」


    　筒井は勝者の足取りで俺の鼻先を通り過ぎる。


    「幼なじみはベッドの上で意識が戻らないっていうのに、キミはエアなんて作り出して一いつ緒しよにいるつもりでいた。現実から目を逸そらして、エアに優しくされて、自分で自分に都合のいい言い訳を……はは……エア彼女の口から言わせていた」


    「ち、ちが……」


    　七○八号室の扉の向こうで「カント」と杏あん子こが言った。


    　筒井は舌打ちする。


    「まだエア彼女に自分を慰なぐさめさせるのか……彼女や彼女の家族はどう思うだろうね？」


    「杏子や杏子の家族を悲しませたり傷つけたりするつもりなんてないっ」


    　逃げ出したいのに、曲まがり矢やの手が俺の背を止める。


    「木き村むら、第二段階ですよ」


    　曲矢は猫がそうするように、ゆっくり瞬まばたきした。


    「杏子ちゃんはただの幼なじみですか？」


    「杏子は……」


    「エア彼女修行の第一段階を覚えていますか？」


    「幼なじみ離れ……」


    「私は、木村と杏子ちゃんの距きよ離りを縮めようとしたんですよ。バスケ子先輩とくっつけるためじゃない。杏子ちゃんとただの幼なじみでいる限りは、彼氏彼女になれません！」


    　傾いている俺には強すぎる震しん動どう、力強すぎる声だ。


    「杏子ちゃんは木村の胸の中の、どこにもいないんですか？」


    「杏子は、杏子は俺の……ただの幼なじみだ。いるんだよ、いつも側そばに……」


    「空気みたいに？　そんなのエアじゃないですか、木村っ」


    　曲矢は焦あせっている。


    　俺の目を見ているのではなくて、俺の後ろにいる人物を見ていた。


    「彼は不合格だな、ダディＧ」


    　審査員ＤＪエミリだ。


    　決着がつくタイミングをどこかで窺うかがっていたんだ。


    　俺の左手をかすめて、ハンチング帽の男が七○八号室へと歩を進める。


    「よせ！」


    　俺は扉にすがりついた。


    「杏子、杏子逃げろ。逃げてくれ！」


    　逃げられるはずがない。


    　扉の向こうで、杏あん子こはもうずっと、ずっと、ベッドの上で眠っている。


    「俺は、俺は杏子と一いつ緒しよにいたかった。ただそれだけだ、やめてくれ！」


    「木き村むら、木村がバスケットに一いつ生しよう懸けん命めいだった理由は何ですか？」


    　曲まがり矢やが巽たつみを召喚する。


    　巽がダディＧの進路を遮さえぎった。


    「木村くんが、膝ひざを壊こわしてもすぐにまた何かをがんばろうと思った理由は？」


    「俺は……」


    「どうしてエア彼女が欲しかったの？」


    　俺は──。


    「杏子を心配させたくなかった」


    　それと。


    「杏子に認められたくて……褒ほめられたかった」


    　一緒にいたいから、杏子に呆あきれられたくなかった。


    「ぬるいんだよ、どいつもこいつも……」


    　筒つつ井いがダディＧを突き飛ばした。


    　扉に手をかける。


    「終わりにしてやる。その目に現実を焼き付けろっ」


    「やめてくれ……」


    　筒井は扉を開いた。


    　そこには女性が立っていた、筒井が絢あやを召還していた。


    「焰ほむら、感じるよ……この子……この子たち覚かく醒せいする」


    「絢？　どうして今、やらないの？」


    「この感じ……ほんの少し時間を空ければ楽しめるかもしれない。今日のところは……」


    　絢が踵きびすを返した。


    　絢の向こうにはもう一人、立っていた。


    「カント……」


    　ベッドの上は見えない。


    　俺には本物の杏子が立っているように、そんな風に思えた。


    「カントはあたしのことどう思ってるの？」


    「杏子……」


    「好きでも何でもないの？」


    　好きでも何でもねーよ、ってどうしてか言っちゃうんだ。


    「あたしはエア？　どこにもいないのかな？」


    「違うよ、俺は……本当は……」


    　俺は、噓うそでも幻想でも、噓でも、エアでも、何でもいいから杏あん子こと一いつ緒しよにいたかった。


    「ただ側そばに、ただただ一緒に……あの頃みたいに……」


    「だったらちゃんと、カントの彼女にしてよっ」


    　また杏子を泣かしてしまった。


    　この感じ、杏子の色歌ソング・カラー共感覚はたぶんこんな感じだ。


    　広がって行く。


    　杏子が腕の中にいる、それだけで胸がいっぱいになって世界が広がって行く。


    　杏子がいないと世界はまるで色も、音もない何かだ。


    　空エ虚アでしかないんだ。


    「杏子は、杏子は俺の彼女だ！」


    　幻想、これは俺の幻想──。


    　大好きだった。


    　初恋なんて言葉を知るより前に、俺は杏子が好きだった。


    「杏子と過ごす幻想、駅まで送ってく幻想、喧けん嘩かする幻想を見るほど……想おもってる」


    　マジメにキスを迫ってるのに「あはは」と腕の中で逃げられるのは辛つらい。


    　辛いけど愛いとしくてまたキスしたくなる。


    「カント、ねぇカント」


    「んだよ、抵抗すんな。空気読めよ、さっさとキスさせろよ」


    「ぜったいやだ」


    　杏子は笑って、俺の頰ほおに乱暴で幼稚なキスをした。


    　そして消えた。


    　ベッドの上で眠る、杏子が一いつ瞬しゆんだけ見えた。


    「杏子、いつか……」


    　いつか必ず、俺、ちゃんとここへ来るよ。


    　扉が閉まる。
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    　翌日午後五時、新にい見み駅裏口高架下バスケットコート。


    　ゴール下で独り夕焼けを見ていた。


    「呼び出しなんて、どういうつもりだい？　もう準備できたのかい？」


    　中学生らしいというか、よく見れば細すぎる手足だ。


    「筒つつ井い、ジャージの下を買う金がねーのか？」


    「この国は暑くてしょうがない。年中半ズボンでちょうどいい。それに、来年の春にはいくらでも買えるよ、ボクはオーディション本選でも勝ち上がる」


    「エアリアルたちに復ふく讐しゆうするのか？」


    「一次選考失格者にとやかく言われたくないね」


    　オーディションは大だい算さん大付属病院で幕を閉じている。


    　俺はバスケ子先輩を彼女だと言い張っていた。審査員エミリは「キミと関せき杏あん子この演技はすばらしかったから合格にしたが、キミは無自覚だったと判明したので失格だ」と言った。


    　オーディションは筒つつ井いの合格で幕を閉じている。


    「もしかしてキミ、本当のエア彼女ならボクの絢あやと勝負になると思ってるの？」


    「俺は諦あきらめが悪くてね。それとおまえには、ちょっとお灸きゆうが必要だよ、中学生」


    　俺はゴール下に座ったまま、笑ってやった。


    　バスケ少年たちがコートの外にやってきて、「コート使ってるの？」と言った。


    　筒井は一いち瞥べつし、頰ほおを歪ゆがめる。


    「焰ほむら……」


    　俺の目の前に出現した絢の影は、散弾銃を構えている。


    「この子、やってしまってもいいの？」


    「やってみなさいよ」


    　俺の背中で杏子が言った。


    　絢が俺に突きつけた日傘型散弾銃を、竹刀しないの入った袋で抑えつける。


    「不本意だけど、エアの相手をしてあげる」


    「絢、十秒だ」


    　筒井がカウントを始めようとするが、絢は「少し足りない」と呟つぶやいた。


    　俺は杏子を心臓の秘密の小部屋にしまう。


    　筒井も絢を隠し、ナイフを取り出した。


    「おまえ、まだそんなモノ持ってんのかよ？」


    「エアにばかり頼たよっては、エアに嫌きらわれるだろ？　さ、残り九秒だよ？」


    　筒井との距きよ離りは「八……」歩だ。


    「絢、まだ七秒だけど決めていいよ？」


    　距離を詰める俺の左手方向に、散弾銃を構えた絢が出現する。


    　十秒の半分経過、俺はハーフラインを跨またいだ。


    　そしてサインプレーの合図みたいに「エア彼女……」と呟き右手の小指を立てる。


    「もらった！」


    　ハーフラインを踏ふんで跳ちよう躍やくする杏子が出現、絢の銃口を反らした。


    　轟ごう音おん一発。


    　銃弾は筒つつ井いの頰ほおをかすめ、カウントダウン「三……」の声を上ずらせた。


    　杏あん子こは返す刀で絢あやを一いつ閃せんするも、空くうを斬った。


    「か、カント……あのエア、消えちゃったぁ！」


    「あいつは日傘を操って幻惑するんだ。力む癖くせなんとかしろよ、杏子」


    　俺は杏子に小指を突きつけ、ナイフを構える悪い子に拳こぶしを振り上げた。


    「筒井、身体からだ張れよ」


    「ボクは命を懸かけている」


    「本当だな？」


    　ラスト一秒、筒井は俺の殴るふり簡単なフエイクに引っかかって後ずさりする。


    「エア彼女……」


    　筒井が負けじと絢を呼んだが、杏子の「小こ手て」が速い。


    「動くなよ、筒井のエア彼女っ」


    　宙に舞ったナイフを摑つかみ、筒井をリングの支柱に抑えつける。


    「筒井、おまえの懸けた命ひとつ……」


    「や、やれるものならやってみろよ！」


    「あぁ、ひとつ貰もらった」


    　くるりと回して、とっさにナイフをズボンにしまった。
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    「おまえの命なんだろ、こんなモノが……貰もらっておいてやるよ」


    　左胸をノック、勝利を誇示する。


    　何か下半身がすーすーするけど、一いつ矢し報むくいた感じだ。


    「カント、ちょっとカント……」


    「なんだよ杏あん子こ、さっさと帰るぞ」


    「や、ズボンに穴が空いてる人と一いつ緒しよに歩きたくないんだけど……」


    　抜き身のナイフをインはまずかったか。ズボンの内うち股また側が裂けている。


    「や、パンツ見えてんじゃん……」


    「見んな、見んなよ。見んなってば！」


    　コートの順番を待つ少年たちはぽかーんと、二つしかない影を見てるんだろう。


    「ばかじゃないのか？」


    　筒つつ井いが絢あやから受け取ったエア自動式拳けん銃じゆうの安全装置を外している。


    　絢は散弾銃の弾丸を詰め直していた。


    「エア初心者相手だから手加減してやってるのに、図に乗っちゃってさ」


    「杏子、杏子、行けよ。戦えよ！」


    　あれ？　俺、杏子のこと胸の奥にしまったかな？


    「おい出て来いよ、戦えよ。俺の盾となって……あぁっ！」


    　徒歩で逃げてる、他人の顔でだ。


    



    　俺は筒井に秒殺された。


    



    「な……何を負けたのに笑ってるんだ？」


    「だってしょうがーねーじゃん」


    　言い訳するわけじゃないけど、


    「へへへ……」


    　俺と杏子はまだ、付き合いたての彼氏彼女だ。


    「カント、早く帰ろうよ！」


    　杏子が俺を呼んでいる。


    　窒ちつ息そくしそうな現実から逃げて来た。


    　幻想に溺おぼれている。


    「どっちにしろ息苦しいけど……」


    　ごめん、杏子。


    　もう少しだけ──。


    「カント！」


    　杏あん子こが俺を呼んでいる。
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    　終電を待つ新にい見み駅構内──。


    　巡回の警察官はちらりと、ベンチに座る高校生を一いち瞥べつした。


    　いかにも爽さわやかなメガネの少年が、ポケットからタバコを取り出しライターで火をつける、そんな演技をしたのだ。だがどう見ても、吸っているのはエアタバコだ。


    　警察官は首を傾かしげて去って行った。


    「悪いな、巽たつみ……」


    　三み田た村むら正まさ義よしは火をつけた二本の内、一本を巽に渡した。


    「タバコ、やめたんじゃなかったの？」


    「愛あいの前ではね」


    「や、エアタバコだから実際もうやめてるんじゃないの？」


    「巽……今の木き村むらくんみたいな言い方だったよ」


    　正義は笑おうとしたが、目は笑っていない。


    「愛はケガで動けないからさ……」


    「お伴くらいはするよ。曲まがり矢やの許可も取った」


    　巽は受け取ったエアタバコをくわえポケットに手を突っ込む。


    　もうすぐ冬だ。


    　人気のないホームに、硬い靴くつ音おとが響ひびく。フードを被かぶった少女、それと灰色がかった金髪の少女──ＤＪエミリ、そしてかつて灰鷹スパルビエロと呼ばれていた筒つつ井い焰ほむらだ。


    「懲こりない人たちだ。あのバスケ少年のしつこさでボクはもううんざりだよ」


    　筒井は絢あやを呼ぶ。


    　絢は改札の向こうから現れ、巽を見つめた。


    「彼氏彼女に遠えん慮りよせずに本気で手合わせしたいと思っていた」


    「やっぱりか……付属病院では手を抜いていたんだね？」


    「焰は子ども、時々まったくムダな戦いを望む」


    「おれ、本当はそれほどいい人じゃないんだ。曲矢が側そばにいないと、むしろ悪者だよ？」


    　巽はタバコを落とし、ブーツの底で踏ふんだ。


    「待て巽、僕らは戦いに来たわけじゃないだろう」


    　正義は携帯灰皿に、ご丁てい寧ねいにも巽のエア吸い殻までしまって言った。


    「審査員、エア騎き馬ば兵へいたちが退き始めている。やはりあの謎なぞの軍団の狙ねらいは……」


    「ワタシだけではない……」


    「どういうことだ、エミリ？　いったいあのエア騎馬兵はなんなんだ？　どうしてきみは狙われている？」


    　不敵な笑みを浮かべて、ＤＪエミリは筒井を促した。


    「あなたたちはまだ、エアのことを知らなさすぎる」


    「調べるよ、そのつもりだ」


    「ならばいずれまた、どこかで会うこともある」


    　筒つつ井いは正まさ義よしの胸を押して笑った。


    「もう少し強くなったら、追って来なよ」


    　正義と巽たつみはそれから一言も喋しやべらなかった。


    　終電車は行ってしまった。
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    　駅前ハンバーガーショップ──。


    　窓辺の席で居眠りをしていた少年が半分だけ瞼まぶたをもたげる。


    　ケータイをぼんやりチェック。


    「やばっ……」


    　慌あわてて立ち上がった。


    　鞄かばんを抱えて去って行くも、戻って来て言った。


    「おまえも、いつまで寝てんだよ？」


    　周囲の客は困惑する。


    「おら、さっさと……よだれ拭ふけよ。は……何で俺のせいなんだよ」


    　少年は独り言を残し店を後にした。


    　残された客や店員はしばし、少年のいたテーブルを見つめる。


    　ある者は訝いぶかしげに首を傾かしげた。


    　またある者はなおもテーブルの上を見つめ続ける。


    　どういうわけか。


    　少年一人がいたテーブルの上に、二つのティーカップが残されていた。


    



    　　　　　　　◇


    



    　銀色の仮面を付けた少女が、国道を疾しつ走そうしていた。


    　足下はスニーカーだ。


    「残党……そう呼ぶには少し、数が多いですね」


    　曲まがり矢やサンノを追って、九騎きの騎兵が迫っていた。


    　もう逃げ切れない、曲矢サンノは両手の短剣を握り直した。


    　瞬またたく間に騎馬兵が殺到する。曲矢は身体からだを捻ひねって紙一重で攻こう撃げきを避よける。


    　避けきれなかった一撃が、銀色の仮面を夜空に跳ね上げた。


    「曲まがり矢や、手を貸してやろうか？」


    　歩道橋の欄らん干かんに立った少年は、夜空から落ちてくる仮面を捕まえる。


    「木き村むら!?」


    「あれ？　おまえ誰？」


    　木村カントは曲矢の顔を見て、驚きよう愕がくの声を上げた。


    　欄干から落っこちる。


    「木村、生きてますか？」


    「おぉ……つかおまえ、エア化粧ばっちりだな。俺のエアレベル、上がっちまったのか」


    　カントはよそよそしい態度で、曲矢の元へ。


    「ちょっ、よく見せてみろよ」


    「や、やめて、やめてくださいよ。人の顔面を摑つかまないでください！」


    「こ、これは……まさかそんな……」


    　カントは曲矢に仮面を被かぶせた。


    「何かアレだからそれちゃんと付けてろよ」


    「アレって何ですか、失礼ですね」


    　騎き馬ば兵へいに囲まれる。


    　蹄てい鉄てつの音、馬のいななき、軋きしむ甲かつ冑ちゆう──。


    　歩道橋の向こうからさらに十数の騎馬兵が迫っていた。


    「これが曲矢の見ていた世界か……」


    「鷹たかの目め山やまの篝かがり火びはどんどん消えていますけど、まだ予断は許されません」


    「もう少しで撃げき退たいできそうじゃん」


    　カントはリストバンドで汗を拭ぬぐった。


    　四方から迫る無数の騎馬兵の蹄鉄の音に、曲矢は沈んだ声で答える。


    「撃退……できますかね？」


    　カントと曲矢は背中合わせになった。


    　カントは力強く答える。


    「できるさ、俺と曲矢なら絶対……」


    　二人はちっぽけだ。


    　街中にはまだ、百を超える騎馬兵が残っている。


    　それらがすべて、交差点のカントと曲矢を目指して殺到していた。


    「来ますよ、木村」


    「あぁ、行こうぜ」


    　二人は揃そろってエア彼氏彼女の名を呼んだ。


    
      了

    

  


  
    　　あとがき


    



    



    　彼女の存在を知ったのは、一週間前でした。


    　第一印象は「思ったより華きや奢しやだなぁ」という程度と言うか、正直、肩すかしを食らった感じがしました。他の問題──例えば近所のハンバーガーショップから「出入り禁止」を言い渡されたりといった──山積みの問題に比べれば、彼女のことはその、何て言うか。


    　え？


    　あ、はい。


    　そうです、後回しでした。


    　とはいえ彼女の問題を「先に片付けるか」って考えもしました。


    　その度、彼女が言うんですよ。「あんたがその気になればほんの一時間で終わるじゃない」とか。彼女が耳元で囁ささやけば、「そうかもな」って思いますよ！


    　どうして、どうしてこんなことに……え……今、何て言いました？


    　それが彼女の、手口？


    　友達のふりをして近づいて来る？　優しい声で……誘惑を？


    　噓だ、噓ですよね？


    　噓だ！


    　彼女は……「あとがき」はそんな子じゃない！


    



    



    　かつてないほど「あとがき大苦戦」の途中ですが、ご挨あい拶さつが遅れました。


    　こんにちは。中なか村むら九く郎ろうと申します。


    



    　お陰さまで『曲まがり矢やさんのエア彼氏』。


    　こうして質量を伴ってお目に触れる機会を得たわけですが、何だかいつもと感覚が違っているといいますか。あとがきがぜんぜん進みません。


    　勢いのまま書いてしまえば──。


    



    担当Ｙ氏「あとがき四～六枚でよーろぴっくぴく♪」


    



    　とか。


    　氏には尊とうとい犠ぎ牲せいとなっていただきつつ、「ぴくぅ♪」の余よ韻いんで引っ張れました。


    　ところが──。


    　そもそも「ぴくぅ♪」という意味不明な音韻と無縁な担当氏に、今回は、冷めた生返事しか返せない異様な雰囲気「ぴっくぅ♪」を感じてしまったというか。


    　何でしょうか。


    　四～六枚のスリムバディなあとがきちゃんに、大降参。


    「ぴくぅ♪」


    「ぴぴくぅ♪」


    　しか出てきません。


    



    　本作の紹介を少し──。


    　本編に「ぴくぅ♪」は出てきません！


    



    



    　バタバタしてしまいました。


    　担当Ｙ氏、そして編集部の皆様、校こう閲えつ様、デザイナー様、


    　本書の出版にご尽じん力りきいただいたすべての方々、


    　ありがとうございました。


    　お疲れ様でした。


    　イラストレーターのうき様、「眉まゆ無し娘」を押しつけた形ですみませんでした。


    　そしてありがとうございます。


    　それから、地元商店街の書店様、応援ありがとうございます。


    



    　本書を手にしてくださった読者の皆様、御礼申し上げます。本書は「エア彼氏／彼女」と交際する方法、そのガイドブックとしてもご使用できます。


    



    　よろしければお試しになってくださりますよう……。


    



    　忘れるところでした。


    　エア話のヒントをくれたＫへ──。


    



    「ぴくぅ♪」


    



    



    
      二〇〇九年二月　　　中なか村むら九く郎ろう　　

    

  


  
    中村九郎


    Kurô Nakamura


    



    18の冬、突然の役者志望宣言（演技経験なし）。予備校の自習室で小説に励むこと２年（役者は？）笑いとは何かに悩んだ末、進学先を関西に決定。「もう少しマジメに生きましょう」

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    曲矢さんのエア彼氏


    木村くんのエア彼女


    



    ２０１６年10月21日　電子書籍版発行


    著　者　中村九郎


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　山田和正


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２００９年３月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸKURÔ NAKAMURA 2016　ISBN978-4-09-451122-2


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/i-0223_01.jpg
) @

e il






OEBPS/Images/cid-00750.png





OEBPS/Images/i-0095_01.jpg





OEBPS/Images/i-0209_01.jpg





OEBPS/Images/i-0051_01.jpg





OEBPS/Images/cid-07723.png





OEBPS/Images/i-0227_01.jpg
i X





OEBPS/Images/i-0001_01.jpg
EPEE < B> -
Z:hAHABB 15AF:5F





OEBPS/toc.xhtml






目次





		Start



		プロローグ



		一章　彼女エア彼氏



		二章　斜塔の少女



		三章　エアリアル／air real



		四章　エア彼女オーディション



		五章　×××



		六章　いつか……



		エピローグ



		あとがき



		奥付













OEBPS/Images/i-0109_01.jpg
T7°’U7)L air real





OEBPS/Images/i-0265_01.jpg





OEBPS/Images/i-0023_01.jpg





OEBPS/Images/i-0005_01.jpg
R AEB
3%

o X
I
O

20

HAS





OEBPS/Images/cid-07971.png
)





OEBPS/Images/i-0007_01.jpg
JOo0—4





OEBPS/Images/i-0002-0003_01.jpg





OEBPS/Images/i-0041_01.jpg





OEBPS/Images/i-0101_01.jpg





OEBPS/Images/i-0171_01.jpg





OEBPS/Images/i-000a.jpg





OEBPS/Images/i-0305_01.jpg





OEBPS/Images/i-0115_01.jpg





OEBPS/Images/i-0173_01.jpg
50

S ﬁm_,m
|
HT





OEBPS/Images/i-0033_01.jpg





OEBPS/Images/i-0309_01.jpg
IrEO-—4o





OEBPS/Images/cid-07725.png





OEBPS/Images/i-0004_01.jpg
INDEX

JOog=4
—E HEIT7RE

—E #B0odSk

1

1

4

109

== T77I) air real
NE I7REA
HE XXX

=TIy 178

227

265

Tl N

309

5

IEo






OEBPS/Images/i-0006_01.jpg
LRI

b2 TSNP IS O QLA TR | B4°

BRENN coeveeen R BRI 290 Q104 B

Ba HIKQ  HARE,®

- O R RALGRBOE° RURM°

LIRS s RALQE<C

==kt SR HNB S RISNHIR U, SR ——
BHE<SES 5

IER==rrad. " PR R

R IRERQIBHETRA®

ddﬁhw%w ............... KZF/%@I'XO

BB RO AN Y| VL IS

A H IR s SHIE G IR — T N TSI

PR RN

REEK e HERDONRYADEBEINAOIREE






OEBPS/Images/i-0011_01.jpg





